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1. 重大事故等対処設備 

1.1 重大事故等対処設備について 

  重大事故に至るおそれがある事故が発生した場合において，炉心，使用済

燃料プール内の燃料体等及び運転停止中における原子炉の燃料体の著しい損

傷を防止するために，また，重大事故が発生した場合においても，格納容器

の破損及び発電所外への放射性物質の異常な放出を防止するために，「実用

発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則」

（以下「設置許可基準規則」という。）第三章（重大事故等対処施設）にて

定められる重大事故等対処設備として以下の設備を設けている。 

  ・第43条 アクセスルートを確保するための設備 

  ・第44条 緊急停止失敗時に発電用原子炉を未臨界にするための設備 

  ・第45条 原子炉冷却材圧力バウンダリ高圧時に発電用原子炉を冷却する

ための設備 

  ・第46条 原子炉冷却材圧力バウンダリを減圧するための設備 

  ・第47条 原子炉冷却材圧力バウンダリ低圧時に発電用原子炉を冷却する

ための設備 

  ・第48条 最終ヒートシンクへ熱を輸送するための設備 

  ・第49条 原子炉格納容器内の冷却等のための設備 

  ・第50条 原子炉格納容器の過圧破損を防止するための設備 

  ・第51条 原子炉格納容器下部の溶融炉心を冷却するための設備 

  ・第52条 水素爆発による原子炉格納容器の破損を防止するための設備 

  ・第53条 水素爆発による原子炉建屋等の損傷を防止するための設備 

  ・第54条 使用済燃料貯蔵槽の冷却等のための設備 

  ・第55条 工場等外への放射性物質の拡散を抑制するための設備 

  ・第56条 重大事故等の収束に必要となる水の供給設備 
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  ・第57条 電源設備 

  ・第58条 計装設備 

  ・第59条 原子炉制御室 

  ・第60条 監視測定設備 

  ・第61条 緊急時対策所 

  ・第62条 通信連絡を行うために必要な設備 

  これらの設備については，［A］新たに重大事故等に対処する機能を付加

させた設備に加え，当該設備が機能を発揮するために必要な系統（水源から

注入先まで，流路を含む）までを含むものとする。 

  また，設計基準対象施設の機能を重大事故等発生時に期待する場合におい

て，上記設備［A］に該当しないものは，［B］重大事故等発生時に設計基準

対象施設としての機能を期待する重大事故等対処設備（以下「重大事故等対

処設備（設計基準拡張）」という。）と位置付け，第44条～第62条のいずれ

かに適合するための設備の一部として取り扱うこととする。 
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1.2 重大事故等対処設備の設備分類について 

  重大事故等対処設備は，常設のものと可搬型のものがあり，それぞれ設置

許可基準規則に示される名称を踏まえて以下のとおり分類する。 

 (1) 常設重大事故等対処設備 

   重大事故等対処設備のうち常設のもの 

  ａ．常設重大事故防止設備 

    重大事故に至るおそれがある事故が発生した場合であって，設計基準

事故対処設備の安全機能又は使用済燃料プールの冷却機能若しくは注水

機能が喪失した場合において，その喪失した機能（重大事故に至るおそ

れがある事故に対処するために必要な機能に限る。）を代替することに

より重大事故の発生を防止する機能を有する設備（重大事故防止設備）

のうち，常設のもの 

  ｂ．常設耐震重要重大事故防止設備 

    常設重大事故防止設備であって，耐震重要施設（耐震Sクラス施設）

に属する設計基準事故対処設備が有する機能を代替するもの 

  ｃ．常設重大事故緩和設備 

    重大事故等対処設備のうち，重大事故が発生した場合において，当該

重大事故の拡大を防止し，又はその影響を緩和するための機能を有する

設備（重大事故緩和設備）のうち，常設のもの 

  ｄ．常設重大事故防止設備（設計基準拡張） 

    設計基準対象施設のうち，重大事故等発生時に機能を期待する設備で

あって，重大事故の発生を防止する機能を有する上記ａ，ｂ以外の常設

のもの 

  ｅ．常設重大事故緩和設備（設計基準拡張） 

    設計基準対象施設のうち，重大事故等発生時に機能を期待する設備で
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あって，重大事故の拡大を防止し，又はその影響を緩和するための機能

を有する上記ｃ以外の常設のもの（ただし，東海第二発電所においては，

本分類に該当する設備はない） 

  ｆ．常設重大事故等対処設備のうち防止でも緩和でもない設備 

    常設重大事故等対処設備のうち，上記ａ，ｂ，ｃ，ｄ，ｅ以外の常設

設備で，防止又は緩和の機能がないもの 

 

 (2) 可搬型重大事故等対処設備 

   重大事故等対処設備のうち可搬型のもの 

  ｇ．可搬型重大事故防止設備 

    重大事故防止設備のうち可搬型のもの 

  ｈ．可搬型重大事故緩和設備 

    重大事故緩和設備のうち可搬型のもの 

  ｉ．可搬型重大事故防止設備（設計基準拡張） 

    設計基準対象施設のうち，重大事故等発生時に機能を期待する設備で

あって，重大事故の発生を防止する機能を有する上記ｇ以外の可搬型の

もの（ただし，東海第二発電所においては，本分類に該当する設備はな

い） 

  ｊ．可搬型重大事故緩和設備（設計基準拡張） 

    設計基準対象施設のうち，重大事故等発生時に機能を期待する設備で

あって，重大事故の拡大を防止し，又はその影響を緩和するための機能

を有する上記ｈ以外の可搬型のもの（ただし，東海第二発電所において

は，本分類に該当する設備はない） 

  ｋ．可搬型重大事故等対処設備のうち防止でも緩和でもない設備 

    可搬型重大事故等対処設備のうち，上記ｇ，ｈ，ｉ，ｊ以外の可搬型
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設備で，防止又は緩和の機能がないもの 

 

  重大事故等対処設備の分類の概念を，第 43.1-1 図に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 43.1-1 図 重大事故等対処設備の分類  

 

 

  

 

 

重大事故等対処施設 

重大事故等対処設備 

常設重大事故等

対処設備

 
ａ．常設重大事故防止設備 

重大事故防止設備 

 
ｃ．常設重大事故緩和設備

 

ｈ．可搬型重大事故

緩和設備

 
ｇ．可搬型重大事

故防止設備 

重大事故緩和設備 

ｆ．   防止でも緩和でもない設備   ｋ． 

 

ｂ．常設耐震重要 

重大事故防止設備

可搬型重大事故等 

対処設備

 

ｄ．常設重大事故 

  防止設備 

  （設計基準拡張） 
 

ｉ．可搬型重大事故 

  防止設備 

  （設計基準拡張） 

設計基準対象施設 

 

ｅ．常設重大事故 

  緩和設備 

  （設計基準拡張） 
 

ｊ．可搬型重大事故 

  緩和設備 

  （設計基準拡張） 
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1.3 重大事故等対処設備の選定の考え方について 

  1.1に示した重大事故等対処設備については，第43.1-2図に示す選定及び

分類フローに基づき，それぞれ以下のとおり選定し，かつ1.2に示した設備

分類に分類する。 

 (1) 対象設備の選定 

   1.1に示したとおり，『重大事故等対処設備』とは，設置許可基準規則

第三章（重大事故等対処施設）に定められる設備である。設置許可基準規

則第三章には第37条～第62条の26条文があり，このうち，選定した重大事

故等対処施設の有効性の評価を求める条文である第37条，重大事故等対処

施設全般に対する要求を示した条文である第38条～第41条を除く21条文に

適合するために必要な設備が対象となる。 

   更に，第42条に適合するために必要な設備は『特定重大事故等対処施設』

であるが，東海第二発電所においては該当する設備がないことから，本申

請においては第43条～第62条の20条文を対象とする。 

   なお，各条文に適合するために必要な設備ではなく，かつ設計基準対象

施設にも該当しない設備は，自主設備である。 

 

 (2) 設計基準対象施設と重大事故等対処設備の分類 

   1.1に示したとおり，(1)に示す20条文に適合するために必要な設備には，

新たに重大事故等に対処する機能を付加させた設備，及び当該設備が機能

を発揮するために必要な系統（水源から注入先まで，流路を含む）が含ま

れるものとする。一方，設計基準対象施設の機能を重大事故等発生時に期

待する場合において，上記設備に該当しないものは，重大事故等対処設備

（設計基準拡張）と位置付ける。 

   これは，設計基準対象施設として設計されており，かつ新たに機能を付
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加させていない設備については，設計基準対象施設としての機能を重大事

故等発生時に流用しているものであるが，使用環境等が異なる可能性があ

るため，当該使用環境において使用できること等を評価によって示すため

である。 

   この考え方は，「実用発電用原子炉に係る炉心損傷防止対策及び格納容

器破損防止対策の有効性評価に関する審査ガイド」2.2.2有効性評価の共

通解析条件に記載されている以下の内容にも合致するものである。 

 

(3) 設計基準事故対処設備の適用条件 

 ｂ．故障を想定した設備を除き、設備の機能を期待することの妥当

性（原子炉の圧力、温度及び水位等）が示された場合には、その

機能を期待できる。 

 

   すなわち，重大事故等対処設備の有効性評価においては，有効性を確認

したい重大事故等対処設備以外は，機能を期待することが妥当な設計基準

対象施設を含んでも良いということであり，このような設備を重大事故等

対処設備（設計基準拡張）と位置付けるものである。 

 

   なお，第44条に適合するために必要な設備のうち，ほう酸水注入系につ

いては，第25条に定められる反応度制御系及び原子炉停止系に該当する設

計基準対象施設であり，原子炉に注入することで反応度を制御するための

設備である点は変更がない。しかし，当該系統の効果に期待する「原子炉

停止機能喪失」事象が新たに重大事故等として明確に位置付けられたこと

から，重大事故等対処設備にも該当する設備と整理し，重大事故等対処設

備（設計基準拡張）には位置付けないこととする。 
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   また，「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重大事故の発生

及び拡大の防止に必要な措置を実施するために必要な技術的能力に係る審

査基準」で設置を要求される設備についても，同様に，重大事故等対処設

備と整理されるか，重大事故等対処設備（設計基準拡張）と位置付けられ

るのか分類を実施する。 

   例えば，同審査基準1.2【解釈】1 (3)ａ) 

   「重大事故等の進展を抑制するため、ほう酸水注入系（SLCS）又は制御

棒駆動機構（CRD）等から注水する手順等を整備すること。（BWRの場

合）」 

  で要求される手順にて使用するほう酸水注入系（ＳＬＣ）又は制御棒駆動

水圧系（ＣＲＤ）を用いた注水（事象緩和のみの少量注水）は，設計基準

対象施設 兼 重大事故等対処設備であるＳＬＣ又は設計基準対象施設で

あるＣＲＤを重大事故等発生時の高圧注水の用途に流用して使用するもの

であり，本来の機能を発揮させる方法で使用した結果として原子炉圧力容

器内に水を送ることも兼ねる手順を整備するものである。本要求に対して

は，設計基準対象施設 兼 重大事故等対処設備であるＳＬＣをもって適

合することとし，ＣＲＤについて新たな分類は付加しないこととする。 

 

 (3) 防止設備，緩和設備の分類 

   重大事故等対処設備（設計基準拡張）を除き，重大事故を防止するため

に必要な設備は『重大事故防止設備』，重大事故の影響の緩和を行うため

に必要な設備は『重大事故緩和設備』と整理する。両方に該当する場合は

『重大事故防止設備 兼 重大事故緩和設備』と整理し，いずれにも該当

しない場合は『防止でも緩和でもない設備』とする。 
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第 43.1-2 図 重大事故等対処設備の選定及び分類フロー 

［B］に該当する設備 

（第三章（第三十七～六十二条）のうち， 

 第三十七条は重大事故等対処施設の有効性評価を求める条文， 

 第三十八条～四十一条は重大事故等対処施設全般に対する要求を示した条文） 

 第四十二条は特定重大事故等対処施設に関する要求（対象外） 

重大事故の防止のために

必要な機能のみを有する

設備 

重大事故後の影響緩和の

ために必要な機能のみを

有する設備 

重大事故防止設備 重大事故緩和設備 重大事故防止設備 

兼 重大事故緩和設備 

↑に該当しない設備のうち，設計基準対象施設

を除く設備は，事業者自主として整備した設備 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

No 

No 

No 

No 

重大事故等対処設備ではあるが，

防止でも緩和でもない設備 

重大事故等対処設備 

（設計基準拡張） 

（以下，重大事故等対処施設としての分類を整理） 

設計基準対象施設 兼 重大事故等対処施設 

No 

Yes 

設置許可基準規則第二章 設計基準対象

施設に適合するために必要な設備 

重大事故の防止又は影響の緩和を行う

ために必要な機能を有する設備 

実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則（以下「設置許可基準規則」）第三章 重大事故等対処施設のうち， 

第四十三条～第六十二条に適合するために必要な設備として 

［A］新たに重大事故等に対処する機能を付加された設備 及び 当該設備が機能を発揮するために必要な系統（水源から注入先まで，流路を含む） 

又は ［B］重大事故等発生時に設計基準対象施設としての機能を期待する設備 
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6
条

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
減

圧
す

る
た

め
の

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

逃
が

し
安

全
弁

 
逃

が
し

安
全

弁
[
操

作
対

象
弁

]
 

(
逃

が
し

安
全

弁
)
 

(
S
)
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

自
動

減
圧

機
能

用
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

 
（

ア
キ

ュ
ム

レ
ー

タ
）

 
(
S
)
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

主
蒸

気
系

配
管

・
ク

エ
ン

チ
ャ

[
流

路
]
 

(
逃

が
し

安
全

弁
排

気
管

)
 

(
B
)
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

代
替

自
動

減
圧

機
能

 

※
自

動
減

圧
機

能
付

き
逃

が
 

し
安

全
弁

の
み

 

過
渡

時
自

動
減

圧
機

能
 

自
動

減
圧

系
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

－
 

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

 

（
可

搬
型

代
替

直
流

電
源

供

給
）

 

逃
が

し
安

全
弁

用
可

搬
型

蓄
電

池
 

直
流

1
2
5
V
蓄

電
池

２
Ａ

 

直
流

1
2
5
V
蓄

電
池

２
Ｂ

 
S
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 
－

 

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
 

5
7
条

に
記

載
（

う
ち

,
重

大
事

故
防

止
設

備
）

 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
 

 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

ー
 

 

逃
が

し
安

全
弁

機
能

回
復

 

(
代

替
窒

素
供

給
)
 

※
自

動
減

圧
機

能
付

き
逃

が

し
安

全
弁

の
み

 

高
圧

窒
素

ガ
ス

ボ
ン

ベ
 

（
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

）
 

(
S
)
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 
S
A
-
3
 

自
動

減
圧

機
能

用
ア

キ
ュ

ム
レ

ー
タ

［
流

路
］

 
 

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
S
A
-
2
 

高
圧

窒
素

ガ
ス

供
給

系
（

非
常

用
）

・

配
管

・
弁

[
流

路
]
 

 
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

S
A
-
2
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共
1
-
2
 

4
6
条

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

を
減

圧
す

る
た

め
の

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

シ
ス

テ

ム
Ｌ

Ｏ
Ｃ

Ａ
隔

離
弁

 
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

注
入

弁
 

（
高

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

注
入

弁
）

 
(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

※
１
 

S
A
-
2
 

 
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

注
入

弁
 

（
原

子
炉

隔
離

時
冷

却
系

原
子

炉
注

入
弁

）
 

(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

※
１
 

S
A
-
2
 

 
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

注
入

弁
 

（
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

注
入

弁
）

 
(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

※
１
 

S
A
-
2
 

 
残
留
熱
除
去
系
Ａ
系
注
入
弁
 

（
残
留
熱
除
去
系
Ａ
系
注
入

弁
）

 
(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

※
１
 

S
A
-
2
 

 
残
留
熱
除
去
系
Ｂ
系
注
入
弁
 

（
残
留
熱
除
去
系
Ｂ
系
注
入

弁
）

 
(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

※
１
 

S
A
-
2
 

 
残
留
熱
除
去
系
Ｃ
系
注
入
弁
 

（
残
留
熱
除
去
系
Ｃ
系
注
入

弁
）

 
(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

※
１
 

S
A
-
2
 

※
１

 
減

圧
を

行
う

設
備

で
は

な
い

が
，

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

シ
ス

テ
ム

Ｌ
Ｏ

Ｃ
Ａ

発
生

時
に

現
場

で
に

手
動

操
作

に
よ

り
隔

離
し

，
漏

え
い

抑
制

の
た

め
の

減
圧

を
不

要
と

す
る

た
め

の
設

備
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共
1
-
1
 

4
7
条

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

低
圧

代
替

注
水

系
 

(
常

設
)
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 

残
留

熱
除

去
系

 

(
低

圧
注

水
系

)
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
 

S
  S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
 

低
圧

代
替

注
水

系
配

管
・

弁
，

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
配

管
・

弁
・

ス

パ
ー

ジ
ャ

 

残
留

熱
除

去
系

（
Ｃ

）
配

管
・

弁
［

流

路
］

 
残

留
熱

除
去

系
 

(
低

圧
注

水
系

)
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
 

S
  S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
※

１
 

原
子

炉
圧

力
容

器
［

注
水

先
］

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

低
圧

代
替

注
水

系
 

(
可

搬
型

)
 
※

２
 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
3
 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 

5
6
条

に
記

載
 

淡
水

貯
水

池
［

水
源

］
 
※

３
 

低
圧

代
替

注
水

系
配

管
・

弁
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
配

管
・

弁
・

ス
パ

ー
ジ

ャ
 

残
留

熱
除

去
系

（
Ｃ

）
配

管
・

弁

［
流

路
］

 

残
留

熱
除

去
系

 

(
低

圧
注

水
系

)
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
 

S
  S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
※

１
 

ホ
ー

ス
［

流
路

］
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
3
 

原
子

炉
圧

力
容

器
［

注
水

先
］

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

※
１

 
圧

力
容

器
内

部
構

造
物

を
除

く
 

※
２

 
水

源
と

し
て

は
，

海
水

も
使

用
可

能
 

※
３

 
重

大
事

故
等

対
処

設
備

で
は

な
く

代
替

淡
水

源
（

措
置

）
で

あ
る

が
，

本
条

文
に

お
い

て
必

要
な

た
め

記
載
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共
1
-
2
 

4
7
条

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

低
圧

注
水

系
 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
 

（
残

留
熱

除
去

系
(
低

圧
注

水
系

)
）

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
 

(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
S
A
-
2
 

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
 

 
残

留
熱

除
去

系
 

配
管

・
弁

・
ス

ト
レ

ー
ナ

［
流

路
］

 
（

残
留

熱
除

去
系

(
低

圧
注

水
系

)
）

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
 

(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

※
２
 

S
A
-
2
※

１
 

 
原

子
炉

圧
力

容
器

［
注

水
先

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

原
子

炉
停

止
時

冷
却

系
 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
 

（
残

留
熱

除
去

系
(
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

)
）

 
(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
S
A
-
2
 

 
原

子
炉

圧
力

容
器

［
水

源
］

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

（
設

計
基

準
拡

張
）

※
３
 

S
A
-
2
 

 
残

留
熱

除
去

系
配

管
・

弁
，

 

再
循

環
系

配
管

［
流

路
］

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

（
設

計
基

準
拡

張
）

※
２
 

S
A
-
2
※

１
 

 
原

子
炉

圧
力

容
器

［
注

水
先

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

※
１

 
圧

力
容

器
内

部
構

造
物

を
除

く
 

※
２

 
一

部
は

，
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

兼
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

※
３

 
注

入
先

と
し

て
は

，
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

兼
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備
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共
1
-
3
 

4
7
条

 
原

子
炉

冷
却

材
圧

力
バ

ウ
ン

ダ
リ

低
圧

時
に

発
電

用
原

子
炉

を
冷

却
す

る
た

め
の

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
ポ

ン
プ

 

(
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

)
 

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
系

）
 

(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
S
A
-
2
 

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
 

 
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

 
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ
ー

ナ
・

ス
パ

ー
ジ

ャ
［

流
路

］
 

(
低

圧
炉

心
ス

プ
レ

イ
系

)
 

残
留

熱
除

去
系

（
低

圧
注

水
系

）
 

(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

※
２
 

S
A
-
2
※

１
 

 
原

子
炉

圧
力

容
器

［
注

入
先

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

ポ
ン

プ
 

4
8
条

に
記

載
 

 
残

留
熱

除
去

系
 

熱
交

換
器

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
 

配
管

・
弁

・

海
水

ス
ト

レ
ー

ナ
［

流
路

］
 

非
常

用
取

水
設

備
 

貯
留

堰
 

4
8
条

に
記

載
 

（
た

だ
し

，
本

条
文

に
お

い
て

は
，

貯
留

堰
，

取
水

路
は

取
水

ピ
ッ

ト
に

海
水

を
供

給
す

る
た

め
の

流
路

）
 

 
取

水
路

 

 
Ｓ

Ａ
用

海
水

ピ
ッ

ト
取

水
塔

 

 
海

水
引

込
み

管
 

 
Ｓ

Ａ
用

海
水

ピ
ッ

ト
 

 
緊

急
用

海
水

取
水

管
 

※
１

 
圧

力
容

器
内

部
構

造
物

を
除

く
 

※
２

 
一

部
は

，
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

兼
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備
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共
1
-
1
 

4
8
条

 
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

緊
急

用
海

水
系

 
緊

急
用

海
水

ポ
ン

プ
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

緊
急

用
海

水
系

配
管

・
弁

，
 

緊
急

用
海

水
ポ

ン
プ

ピ
ッ

ト
，

 

緊
急

用
海

水
取

水
管

，
 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

，
 

海
水

引
込

み
管

，
 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

取
水

塔
，

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
配

管
・

弁
［

流

路
］

 

常
設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

残
留

熱
除

去
系

 
熱

交
換

器
 

（
S
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

Ｓ
／

Ｐ
へ

の
蓄

熱
補

助
 

真
空

破
壊

弁
(
Ｓ

／
Ｃ

→
Ｄ

／
Ｗ

)
 

(
真

空
破

壊
弁

 

(
Ｓ

／
Ｃ

→
Ｄ

／
Ｗ

)
)
 

(
S
)
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

 

 

不
活

性
ガ

ス
系

配
管

・
弁

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

配
管

・
弁

 

原
子

炉
建

屋
ガ

ス
処

理
系

配
管

・
弁

 

格
納

容
器

 

真
空

破
壊

弁
(
Ｓ

／
Ｃ

→
Ｄ

／
Ｗ

)
［

流

路
］

 

残
留

熱
除

去
系

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

）
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

S
A
-
2
 

遠
隔

人
力

操
作

機
構

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―
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共
1
-
2
 

4
8
条

 
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

格
納

容
器

圧
力

 

逃
が

し
装

置
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

 

5
0
条

に
記

載
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

設
計

基
準

対
象

施
設

は
,
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
）

で
あ

り
,
耐

震

重
要

度
分

類
は

い
ず

れ
も

S
 

圧
力

開
放

板
 

遠
隔

人
力

操
作

機
構

 

可
搬

型
窒

素
供

給
装

置
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

遮
蔽

 

配
管

遮
蔽

【
常

設
】

 

二
次

隔
離

弁
操

作
室

遮
蔽

 

二
次

隔
離

弁
操

作
室

 
空

気
ボ

ン
ベ

ユ

ニ
ッ

ト
（

空
気

ボ
ン

ベ
）

 

二
次

隔
離

弁
操

作
室

 
空

気
ボ

ン
ベ

ユ

ニ
ッ

ト
（

配
管

・
弁

）
 

移
送

ポ
ン

プ
 

不
活

性
ガ

ス
系

配
管

・
弁

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

配
管

・
弁

 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
配

管
・

弁
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共
1
-
3
 

4
8
条

 
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

格
納

容
器

圧
力

 

逃
が

し
装

置
 

（
続

き
）

 

格
納

容
器

 
5
0
条

に
記

載
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

設
計

基
準

対
象

施
設

は
,
残

留
熱

除
去

系
（

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
）

で
あ

り
,
耐

震

重
要

度
分

類
は

い
ず

れ
も

S
 

真
空

破
壊

弁
(
Ｓ

／
Ｃ

→
Ｄ

／
Ｗ

)
 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 
5
6
条

に
記

載
 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 

残
留

熱
除

去
系

 
残

留
熱

除
去

系
 

（
原

子
炉

停
止

時
冷

却
系

）
 

4
7
条

に
記

載
 

残
留

熱
除

去
系

 

（
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

）
 

4
9
条

に
記

載
 

残
留

熱
除

去
系

（
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・

プ
ー

ル
冷

却
系

）
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
 

残
留

熱
除

去
系

 
海

水
ポ

ン
プ

 

(
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

)
 

 
(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
S
A
-
2
 

残
留

熱
除

去
系

の
う

ち
海

水
系

 
配

管
・

弁
・

熱
交

換
器

・
海

水
ス

ト
レ

ー

ナ
［

流
路

］
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

※
１
 

S
A
-
2
 

残
留

熱
除

去
系

 
熱

交
換

器
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

※
１

 
一

部
は

，
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

兼
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備
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共
1
-
4
 

4
8
条

 
最

終
ヒ

ー
ト

シ
ン

ク
へ

熱
を

輸
送

す
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

非
常

用
取

水
設

備
 

緊
急

用
海

水
取

水
管

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
緊

急
用

海
水

ポ
ン

プ
ピ

ッ
ト

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
Ｓ

Ａ
用

海
水

ピ
ッ

ト
取

水
塔

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
海

水
引

込
み

管
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
Ｓ

Ａ
用

海
水

ピ
ッ

ト
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
貯

留
堰

 
（

貯
留

堰
）

 
(
S
)
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
取

水
路

 
（

取
水

路
）

 
(
C
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―
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共
1
-
1
 

4
9
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

 

冷
却

系
（

常
設

）
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
)
 
 

S
  

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
（

常

設
）

配
管

・
弁

 

残
留

熱
除

去
系

配
管

・
弁

・
ス

プ
レ

イ

ヘ
ッ

ダ
［

流
路

］
 

残
留

熱
除

去
系

(
格

納
容

器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
)
 

S
  

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

格
納

容
器

［
注

入
先

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

 

冷
却

系
（

可
搬

型
）

※
１
 

 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
)
 

S
  

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
3
 

代
替

淡
水

貯
槽

［
水

源
］

 
5
6
条

に
記

載
 

代
替

格
納

容
器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
配

管
・

弁
 

残
留

熱
除

去
系

配
管

・
弁

・
ス

プ
レ

イ

ヘ
ッ

ダ
［

流
路

］
 

残
留

熱
除

去
系

(
格

納
容

器

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
)
 

S
  

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

ホ
ー

ス
［

流
路

］
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
3
 

格
納

容
器

［
注

入
先

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

※
１

 
水

源
と

し
て

は
海

水
も

使
用

可
能
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共
1
-
2
 

4
9
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

格
納

容
器

 

ス
プ

レ
イ

冷
却

系
 

残
留

熱
除

去
系

ポ
ン

プ
 

(
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

)
)
 

(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
S
A
-
2
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
［

水
源

］
 

5
6
条

に
記

載
 

残
留

熱
除

去
系

 
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ

ー
ナ

・
熱

交
換

器
・

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ

［
流

路
］

 
(
残

留
熱

除
去

系
(
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
冷

却
系

)
)
 

(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

※
１
 

S
A
-
2
 

格
納

容
器

［
注

水
先

］
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
冷

却
系

 
残

留
熱

除
去

系
ポ

ン
プ

 

(
残

留
熱

除
去

系
(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

冷
却

系
)
)
 

(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
S
A
-
2
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
［

水
源

］
 

5
6
条

に
記

載
 

残
留

熱
除

去
系

 
配

管
・

弁
・

ス
ト

レ

ー
ナ

［
流

路
］

 
(
残

留
熱

除
去

系
(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

冷
却

系
)
)
 

(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

※
１
 

S
A
-
2
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
［

注
水

先
］

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
 

配
管

・
弁

・

熱
交

換
器

・
海

水
ス

ト
レ

ー
ナ

［
流

路
］

 

4
8
条

に
記

載
 

残
留

熱
除

去
系

 
海

水
ポ

ン
プ

 

残
留

熱
除

去
系

 
熱

交
換

器
 

※
１

 
一

部
は

，
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

兼
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備
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共
1
-
3
 

4
9
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

内
の

冷
却

等
の

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

非
常

用
取

水
設

備
 

貯
留

堰
 

4
8
条

に
記

載
 

（
た

だ
し

，
本

条
文

に
お

い
て

は
，

貯
留

堰
，

取
水

路
は

取
水

ピ
ッ

ト
に

海
水

を
供

給
す

る
た

め
の

流
路

）
 

取
水

路
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1
 

5
0
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

の
過

圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

 
移

送
ポ

ン
プ

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

 
遠

隔
人

力
操

作
機

構
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
圧

力
開

放
板

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
可

搬
型

窒
素

供
給

装
置

 
―

 
―

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

 
フ

ィ
ル

タ
装

置
遮

蔽
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

 
配

管
遮

蔽
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

 
二

次
隔

離
弁

操
作

室
 

―
 

―
 

常
設

 
（

重
大

事
故

等
対

処
施

設
）

 
―

 

 
二

次
隔

離
弁

操
作

室
遮

蔽
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

 
二

次
隔

離
弁

操
作

室
 

空
気

ボ
ン

ベ
 

ユ
ニ

ッ
ト

（
空

気
ボ

ン
ベ

）
 

―
 

―
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
二

次
隔

離
弁

操
作

室
 

空
気

ボ
ン

ベ
 

ユ
ニ

ッ
ト

（
配

管
・

弁
）

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
差

圧
計

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

※
１

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
・

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

等
を

操
作

す
る

人
が

健
全

で
あ

る
こ

と
を

担
保

す
る

常
設

設
備

で
あ

る
た

め
，

本
分

類
と

し
て

い
る

。
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2
 

5
0
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

の
過

圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
 

原
子

炉
格

納
容

器
[
ベ

ン
ト

元
]
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

（
続

き
）

 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
・

不
活

性

ガ
ス

系
・

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

 

配
管

・
弁

[
流

路
]
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

 
窒

素
供

給
配

管
・

弁
[
流

路
]
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
2
 

 
移

送
配

管
・

弁
[
流

路
]
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
2
 

 
補

給
水

配
管

・
弁

[
流

路
]
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
2
 

 
可

搬
型

代
替

注
水

大
型

ポ
ン

プ
 

5
6
条

に
記

載
 

 
ホ

ー
ス

[
流

路
]
 

 

 
代

替
淡

水
貯

槽
[
水

源
]
 

 

 
淡

水
貯

水
池

[
水

源
]
 

 

 
可

搬
型

設
備

用
軽

油
タ

ン
ク

 
5
7
条

に
記

載
 

 
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー
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3
 

5
0
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

の
過

圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

代
替

循
環

冷
却

系
 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

 
残

留
熱

除
去

系
（

Ａ
）

熱
交

換
器

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

[
水

源
]
 

5
6
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

 

代
替

循
環

冷
却

系
配

管
・

弁
，

 

残
留

熱
除

去
系

（
Ａ

）
 

配
管

・
弁

・

ス
ト

レ
ー

ナ
 
[
流

路
]
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
2
※

１
 

 
原

子
炉

圧
力

容
器

[
注

水
先

]
 

4
7
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

 
緊

急
用

海
水

ポ
ン

プ
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
2
 

 
緊

急
用

海
水

系
，

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
（

Ａ
）

 
配

管
・

弁
[
流

路
]
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
2
 

※
１

 
圧

力
容

器
内

部
構

造
物

を
除

く
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4
 

5
0
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

の
過

圧
破

損
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

非
常

用
取

水
設

備
 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

取
水

塔
 

 

 
海

水
引

込
み

管
 

4
8
条

に
記

載
 

 
Ｓ

Ａ
用

海
水

ピ
ッ

ト
 

 

S
/
P
へ

の
蓄

熱
補

助
 

真
空

破
壊

弁
（

S
/
C
→

D
/
W
）

 
4
8
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）
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共
1
-
1
 

5
1
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

の
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

格
納

容
器

下
部

注
水

系
 

(
常

設
)
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

代
替

淡
水

貯
槽

[
水

源
]
 

5
6
条

に
記

載
(
う

ち
,
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

低
圧

代
替

注
水

系
・

格
納

容
器

下
部

注

水
系

 
配

管
・

弁
[
流

路
]
 

（
同

上
）

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
2
 

原
子

炉
格

納
容

器
[
注

入
先

]
 

4
9
条

に
記

載
(
う

ち
,
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

格
納

容
器

下
部

注
水

系
 

(
可

搬
型

)
 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 
―

 
―

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
3
 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
 

5
7
条

に
記

載
(
う

ち
,
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

ー
 

 

代
替

淡
水

貯
槽

[
水

源
]
 

5
6
条

に
記

載
(
う

ち
,
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

ホ
ー

ス
[
流

路
]
 

（
同

上
）

 
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
3
 

低
圧

代
替

注
水

系
・

格
納

容
器

下
部

注

水
系

 
配

管
・

弁
[
流

路
]
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
2
 

原
子

炉
格

納
容

器
[
注

入
先

]
 

4
9
条

に
記

載
(
う

ち
,
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
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共
1
-
2
 

5
1
条

 
原

子
炉

格
納

容
器

下
部

の
溶

融
炉

心
を

冷
却

す
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

溶
融

炉
心

の
落

下
遅

延
及

び

防
止

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
 

4
5
条

に
記

載
 

高
圧

代
替

注
水

系
 

 

ほ
う

酸
水

注
入

系
 

 

低
圧

代
替

注
水

系
（

常
設

）
 

4
7
条

に
記

載
 

低
圧

代
替

注
水

系
（

可
搬

型
）

 
 

代
替

循
環

冷
却

系
 

5
0
条

に
記

載
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共
1
-
1
 

5
2
条

 
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

(
不

活
性

ガ
ス

系
)
 

(
窒

素
ガ

ス
供

給
装

置
)
 

―
 

―
 

常
設

 
(
設

計
基

準
対

象
施

設
)
 

―
 

格
納

容
器

内
の

水
素

濃
度

 

監
視

設
備

 

格
納

容
器

内
水

素
濃

度
（

S
A
）

※
１
 

（
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

）
 

(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

格
納

容
器

内
酸

素
濃

度
（

S
A
）

※
１
 

（
格

納
容

器
内

酸
素

濃
度

）
 

(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

※
１

 
計

装
設

備
に

つ
い

て
は

計
装

ル
ー

プ
全

体
を

示
す

た
め

要
素

名
を

記
載
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共
1
-
2
 

5
2
条

 
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

 
5
0
条

に
記

載
(
う

ち
,
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

 
フ

ィ
ル

タ
装

置
出

口
放

射
線

モ
ニ

タ
 

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
 

5
8
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

 
フ

ィ
ル

タ
装

置
入

口
水

素
濃

度
 

 

 
移

送
ポ

ン
プ

 
5
0
条

に
記

載
(
う

ち
,
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

 
遠

隔
人

力
操

作
機

構
 

 

 
圧

力
開

放
板

 
 

 
可

搬
型

窒
素

供
給

装
置

 
 

 
フ

ィ
ル

タ
装

置
遮

蔽
 

 

 
配

管
遮

蔽
 

 

 
二

次
隔

離
弁

操
作

室
 

 

 
二

次
隔

離
弁

操
作

室
遮

蔽
 

 

 
二

次
隔

離
弁

操
作

室
 

空
気

ボ
ン

ベ
 

ユ
ニ

ッ
ト

（
空

気
ボ

ン
ベ

）
 

 

 
二

次
隔

離
弁

操
作

室
 

空
気

ボ
ン

ベ
 

ユ
ニ

ッ
ト

（
配

管
・

弁
）
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共
1
-
3
 

 

5
2
条

 
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
格

納
容

器
の

破
損

を
防

止
す

る
た

め
の

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
 

原
子

炉
格

納
容

器
[
ベ

ン
ト

元
]
 

5
0
条

に
記

載
（

う
ち

，
重

大
事

故
緩

和
設

備
）

 

（
続

き
）

 

格
納

容
器

圧
力

逃
が

し
装

置
・

不
活

性

ガ
ス

系
・

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

 
配

管
・

弁
[
流

路
]
 

 

 
可

搬
型

代
替

注
水

大
型

ポ
ン

プ
 

5
6
条

に
記

載
 

 
ホ

ー
ス

[
流

路
]
 

 

 
代

替
淡

水
貯

槽
[
水

源
]
 

 

 
淡

水
貯

水
池

[
水

源
]
 

 

 
可

搬
型

設
備

用
軽

油
タ

ン
ク

 
5
7
条

に
記

載
 

 
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
ー
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共
1
-
1
 

5
3
条

 
水

素
爆

発
に

よ
る

原
子

炉
建

屋
等

の
損

傷
を

防
止

す
る

た
め

の
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器

に
よ

る
水

素
濃

度
抑

制
 

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
 

動
作

監
視

装
置

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

原
子

炉
建

屋
原

子
炉

棟
内

の

水
素

濃
度

監
視

 
原

子
炉

建
屋

水
素

濃
度

※
１
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

※
１

 
計

装
設

備
に

つ
い

て
は

計
装

ル
ー

プ
全

体
を

示
す

た
め

要
素

名
を

記
載

 

 

共1－35

36



共
1
-
1
 

5
4
条

 
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の

冷
却

の
た

め
の

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
注

水
系

(
可

搬
型

)
 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
(
使

用
済

燃

料
プ

ー
ル

水
の

冷
却

及
び

補
給

)
 

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

 

S
   B
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
3
 

ホ
ー

ス
[
流

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
3
 

可
搬

型
ス

プ
レ

イ
ノ

ズ
ル

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
3
 

低
圧

代
替

注
水

系
・

代
替

燃
料

プ
ー

ル

注
水

系
 

配
管

・
弁

[
流

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

 
[
注

入
先

]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
 

5
7
条

に
記

載
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

ー
 

 

代
替

淡
水

貯
槽

[
水

源
]
 

5
6
条

に
記

載
 

※
水

源
と

し
て

は
海

水
も

使
用

可
能

 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
注

水
系

(
常

設
)
 

常
設

低
圧

代
替

注
水

系
ポ

ン
プ

 
残

留
熱

除
去

系
(
使

用
済

燃

料
プ

ー
ル

水
の

冷
却

及
び

補
給

)
 

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

 

S
   B
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

低
圧

代
替

注
水

系
・

代
替

燃
料

プ
ー

ル

注
水

系
 

配
管

・
弁

[
流

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

常
設

ス
プ

レ
イ

ヘ
ッ

ダ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

 
[
注

入
先

]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

代
替

淡
水

貯
槽

[
水

源
]
 

5
6
条

に
記

載
 

※
水

源
と

し
て

は
海

水
も

使
用

可
能
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共
1
-
2
 

5
4
条

 
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の

冷
却

の
た

め
の

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

 

（
常

設
）

 
代

替
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

系
ポ

ン
プ

 
燃

料
プ

ー
ル

冷
却

浄
化

系
 

B
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

代
替

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
系

熱
交

換
器

 
 

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

ス
キ

マ
サ

ー
ジ

タ
ン

ク
 

燃
料

プ
ー

ル

冷
却

浄
化

系
・

代
替

燃
料

プ
ー

ル
冷

却

系
 

配
管

・
弁

[
流

路
]
 

 
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

緊
急

用
海

水
系

 

(
常

設
)
 

緊
急

用
海

水
ポ

ン
プ

※
１
 

残
留

熱
除

去
系

(
使

用
済

燃

料
プ

ー
ル

水
の

冷
却

及
び

補
給

)
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

緊
急

用
海

水
系

 
配

管
・

弁
[
流

路
]
※

１
 

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

非
常

用
取

水
設

備
 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

取
水

塔
 

4
8
条

に
記

載
 

（
た

だ
し

，
本

条
文

に
お

い
て

は
，

貯
留

堰
，

取
水

路
は

取
水

ピ
ッ

ト
に

海
水

を
供

給
す

る
た

め
の

流
路

，
 

Ｓ
Ａ

用
海

水
ピ

ッ
ト

取
水

塔
，

海
水

引
込

み
管

は
Ｓ

Ａ
用

海
水

ピ
ッ

ト
に

海
水

を
供

給
す

る
た

め
の

流
路

）
 

 
海

水
引

込
み

管
 

 
Ｓ

Ａ
用

海
水

ピ
ッ

ト
 

 
緊

急
用

海
水

取
水

管
 

 

 
緊

急
用

海
水

ポ
ン

プ
ピ

ッ
ト

 
 

※
１

 
4
8
条

（
代

替
残

留
熱

除
去

系
海

水
系

）
と

兼
用
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共
1
-
3
 

5
4
条

 
使

用
済

燃
料

貯
蔵

槽
の

冷
却

の
た

め
の

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡

散
抑

制
 

※
水

源
は

海
水

を
使

用
 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 
5
5
条

に
記

載
 

ホ
ー

ス
[
流

路
]
 

 
 

 
 

 

放
水

砲
 

 
 

 
 

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
監

視

設
備

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

 

（
S
A
広

域
）

※
１
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

 
C
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

 

（
S
A
）

※
１
 

燃
料

プ
ー

ル
冷

却
浄

化
系

ポ
ン

プ
入

口
温

度
 

C
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

 

（
S
A
広

域
）

※
１
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

 

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

※
１
 

燃
料

取
替

フ
ロ

ア
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
 

C
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 

―
 

原
子

炉
建

屋
換

気
系

燃
料

取
替

床
排

気
ダ

ク
ト

放
射

線
モ

ニ
タ

 

原
子

炉
建

屋
換

気
系

排
気

ダ
ク

ト
放

射
線

モ
ニ

タ
 

S
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
 

（
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

用

空
冷

装
置

を
含

む
）

※
１
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

※
１

 
計

装
設

備
に

つ
い

て
は

計
装

ル
ー

プ
全

体
を

示
す

た
め

要
素

名
を

記
載
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1
 

5
5
条

 
工

場
外

へ
の

放
射

線
物

質
の

拡
散

を
抑

制
す

る
た

め
の

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

大
気

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡

散
抑

制
 

※
水

源
は

海
水

を
使

用
 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

（
放

水

用
）

 
―

 
―

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
3
 

ホ
ー

ス
[
流

路
]
 

 
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
3
 

放
水

砲
 

 
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
3
 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
 

5
7
条

に
記

載
(
う

ち
,
重

大
事

故
緩

和
設

備
)
 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

 

海
洋

へ
の

放
射

性
物

質
の

拡

散
抑

制
 

汚
濁

防
止

膜
 

―
 

―
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

航
空

機
燃

料
火

災
へ

の
泡

消

火
 

泡
消

火
薬

剤
容

器
（

大
型

ポ
ン

プ
用

）
 

―
 

―
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―
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共
1
-
1
 

5
6
条

 
重

大
事

故
等

の
収

束
に

必
要

と
な

る
水

の
供

給
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

水
源

の
確

保
 

代
替

淡
水

貯
槽

 
(
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー

ル
)
 

―
 

(
S
)
 

 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

※
水

源
と

し
て

は
海

水
も

使
 

用
可

能
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

 
淡

水
貯

水
池

 
 

常
設

 
―

(
代

替
淡

水
源

)
※

１
 

―
 

 
ほ

う
酸

水
貯

蔵
タ

ン
ク

 
4
4
条

に
記

載
 

 
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
 

（
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
）

 
(
S
)
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
2
 

水
の

移
送

手
段

 
可

搬
型

代
替

注
水

大
型

ポ
ン

プ
 

―
 

―
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
3
 

 
ホ

ー
ス

[
流

路
]
 

 
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
3
 

 
Ｓ

Ａ
用

海
水

ピ
ッ

ト
取

水
塔

 
4
8
条

に
記

載
 

 
海

水
引

込
み

管
 

 

 
Ｓ

Ａ
用

海
水

ピ
ッ

ト
 

 

 
貯

留
堰

 
 

 
取

水
路

 
 

 
可

搬
型

設
備

用
軽

油
タ

ン
ク

 
5
7
条

に
記

載
 

 
タ

ン
ク

ロ
ー

リ
 

 

※
１

 
重

大
事

故
対

処
設

備
で

は
な

く
代

替
淡

水
源

（
措

置
）

で
あ

る
が

，
本

条
文

に
お

い
て

必
要

な
た

め
記

載
 

共1－40

41



1
 

5
7
条

 
電

源
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

常
設

代
替

交
流

電
源

設
備

 

に
よ

る
給

電
 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

 

Ｄ
／

Ｇ
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

用
 

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

～
緊

急
用

断

路
器

電
路

[
交

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

用
 

燃
料

移
送

系
配

管
・

弁
[
燃

料
流

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

可
搬

型
代

替
交

流
電

源
設

備
 

に
よ

る
給

電
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

 

Ｄ
／

Ｇ
 

S
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

～
可

搬
型

代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

西
側

）
及

び

（
東

側
）

電
路

[
交

流
電

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
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2
 

5
7
条

 
電

源
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

所
内

常
設

直
流

電
源

設
備

 

に
よ

る
給

電
 

1
2
5
V
 

Ａ
系

蓄
電

池
 

1
2
5
V
 

Ａ
系

蓄
電

池
，

 

1
2
5
V
 

Ｂ
系

蓄
電

池
，

 

中
性

子
モ

ニ
タ

用
蓄

電
池

Ａ
系

，
 

中
性

子
モ

ニ
タ

用
蓄

電
池

Ｂ
系

 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

1
2
5
V
 

Ｂ
系

蓄
電

池
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

中
性

子
モ

ニ
タ

用
蓄

電
池

Ａ
系

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

中
性

子
モ

ニ
タ

用
蓄

電
池

Ｂ
系

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

1
2
5
V
 

Ａ
系

蓄
電

池
～

直
流

1
2
5
V
主

母

線
盤

２
Ａ

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

1
2
5
V
 

Ｂ
系

蓄
電

池
～

直
流

1
2
5
V
主

母

線
盤

２
Ｂ

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

中
性

子
モ

ニ
タ

用
蓄

電
池

Ａ
系

～
直

流

±
2
4
V
中

性
子

モ
ニ

タ
用

分
電

盤
２

Ａ

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

中
性

子
モ

ニ
タ

用
蓄

電
池

Ｂ
系

～
直

流

±
2
4
V
中

性
子

モ
ニ

タ
用

分
電

盤
２

Ｂ

電
路

[
直

流
電

路
]
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

常
設

代
替

直
流

電
源

設
備

 

に
よ

る
給

電
 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
蓄

電
池

 
1
2
5
V
 

Ａ
系

蓄
電

池
，

 

1
2
5
V
 

Ｂ
系

蓄
電

池
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
蓄

電
池

～
緊

急
用

直

流
1
2
5
V
主

母
線

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―
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3
 

5
7
条

 
電

源
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
 

設
備

に
よ

る
給

電
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

 

1
2
5
V
 

Ａ
系

蓄
電

池
，

 

1
2
5
V
 

Ｂ
系

蓄
電

池
，

 

中
性

子
モ

ニ
タ

用
蓄

電
池

Ａ
系

，
 

中
性

子
モ

ニ
タ

用
蓄

電
池

Ｂ
系

 

S
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

可
搬

型
整

流
器

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

～
可

搬
型

代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

西
側

）
及

び

（
東

側
）

電
路

[
交

流
電

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

西

側
）

～
可

搬
型

整
流

器
電

路
 

[
交

流
電

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

東

側
）

～
可

搬
型

整
流

器
電

路
 

[
交

流
電

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

可
搬

型
整

流
器

～
可

搬
型

代
替

低
圧

電

源
車

接
続

盤
（

西
側

）
及

び
（

東
側

）

電
路

 

[
直

流
電

路
]
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
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4
 

5
7
条

 
電

源
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

代
替

所
内

電
気

設
備

 

緊
急

用
Ｍ

／
Ｃ

 

Ｍ
／

Ｃ
 

２
Ｃ

／
２

Ｄ
，

 

Ｐ
／

Ｃ
 

２
Ｃ

／
２

Ｄ
，

 

Ｍ
Ｃ

Ｃ
 

２
Ｃ

／
２

Ｄ
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

緊
急

用
Ｐ

／
Ｃ

 
S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

緊
急

用
断

路
器

～
緊

急
用

Ｍ
／

Ｃ
電

路
 

[
交

流
電

路
]
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

緊
急

用
Ｍ

／
Ｃ

～
Ｍ

／
Ｃ

 
２

Ｃ
及

び

２
Ｄ

,
緊

急
用

動
力

変
圧

器
電

路
 

[
交

流
電

路
]
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

緊
急

用
動

力
変

圧
器

～
緊

急
用

Ｐ
／

Ｃ

電
路

[
交

流
電

路
]
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

緊
急

用
Ｐ

／
Ｃ

～
緊

急
用

Ｍ
Ｃ

Ｃ
電

路
 

[
交

流
電

路
]
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

西

側
）

～
緊

急
用

Ｐ
／

Ｃ
，

Ｐ
／

Ｃ
 

２

Ｃ
及

び
２

Ｄ
電

路
[
交

流
電

路
]
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

東

側
）

～
緊

急
用

Ｐ
／

Ｃ
，

Ｐ
／

Ｃ
 

２

Ｃ
及

び
２

Ｄ
電

路
[
交

流
電

路
]
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

西

側
）

～
可

搬
型

整
流

器
用

変
圧

器
電

路

[
交

流
電

路
]
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

東

側
）

～
可

搬
型

整
流

器
用

変
圧

器
電

路

[
交

流
電

路
]
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―
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5
 

5
7
条

 
電

源
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

代
替

所
内

電
気

設
備

 

緊
急

用
Ｍ

Ｃ
Ｃ

～
緊

急
用

直
流

1
2
5
V
充

電
器

及
び

緊
急

用
電

源
切

替
盤

電
路

 

[
交

流
電

路
]
 

Ｍ
／

Ｃ
 

２
Ｃ

／
２

Ｄ
，

 

Ｐ
／

Ｃ
 

２
Ｃ

／
２

Ｄ
，

 

Ｍ
Ｃ

Ｃ
 

２
Ｃ

／
２

Ｄ
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

西

側
）

～
可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

用

電
源

切
替

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤
Ａ

，

直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤
Ｂ

 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

可
搬

型
代

替
低

圧
電

源
車

接
続

盤
（

東

側
）

～
可

搬
型

代
替

直
流

電
源

設
備

用

電
源

切
替

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

可
搬

型
代

替
直

流
電

源
設

備
用

電
源

切

替
盤

～
緊

急
用

直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤
及

び
直

流
1
2
5
V
主

母
線

盤
２

Ａ
，

２
Ｂ

電

路
[
直

流
電

路
]
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
主

母
線

盤
～

緊
急

用

直
流

1
2
5
V
計

装
用

分
電

盤
電

路
 

[
直

流
電

路
]
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
主

母
線

盤
～

緊
急

用

直
流

1
2
5
V
Ｍ

Ｃ
Ｃ

電
路

[
直

流
電

路
]
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
充

電
器

～
緊

急
用

直

流
1
2
5
V
主

母
線

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
計

装
用

分
電

盤
～

緊

急
用

電
源

切
替

盤
電

路
[
直

流
電

路
]
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

緊
急

用
直

流
1
2
5
V
Ｍ

Ｃ
Ｃ

～
緊

急
用

電

源
切

替
盤

電
路

[
直

流
電

路
]
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―
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6
 

5
7
条

 
電

源
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

代
替

所
内

電
気

設
備

 

直
流

1
2
5
V
充

電
器

Ａ
 

直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤
Ａ

，

直
流

1
2
5
V
主

母
線

盤
Ｂ

 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

直
流

1
2
5
V
充

電
器

Ａ
 

S
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

燃
料

補
給

設
備

 

可
搬

型
設

備
用

軽
油

タ
ン

ク
 

（
軽

油
貯

蔵
タ

ン
ク

）
 

（
S
）

 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

タ
ン

ク
ロ

ー
リ

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

S
A
-
3
 

可
搬

型
代

替
注

水
大

型
ポ

ン
プ

 

[
燃

料
補

給
先

]
 

4
5
条

,
4
7
条

,
4
8
条

,
4
9
条

,
5
0
条

,
5
1
条

,
5
4
条

,
5
5
条

,
5
6
条

に
記

載
 

ホ
イ

ー
ル

ロ
ー

ダ
 

[
燃

料
補

給
先

]
 

4
3
条

に
記

載
 

可
搬

型
窒

素
供

給
装

置
 

[
燃

料
補

給
先

]
 

5
0
条

,
5
2
条

に
記

載
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7
 

5
7
条

 
電

源
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

非
常

用
交

流
電

源
設

備
 

Ｄ
／

Ｇ
 

（
Ｄ

／
Ｇ

）
 

（
S
）

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
―

 

燃
料

移
送

ポ
ン

プ
 

（
燃

料
移

送
ポ

ン
プ

）
 

（
S
）

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
―

 

軽
油

貯
蔵

タ
ン

ク
 

（
軽

油
貯

蔵
タ

ン
ク

）
 

（
S
）

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

燃
料

デ
イ

タ
ン

ク
 

(
燃

料
デ

イ
タ

ン
ク

)
 

（
S
）

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
―

 

Ｄ
／

Ｇ
用

 

海
水

ポ
ン

プ
 

（
Ｄ

／
Ｇ

用
海

水
ポ

ン

プ
）

 
（

S
）

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
―

 

Ｄ
／

Ｇ
用

海
水

系
配

管
・

弁
 

[
海

水
流

路
]
 

（
Ｄ

／
Ｇ

用
海

水
系

配

管
・

弁
）

 
（

S
）

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
―

 

Ｄ
／

Ｇ
燃

料
供

給
系

配
管

・
弁

 

[
燃

料
流

路
]
 

（
Ｄ

／
Ｇ

燃
料

供
給

系
配

管
・

弁
）

 
（

S
）

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
―

 

Ｄ
／

Ｇ
～

Ｍ
／

Ｃ
 

２
Ｃ

及
び

２
Ｄ

電

路
[
交

流
電

路
]
 

（
Ｄ

／
Ｇ

～
Ｍ

／
Ｃ

電

路
）

 
（

S
）

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
―
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1
 

5
8
条

 
計

装
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
※

1
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
2
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
1
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
温

度
 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

原
子

炉
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

）
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
燃

料
域

）
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

 
原

子
炉

圧
力

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

原
子

炉
圧

力
容

器
内

の
水

位
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

）
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
燃

料
域

）
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

）
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
燃

料
域

）
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

原
子

炉
圧

力
容

器
へ

の
 

注
水

量
 

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
代

替
淡

水
貯

槽
水

位
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
―

 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
―

 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
プ

ー
ル

水
位

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
―

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
―

 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
優

先
順

位
の

一
番

高
い

パ
ラ

メ
ー

タ
を

代
表

し
て

記
載

）
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2
 

5
8
条

 
計

装
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
※

1
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
2
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
1
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

原
子

炉
格

納
容

器
へ

の
 

注
水

量
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ
流

量
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
下

部
注

水
流

量
 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
温

度
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

雰
囲

気
温

度
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
雰

囲
気

温
度

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
圧

力
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
サ

プ
レ

ッ
シ

ョ
ン

・
チ

ェ
ン

バ
圧

力
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 
ド

ラ
イ

ウ
ェ

ル
圧

力
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
水

位
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
 

ス
プ

レ
イ

流
量

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

格
納

容
器

下
部

水
位

 
低

圧
代

替
注

水
系

格
納

容
器

 

下
部

注
水

流
量

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
 

水
素

濃
度

 
格

納
容

器
内

水
素

濃
度

（
S
A
）

 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
D
/
W
）

 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
S
/
C
）

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
優

先
順

位
の

一
番

高
い

パ
ラ

メ
ー

タ
を

代
表

し
て

記
載

）
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3
 

5
8
条

 
計

装
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
※

1
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
2
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
1
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
 

放
射

線
量

率
 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
D
/
W
）

 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
S
/
C
）

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
S
/
C
）

 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
D
/
W
）

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

未
臨

界
の

維
持

又
は

監
視

 

起
動

領
域

計
装

 
平

均
出

力
領

域
計

装
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

平
均

出
力

領
域

計
装

 
起

動
領

域
計

装
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

―
 

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

水
位

 

フ
ィ

ル
タ

装
置

圧
力

 

フ
ィ

ル
タ

装
置

ス
ク

ラ
ビ

ン
グ

水
温

度
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

出
口

放
射

線
モ

ニ
タ

 

（
高

レ
ン

ジ
・

低
レ

ン
ジ

）
 

フ
ィ

ル
タ

装
置

入
口

水
素

濃
度

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

 

雰
囲

気
温

度
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

耐
圧

強
化

ベ
ン

ト
系

放
射

線
モ

ニ
タ

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

 

雰
囲

気
温

度
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

圧
力

 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 

代
替

循
環

冷
却

系
ポ

ン
プ

入
口

温
度

 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

流
量

 

代
替

循
環

冷
却

系
格

納
容

器
ス

プ
レ

イ

流
量

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

 

雰
囲

気
温

度
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
優

先
順

位
の

一
番

高
い

パ
ラ

メ
ー

タ
を

代
表

し
て

記
載

）
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4
 

5
8
条

 
計

装
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
※

1
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
2
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
1
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

最
終

ヒ
ー

ト
シ

ン
ク

の
確

保

（
つ

づ
き

）
 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

入
口

温
度

 

残
留

熱
除

去
系

熱
交

換
器

出
口

温
度

 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 

残
留

熱
除

去
系

海
水

系
系

統
流

量
 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

 

雰
囲

気
温

度
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

（
設

計
基

準
拡

張
）

 
―

 

緊
急

用
海

水
系

流
量

（
残

留
熱

除
去

系

熱
交

換
器

）
 

緊
急

用
海

水
系

流
量

（
残

留
熱

除
去

系

補
機

）
 

原
子

炉
圧

力
容

器
温

度
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

 

雰
囲

気
温

度
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

温
度

 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

格
納

容
器

バ
イ

パ
ス

の
監

視
 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

）
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
燃

料
域

）
 

原
子

炉
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 
―

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

雰
囲

気
温

度
 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 

原
子

炉
水

位
（

広
帯

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

燃
料

域
）

 

原
子

炉
水

位
（

S
A
広

帯
域

）
 

原
子

炉
水

位
（

S
A
燃

料
域

）
 

原
子

炉
圧

力
 

原
子

炉
圧

力
（

S
A
）

 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
優

先
順

位
の

一
番

高
い

パ
ラ

メ
ー

タ
を

代
表

し
て

記
載

）
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5
 

5
8
条

 
計

装
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
※

1
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
2
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
1
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

水
源

の
確

保
 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

プ
ー

ル
水

位
 

高
圧

代
替

注
水

系
系

統
流

量
 

代
替

循
環

冷
却

系
原

子
炉

注
水

 

流
量

 

原
子

炉
隔

離
時

冷
却

系
系

統
流

量
 

高
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

残
留

熱
除

去
系

系
統

流
量

 

低
圧

炉
心

ス
プ

レ
イ

系
系

統
流

量
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

代
替

淡
水

貯
槽

水
位

 

低
圧

代
替

注
水

系
原

子
炉

注
水

 

流
量

 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
 

ス
プ

レ
イ

流
量

 

低
圧

代
替

注
水

系
格

納
容

器
 

下
部

注
水

流
量

 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

原
子

炉
建

屋
内

の
水

素
濃

度
 

原
子

炉
建

屋
水

素
濃

度
 

静
的

触
媒

式
水

素
再

結
合

器
 

動
作

監
視

装
置

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

原
子

炉
格

納
容

器
内

の
 

酸
素

濃
度

 
格

納
容

器
内

酸
素

濃
度

（
S
A
）

 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
D
/
W
）

 

格
納

容
器

雰
囲

気
放

射
線

モ
ニ

タ

（
S
/
C
）

 

ド
ラ

イ
ウ

ェ
ル

圧
力

 

サ
プ

レ
ッ

シ
ョ

ン
・

チ
ェ

ン
バ

 

圧
力

 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
優

先
順

位
の

一
番

高
い

パ
ラ

メ
ー

タ
を

代
表

し
て

記
載

）
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6
 

5
8
条

 
計

装
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
※

1
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

※
2
 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

※
1
 

耐
震

重
要

 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

の
監

視
 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

・
温

度
 

（
S
A
広

域
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

 

（
S
A
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

･
低

レ
ン

ジ
）

 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

 

（
S
A
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

･
温

度
 

（
S
A
広

域
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

･
低

レ
ン

ジ
）

 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

 

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

・
低

レ
ン

ジ
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

･
温

度
 

（
S
A
広

域
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

 

（
S
A
）

 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

監
視

カ
メ

ラ
 

（
使

用
済

燃
料

プ
ー

ル
監

視
カ

メ
ラ

用

空
冷

装
置

を
含

む
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

水
位

･
温

度
 

（
S
A
広

域
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

温
度

 

（
S
A
）

 

使
用

済
燃

料
プ

ー
ル

エ
リ

ア
放

射
線

モ
ニ

タ
（

高
レ

ン
ジ

･
低

レ
ン

ジ
）

 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

発
電

所
内

の
通

信
連

絡
 

必
要

な
情

報
を

把
握

で
き

る
設

備
 

（
安

全
パ

ラ
メ

ー
タ

表
示

シ
ス

テ
ム

(
S
P
D
S
)
）

 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

必
要

な
情

報
の

把
握

 
デ

ー
タ

表
示

装
置

 
―

 
―

 
可

搬
 

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

温
度

，
圧

力
，

水
位

，
注

水

量
の

計
測

・
監

視
 

可
搬

型
計

測
器

 
―

 
―

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

※
1
 

計
装

設
備

に
つ

い
て

は
計

装
ル

ー
プ

全
体

を
示

す
た

め
要

素
名

を
記

載
 

※
2
 

主
要

設
備

の
計

測
が

困
難

と
な

っ
た

場
合

の
代

替
監

視
パ

ラ
メ

ー
タ

（
優

先
順

位
の

一
番

高
い

パ
ラ

メ
ー

タ
を

代
表

し
て

記
載

）
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共
1
-
1
 

5
9
条

 
原

子
炉

制
御

室
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

居
住

性
の

確
保

 
中

央
制

御
室

 
(
中

央
制

御
室

)
 

(
S
)
 

常
設

 
（

重
大

事
故

等
対

処
施

設
）

 
―

 

 
中

央
制

御
室

遮
蔽

 
(
中

央
制

御
室

遮
蔽

)
 

―
 

(
S
)
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

 
中

央
制

御
室

換
気

系
 

空
気

調
和

機
フ

ァ
ン

 

(
中

央
制

御
室

換
気

系
)
 

―
 

(
S
)
 

―
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

 
中

央
制

御
室

換
気

系
 

フ
ィ

ル
タ

系
フ

ァ
ン

 
 

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

 
中

央
制

御
室

換
気

系
 

高
性

能
粒

子
フ

ィ
ル

タ
 

 
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

 
中

央
制

御
室

換
気

系
 

チ
ャ

コ
ー

ル
フ

ィ
ル

タ
 

 
 

常
設

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

 
中

央
制

御
室

換
気

系
 

給
排

気
隔

離
弁

 
 

 
常

設
 

常
設

耐
震

重
要

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

 
非

常
用

ガ
ス

再
循

環
系

 
排

風
機

 
(
非

常
用

ガ
ス

再
循

環
系

)
 

(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
※

１
 

―
 

 
非

常
用

ガ
ス

再
循

環
系

 
粒

子
用

高
効

率
フ

ィ
ル

タ
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
※

１
 

―
 

 
非

常
用

ガ
ス

再
循

環
系

 
よ

う
素

用
チ

ャ
コ

ー
ル

フ
ィ

ル
タ

 
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

 
非

常
用

ガ
ス

再
循

環
系

 
配

管
・

弁

[
流

路
]
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
※

１
 

―
 

 
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
 

排
風

機
 

（
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
）

 
(
S
)
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
※

１
 

―
 

 
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
 

粒
子

用
高

効
率

フ
ィ

ル
タ

 
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

※
１
 

―
 

 
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
 

よ
う

素
用

チ
ャ

コ
ー

ル
フ

ィ
ル

タ
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
※

１
 

―
 

 
非

常
用

ガ
ス

処
理

系
 

配
管

・
弁

[
流

路
]
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
※

１
 

―
 

※
１

 
常

設
耐

震
重

要
重

大
事

故
防

止
設

備
・

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

等
を

操
作

す
る

人
が

健
全

で
あ

る
こ

と
を

担
保

す
る

常
設

設
備

で
あ

る
た

め
,
本

分
類

と
し

て
い

る
。
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共
1
-
2
 

5
9
条

 
原

子
炉

制
御

室
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

居
住

性
の

確
保

 
中

央
制

御
室

待
避

室
 

―
 

―
 

常
設

 
（

重
大

事
故

等
対

処
施

設
）

 
―

 

（
続

き
）

 
中

央
制

御
室

待
避

室
遮

蔽
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

 
中

央
制

御
室

待
避

室
 

空
気

ボ
ン

ベ
ユ

ニ
ッ

ト
（

空
気

ボ
ン

ベ
）

 
―

 
―

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

 
中

央
制

御
室

待
避

室
 

空
気

ボ
ン

ベ
ユ

ニ
ッ

ト
（

配
管

・
弁

）
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

 
差

圧
計

※
１
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 
可

搬
型

照
明

（
Ｓ

Ａ
）

 
中

央
制

御
室

照
明

 
―

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 

衛
星

電
話

設
備

（
可

搬
型

）
(
待

避
室

)
 

―
 

―
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

衛
星

制
御

装
置

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

衛
星

制
御

装
置

～
衛

星
電

話
設

備
（

屋

外
ア

ン
テ

ナ
）

電
路

［
伝

送
路

］
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 
デ

ー
タ

表
示

装
置

（
待

避
室

）
 

―
 

―
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 
酸

素
濃

度
計

※
１
 

―
 

―
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 
二

酸
化

炭
素

濃
度

計
※

１
 

―
 

―
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
 

5
7
条

に
記

載
 

汚
染

の
持

ち
込

み
防

止
 

可
搬

型
照

明
（

Ｓ
Ａ

）
 

―
 

―
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 
常

設
代

替
交

流
電

源
設

備
 

5
7
条

に
記

載
 

※
１

 
計

測
器

本
体

を
示

す
た

め
計

器
名

を
記

載
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共
1
-
1
 

6
0
条

 
監

視
測

定
設

備
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

放
射

線
量

の
代

替
測

定
 

可
搬

型
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

ポ
ス

ト
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
ポ

ス
ト

 
C
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

放
射

能
観

測
車

の
 

代
替

測
定

装
置

 

可
搬

型
ダ

ス
ト

・
よ

う
素

サ
ン

プ
ラ

※
１
 

放
射

能
観

測
車

 
―

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

Ｎ
ａ

Ｉ
シ

ン
チ

レ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ベ

イ
・

メ
ー

タ
※

１
 

 
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 
β

線
サ

ー
ベ

イ
・

メ
ー

タ
※

１
 

 
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 
Ｚ

ｎ
Ｓ

シ
ン

チ
レ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ベ

イ
・

メ
ー

タ
※

１
 

 
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

気
象

観
測

設
備

の
代

替
測

定
 

可
搬

型
気

象
観

測
設

備
 

気
象

観
測

設
備

 
C
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

放
射

線
量

の
測

定
 

可
搬

型
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・

ポ
ス

ト
 

―
 

―
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

放
射

性
物

質
の

濃
度

の
測

定

（
空

気
中

・
水

中
・

土
壌

）

及
び

海
上

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 

可
搬

型
ダ

ス
ト

・
よ

う
素

サ
ン

プ
ラ

※
１
 

―
 

―
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

Ｎ
ａ

Ｉ
シ

ン
チ

レ
ー

シ
ョ

ン
サ

ー
ベ

イ
・

メ
ー

タ
※

１
 

 
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 
β

線
サ

ー
ベ

イ
・

メ
ー

タ
※

１
 

 
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 
Ｚ

ｎ
Ｓ

シ
ン

チ
レ

ー
シ

ョ
ン

サ
ー

ベ

イ
・

メ
ー

タ
※

１
 

 
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 
電

離
箱

サ
ー

ベ
イ

・
メ

ー
タ

※
１
 

 
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 
小

型
船

舶
 

 
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
ポ

ス
ト

の

代
替

交
流

電
源

か
ら

の
給

電
 

常
設

代
替

高
圧

電
源

装
置

 
5
7
条

に
記

載
 

※
１

 
計

測
器

本
体

を
示

す
た

め
計

器
名

を
記

載
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共
1
-
1
 

6
1
条

 
緊

急
時

対
策

所
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

居
住

性
の

確
保

 
緊

急
時

対
策

所
遮

蔽
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

 
緊

急
対

策
所

非
常

用
送

風
機

 
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
緊

急
対

策
所

非
常

用
フ

ィ
ル

タ
装

置
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

 
緊

急
時

対
策

所
給

気
・

排
気

配
管

 
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
緊

急
時

対
策

所
給

気
・

排
気

隔
離

弁
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

 
緊

急
時

対
策

所
加

圧
設

備
 

 
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
S
A
-
3
 

 
緊

急
時

対
策

所
加

圧
設

備
(
配

管
・

弁
)
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

 
緊

急
時

対
策

所
用

差
圧

計
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

 
酸

素
濃

度
計

※
１
 

 
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 
二

酸
化

炭
素

濃
度

計
※

１
 

 
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 
緊

急
時

対
策

所
エ

リ
ア

モ
ニ

タ
 

 
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 
可

搬
型

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

・
ポ

ス
ト

 

（
加

圧
判

断
用

）
 

6
0
条

に
記

載
 

必
要

な
情

報
の

把
握

 
必

要
な

情
報

を
把

握
で

き
る

設
備

（
安

全
パ

ラ
メ

ー
タ

表
示

シ
ス

テ
ム

(
Ｓ

Ｐ
Ｄ

Ｓ
)
）
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 
無

線
通

信
装

置
［

伝
送

路
］

 
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

※
１

 
計

測
器

本
体

を
示

す
た

め
計

器
名

を
記

載
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共
1
-
2
 

6
1
条

 
緊

急
時

対
策

所
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

必
要

な
情

報
の

把
握

 
無

線
通

信
通

信
用

ア
ン

テ
ナ

［
伝

送

路
］

 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

 

必
要

な
情

報
を

把
握

で
き

る
設

備
（

安

全
パ

ラ
メ

ー
タ

表
示

シ
ス

テ
ム

(
Ｓ

Ｐ

Ｄ
Ｓ

)
）

［
伝

送
路

］
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

(
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
)
 

―
 

通
信

連
絡

 
無

線
連

絡
設

備
（

携
帯

型
）

 

送
受

話
器

（
ペ

ー
ジ

ン

グ
）
，

電
力

保
安

通
信

用
電

話
設

備
（

固
定

電
話

機
，

Ｐ
Ｈ

Ｓ
端

末
）

 

―
 

C
  

―
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

 
衛

星
電

話
設

備
（

固
定

型
）

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
衛

星
電

話
設

備
（

携
帯

型
）

 
 

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

 
携

行
型

有
線

通
話

装
置

 
―

 
―

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

 

統
合

原
子

力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

 

接
続

す
る

通
信

連
絡

設
備

 

（
テ

レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム

，
Ｉ

Ｐ
電

話
，

Ｉ
Ｐ

－
Ｆ

Ａ
Ｘ

）
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

 
デ

ー
タ

伝
送

装
置

 
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

 
衛

星
電

話
設

備
（

屋
外

ア
ン

テ
ナ

）

［
伝

送
路

］
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
衛

星
制

御
装

置
［

伝
送

路
］

 
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
～

衛
星

電

話
設

備
（

屋
外

ア
ン

テ
ナ

）
電

路
［

伝

送
路

］
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
専

用
接

続
箱

～
専

用
接

続
箱

電
路

［
伝

送
路

］
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

 
衛

星
無

線
通

信
装

置
［

伝
送

路
］

 
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―
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共
1
-
3
 

 

6
1
条

 
緊

急
時

対
策

所
 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

通
信

連
絡

 
通

信
機

器
［

伝
送

路
］

 
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

 

統
合

原
子

力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

 

接
続

す
る

通
信

連
絡

設
備

 

（
テ

レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム

，
Ｉ

Ｐ
電

話
，

Ｉ
Ｐ

－
Ｆ

Ａ
Ｘ

）
～

衛
星

無
線

通

信
装

置
電

路
［

伝
送

路
］

 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

電
源

の
確

保
 

緊
急

時
対

策
所

用
発

電
機

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
緊

急
時

対
策

所
用

発
電

機
 

燃
料

油
貯

蔵
タ

ン
ク

 
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
緊

急
時

対
策

所
用

発
電

機
 

給
油

ポ
ン

プ
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
緊

急
時

対
策

所
用

Ｍ
／

Ｃ
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
緊

急
時

対
策

所
用

Ｍ
／

Ｃ
電

圧
計

 
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
緊

急
時

対
策

所
用

発
電

機
 

燃
料

移
送

配
管

・
弁

 
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
緊

急
時

対
策

所
用

発
電

機
～

 

緊
急

時
対

策
所

用
Ｍ

／
Ｃ

電
路

 
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―
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共
1
-
1
 

6
2
条

 
通

信
連

絡
を

行
う

た
め

に
必

要
な

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

発
電

所
内

の
通

信
連

絡
 

携
行

型
有

線
通

話
装

置
 

送
受

話
器

（
ペ

ー
ジ

ン

グ
）

，
電

力
保

安
通

信
用

電
話

設
備

（
固

定
電

話

機
，

Ｐ
Ｈ

Ｓ
端

末
）

 

C
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

防
止

設
備

 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

 
無

線
連

絡
設

備
（

携
帯

型
）

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

 
衛

星
電

話
設

備
（

固
定

型
）

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
衛

星
電

話
設

備
（

携
帯

型
）

 
 

 
可

搬
 

可
搬

型
重

大
事

故
防

止
設

備
 

可
搬

型
重

大
事

故
緩

和
設

備
 

―
 

 

必
要

な
情

報
を

把
握

で
き

る
設

備
（

安

全
パ

ラ
メ

ー
タ

表
示

シ
ス

テ
ム

（
Ｓ

Ｐ

Ｄ
Ｓ

)
）

 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

 
専

用
接

続
箱

～
専

用
接

続
箱

電
路

［
伝

送
路

］
 

送
受

話
器

（
ペ

ー
ジ

ン

グ
）

，
電

力
保

安
通

信
用

電
話

設
備

（
固

定
電

話

機
，

Ｐ
Ｈ

Ｓ
端

末
）

 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
衛

星
電

話
設

備
（

屋
外

ア
ン

テ
ナ

）

［
伝

送
路

］
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

防
止

設
備

 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
衛

星
制

御
装

置
［

伝
送

路
］

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
～

衛
星

電

話
設

備
（

屋
外

ア
ン

テ
ナ

）
電

路
［

伝

送
路

］
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
防

止
設

備
 

常
設

重
大

事
故

緩
和

設
備

 
―

 

 
無

線
通

信
装

置
［

伝
送

路
］

 
―

 
―

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

 
無

線
通

信
用

ア
ン

テ
ナ

［
伝

送
路

］
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

 

必
要

な
情

報
を

把
握

で
き

る
設

備
（

安

全
パ

ラ
メ

ー
タ

表
示

シ
ス

テ
ム

（
Ｓ

Ｐ

Ｄ
Ｓ

）
）

～
無

線
通

信
用

ア
ン

テ
ナ

電

路
［

伝
送

路
］

 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―
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6
2
条

 
通

信
連

絡
を

行
う

た
め

に
必

要
な

設
備

 

系
統

機
能

 
設

備
 

代
替

す
る

機
能

を
有

す
る

 

設
計

基
準

対
象

施
設

 

設
備

 

種
別

 
設

備
分

類
 

設
備

 
耐

震
重

要
 

度
分

類
 

常
設

 

可
搬

型
 

分
類

 
機

器
 

ク
ラ

ス
 

発
電

所
外

の
通

信
連

絡
 

衛
星

電
話

設
備

(
固

定
型

)
 

―
 

―
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

 
衛

星
電

話
設

備
(
携

帯
型

)
 

 
 

可
搬

 
可

搬
型

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

 

統
合

原
子

力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

 

接
続

す
る

通
信

連
絡

設
備

 

（
テ

レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム

，
Ｉ

Ｐ
電

話
，

Ｉ
Ｐ

－
Ｆ

Ａ
Ｘ

）
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

 
デ

ー
タ

伝
送

設
備

 
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

 
衛

星
電

話
設

備
（

屋
外

ア
ン

テ
ナ

）

［
伝

送
路

］
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

 
衛

星
制

御
装

置
［

伝
送

路
］

 
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

 

衛
星

電
話

設
備

（
固

定
型

）
～

衛
星

電

話
設

備
（

屋
外

ア
ン

テ
ナ

）
電

路
［

伝

送
路

］
 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

 
衛

星
無

線
通

信
装

置
［

伝
送

路
］

 
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

 
通

信
機

器
［

伝
送

路
］

 
 

 
常

設
 

常
設

重
大

事
故

等
対

処
設

備
 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―

 

 

統
合

原
子

力
防

災
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

 

接
続

す
る

通
信

連
絡

設
備

 

（
テ

レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム

，
Ｉ

Ｐ
電

話
，

Ｉ
Ｐ

－
Ｆ

Ａ
Ｘ

）
～

衛
星

無
線

通

信
装

置
電

路
［

伝
送

路
］

 

 
 

常
設

 
常

設
重

大
事

故
等

対
処

設
備

 

（
防

止
で

も
緩

和
で

も
な

い
設

備
）

 
―
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共－２ 類型化区分及び適合内容 
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 1 項 第 1 号 

 重大事故等時の環境条件における健全性について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，重大事故等時の環境条件における健全性

を確保するための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   重大事故等対処設備は，想定される重大事故等が発生した場合における

温度，放射線，荷重及びその他の使用条件において，その機能が有効に発

揮できるよう，その設置（使用），保管場所に応じた耐環境性を有する設

計とするとともに，操作が可能は設計とする。 

   重大事故等発生時の環境条件については，温度（環境温度①，使用温度

⑥），放射線③，荷重⑥に加えて，その他の使用条件として，環境圧力①，湿

度による影響①，屋外の天候による影響②，重大事故等発生時に海水を通

水する系統への影響④，電磁波による影響⑤及び周辺機器等からの悪影響⑦

を考慮する。 

荷重⑥としては，重大事故等が発生した場合における機械的荷重に加え

て，圧力，温度及び自然現象（地震，風（台風）及び竜巻の風荷重，積雪，

火山の影響）による荷重を考慮する。地震以外の自然現象の組合せについ

ては，風（台風），積雪及び火山の影響による荷重の組合せを考慮する。

地震を含む自然現象の組合せについては，「2.1.2 耐震設計の基本方針」

にて考慮する。 

   これらの環境条件の内，重大事故等発生時における環境温度①，環境圧

力①，湿度による影響①，屋外の天候による影響②，重大事故等発生時の放

射線による影響③及び荷重⑥に対しては，重大事故等対処設備を設置（使
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用）・保管する場所に応じて，以下の設備分類毎に必要な機能を有効に発

揮できる設計とする。 

   格納容器内の重大事故等対処設備は，重大事故等発生時の格納容器内の

環境条件を考慮した設計とする。操作は中央制御室から可能な設計とする。

また，地震による荷重を考慮して，機能を損なわない設計とする。 

   原子炉建屋原子炉棟内及びその他の建屋内の重大事故等対処設備は，重

大事故等発生時における屋内の環境条件を考慮した設計とする。また，地

震による荷重を考慮して，機能を損なうことのない設計とするとともに，

可搬型重大事故等対処設備は，必要により当該設備の落下防止，転倒防止，

固縛の措置をとる。操作は，中央制御室，異なる区画（フロア）若しくは

離れた場所又は設置場所で可能な設計とする。 

   屋外の重大事故等対処設備は，重大事故等発生時における屋外の環境条

件を考慮した設計とする。操作は必要に応じ，離れた場所又は設置箇所か

ら可能な設計とする。また，地震，風（台風），竜巻の風荷重，積雪及び

火山の影響による荷重を考慮し，機能を損なわない設計とするとともに，

可搬型重大事故等対処設備については，必要により当該設備の転倒防止，

固縛の措置をとる。 

   海水を通水する系統への影響④を考慮し，常時海水を通水する，海に設

置する又は海で使用する重大事故等対処設備は，耐腐食性材料を使用する。

常時海水を通水するコンクリート構造物については，腐食を考慮した設計

とする。原則，淡水を通水するが，海水も通水する可能性のある重大事故

等対処設備は，可能な限り淡水を優先し，海水通水を短期間とすることで

設備への海水の影響を考慮する。また，海から直接取水する際の異物の流

入防止を考慮した設計とする。 

   電磁波による影響に対しては，重大事故等対処設備は，重大事故等が発
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生した場合においても電磁波によりその機能が損なわれない設計とする。 

   重大事故等対処設備は，事故対応のために配置・配備している自主対策

設備を含む周辺機器等からの悪影響⑥により機能を損なうことのない設計

とする。周辺機器等からの悪影響としては，地震，火災，溢水による波及

的影響を考慮する。溢水に対しては，止水対策及び重大事故等対処設備と

設計基準事故対処設備の安全機能が同時に機能喪失するおそれがないこと

等を考慮した設計とする。地震による荷重を含む耐震設計については

「2.1.2 耐震設計の基本方針」に，火災防護については「2.2 火災によ

る損傷の防止」に基づく設計とする。 

 

 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ①重大事故等時における環境温度，環境圧力，湿度による影響 

   ②屋外の天候による影響 

   ③重大事故等時の放射線による影響 

   ④重大事故時に海水を通水する系統への影響 

   ⑤電磁波による影響 

   ⑥荷重（重大事故等が発生した場合における圧力，温度，機械的荷重及

び地震，風（台風）及び竜巻の風荷重，積雪，火山の影響による荷

重） 

   ⑦周辺機器等からの悪影響 

 

  ｂ．類型化 

   ・①～③の項目については，Ａ：格納容器内，Ｂ：原子炉建屋原子炉棟

内，Ｃ：原子炉建屋の原子炉棟外及びその他の建屋内，Ｄ：屋外に分
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類するともに，重大事故等時における環境条件を考慮したものとする。 

   ・④海水を通水する系統については，Ⅰ：通常時に海水を通水する系統，

Ⅱ：淡水又は海水から選択できる系統で分類する。 

・⑤，⑥，⑦は共通事項であるため分類しない。 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

淡水だけでな

く海水も使用 

海水を通水又

は海で使用 

しない 

する 

重大事故等

時の環境条

件において

も必要な機

能を有効に

発揮する 

①環境温度・環境

圧力・湿度 

 

②屋外の天候によ

る影響 

 

③放射線による影

響 

⑤電磁波による影

響 

 

⑥荷重 

 

⑦周辺機器等から

の悪影響 

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ⅰ

Ⅱ

対象外 

格納容器内設備 

原子炉建屋原子炉棟

内設備 

原子炉建屋の原子

炉棟外及びその他

の建屋内 

屋外

その機能を期待される重大

事故等時の最大のもの 

その機能を期待される重大

事故等時の最大のもの 

系統毎に考慮④海水を通水する

系統への影響 
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・類型化区分と考慮事項の対応 

区分 格納容器内 
原子炉建屋 

原子炉棟内 

原子炉建屋の原子

炉棟外及びその他

の建屋内 

屋外 

設備 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

①，③ ○ ○ ○ ○ 

② × ○ 

 

区分 Ⅰ（海水を通水する系統）
Ⅱ（淡水又は海水から選択

して使用する系統） 

対象外 

（海水を通水しない系統）

④ ○ ○ × 

○：考慮必要  ×：考慮不要 
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・重大事故等による環境温度，環境圧力，湿度の影響範囲 

運転中の原子炉における重大事故に至る恐れがある事故 

事故シーケンスグループ 温度 湿度 圧力 放射線 影響範囲 備考

高圧・低圧注水機能喪失 ○ ○ ○ ○ 
・格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

高圧注水・減圧機能喪失 ○ ○ ○ ○ 
・格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

全交流動力電源喪失 ○ ○ ○ ○ 
・格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

崩壊熱除去機能喪失 ○ ○ ○ ○ 
・格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

原子炉停止機能喪失 ○ ○ ○ ○ ・格納容器内 ※ 

ＬＯＣＡ時注水機能喪失 ○ ○ ○ ○ 
・格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

格納容器バイパス 

（インターフェイスシステムＬＯＣＡ）
○ ○ ○ ○ ・原子炉建屋原子炉棟内 ※ 

津波浸水による注水機能喪失 ○ ○ ○ ○ 
・格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

 
運転中の原子炉における重大事故 

格納容器破損モード 温度 湿度 圧力 放射線 影響範囲 備考

雰囲気圧力・温度による静的負荷（格納

容器過圧・過温破損） 
○ ○ ○ ○ 

・格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 

・その他建屋内(放射線) 

・屋外（放射線） 

※ 

高圧溶融物放出/格納容器雰囲気直接加熱 ○ ○ ○ ○ 
・格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

原子炉圧力容器外の溶融燃料―冷却材相

互作用 
○ ○ ○ ○ 

・格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

水素燃焼 ○ ○ ○ ○ 
・格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

格納容器直接接触 

（シェルアタック） 
× × × × ―  

溶融炉心・コンクリート相互作用 ○ ○ ○ ○ 
・格納容器内 

・原子炉建屋原子炉棟内 
※ 

 

使用済燃料プールにおける重大事故に至るおそれがある事故 

事故シーケンスグループ 温度 湿度 圧力 放射線 影響範囲 備考

想定事故１ ○ ○ ○ ○ ・原子炉建屋原子炉棟内 ※ 

想定事故２ ○ ○ ○ ○ ・原子炉建屋原子炉棟内 ※ 

 

 

運転停止中の原子炉における重大事故に至るおそれがある事故 

事故シーケンスグループ 温度 湿度 圧力 放射線 影響範囲 備考

崩壊熱除去機能喪失 ○ ○ ○ ○ ・格納容器内 ※ 

全交流動力電源喪失 ○ ○ ○ ○ ・格納容器内 ※ 

原子炉冷却材流出 ○ ○ ○ ○ ・格納容器内  

反応度誤投入 × × × × ―  

○：環境条件を確認する必要がある対象機器の機能

を期待する各事故シーケンスの環境条件を確認

し，適切に設定 

×：影響なし，又は評価不要 

―：該当なし 

※：使用済燃料プール冷却機能喪失による影響考慮 
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2. 設計方針について 

 【要求事項：想定される重大事故等が発生した場合における温度，放射線，

荷重その他の使用条件において，重大事故等に対処するために必要な機能

を有効に発揮するものであること。】 

  各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

 (1) ①環境温度・圧力・湿度，②屋外の天候による影響，③放射線による影

響（被ばく／機器） 

設備分類 設計方針 関連資料 備考

Ａ 格納容器内設備 

・格納容器内の重大事故等対処設備は，その機能

を期待される重大事故等時の格納容器内の環境

条件を考慮した設計とする。 

・中央制御室から操作可能な設計とする。 

・地震による荷重を考慮し，機能を損なうことの

ない設計とする。 

配 置 図・ 仕

様表 

健 全 性説 明

書 

強度計算書 

耐震計算書 

 

Ｂ 
原子炉建屋原子

炉棟内 

・原子炉建屋原子炉棟内の重大事故等対処設備

は，その機能を期待される重大事故等時におけ

る原子炉建屋原子炉棟内の環境条件を考慮した

設計とする。 

・使用済燃料プール冷却機能喪失時の原子炉建屋

原子炉棟内において，使用済燃料プール水の温

度上昇及び蒸発の影響を考慮する。 

・中央制御室，異なる区画若しくは離れた場所又

は設置場所から操作可能な設計とする。 

・地震による荷重を考慮し，機能を損なうことの

ない設計とする。 

Ｃ 

原子炉建屋の原

子炉棟外及びそ

の他の建屋内 

・重大事故等対処設備は，重大事故等時における

それぞれの場所（原子炉建屋の原子炉棟外，フ

ィルターベント建屋内，中央制御室内及び緊急

時対策所内）の環境条件を考慮した設計とす

る。 

・中央制御室，異なる区画若しくは離れた場所又

は設置場所から操作可能な設計とする。 

・地震による荷重を考慮し，機能を損なうことの

ない設計とするとともに，可搬型重大事故等対

処設備については，必要により当該設備の落下

防止，転倒防止，固縛の措置をとる。 

Ｄ 屋外 

・屋外の重大事故等対処設備は，重大事故等時に

おける屋外の環境条件を考慮した設計とする。 

・離れた場所又は設置場所から操作可能な設計と

する。 

・地震，風（台風）及び竜巻の風荷重，積雪，火

山の影響による荷重を考慮し，機能を損なうこ

とのない設計とするとともに，可搬型重大事故

等対処設備については，必要により当該設備の

転倒防止，固縛の措置をとる。 

・降水及び凍結により機能を損なうことのないよ

う防水対策及び凍結対策を行える設計とする。 

＊個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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 (2) ④海水を通水する系統への影響 

設備分類 設計方針 関連資料 備考

Ⅰ 

海水を通水

又は海で使

用 

・常時海水を通水する，海に設置する，又は海で

使用する重大事故等対処設備は耐腐食性材料を

使用する。常時海水を通水するコンクリート構

造物については，腐食を考慮した設計とする。

原則，淡水を通水するが，海水も通水する可能

性のある重大事故等対処設備は，海水の影響を

考慮した設計とする。また，海から直接取水す

る際の異物の流入防止を考慮した設計とする。 
系統図 

健全性説明書

 

Ⅱ 

淡水だけで

なく海水も

使用 

・淡水だけでなく海水も使用する（常時海水を通

水しない）機器は，海水影響を考慮する。具体

的には，可能な限り淡水源を優先し，海水通水

は短期間とすることで，設備への影響を考慮す

る。 

・海から直接取水する際の異物の流入防止を考慮

する。 

対象外 
海水を通水

しない 

・海水を通水しないため設計上の考慮は必要ない

（海水通水なし）。 

 

 (3) ⑥荷重 

影響評価項目 設計方針 関連資料 備考

荷重 

・常設重大事故等対処設備は地震，風（台風）及び竜

巻の風，積雪，火山の影響による荷重を考慮し，機

能を有効に発揮できる設計とする。 

・可搬型重大事故等対処設備は地震，風（台風）及び

竜巻の風荷重，積雪，火山の影響による荷重を考慮

し，必要により当該設備の落下防止，転倒防止，固

縛の措置を取る。 

健全性説明書  
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 (4) ⑤電磁波による影響／⑦周辺機器等からの悪影響 

影響評価項目 設計方針 関連資料 備考

電磁波による

影響 

重大事故等が発生した場合において，電磁波によりその

機能が損なわれるおそれのある設備については，電磁波

による影響を確認する，又はラインフィルタや絶縁回路

を設置することによるサージ・ノイズの侵入を防止す

る，鋼製筐体や金属シールド付きケーブルの適用等，電

磁波の侵入を防止する処置を講じた設計とする。 

健全性説明書  

周辺機器等か

らの悪影響 

事故対応のために配置・配備している自主対策設備を含

む周辺機器等からの悪影響により機能を失うおそれがな

い設計とする。 

具体的には以下に示す通りである。 

・期待する安全機能は想定される重大事故等で発生する

内部溢水（ＩＳ－ＬＯＣＡ）によりその機能が喪失し

ないように，溢水伝搬防止策等を実施する。 

・常設重大事故等対処設備は設計基準事故対処設備と位

置的分散を図り，可搬型重大事故等対処設備は設計基

準事故対処設備の配置も含めて常設重大事故等対処設

備と位置的分散を図る設計とする。位置的分散は 43 条

2 項 3 号及び 43 条 3 項 7 号に示す。 

・内部溢水の「重大事故等対処設備を対象とした溢水防

護の基本方針」に則り，重大事故等対処設備と設計基

準事故対処設備の安全機能が同時に機能喪失するおそ

れがないこと等の設計とする。詳細は 43 条 2 項 3 号及

び 43 条 3 項 7 号に示す。 

・地震による荷重を含む耐震設計については，「2.1.2 耐

震設計の基本方針」に，火災防護については，「2.2 火

災による損傷の防止」に示す。 
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重大事故等時における環境温度，環境圧力，湿度，放射線の最大値
※1，4，6 

  Ａ：格納容器内 Ｂ：原子炉建屋原子炉棟内※2 
Ｃ：原子炉建屋の原子炉棟外及び

その他の建屋内 
Ｄ：屋外 

  
環境温度

(気温)
環境圧力 湿度 放射線

環境温度

(気温)
環境圧力 湿度 放射線

環境温度

(気温)
環境圧力 湿度 放射線

環境温度

(気温)
環境圧力 湿度 放射線

運転中の原子炉に

おける重大事故に

いたるおそれがあ

る事故 

高圧・低圧注水機能喪失 

従来設計

と同等

(171.1℃

)※7又は

それ以下

従来設計

と同等

(0.31MPa

[gage])※

7 又はそ

れ以下

従来設計

と同等

(蒸気)※7

又はそれ

以下 

従来設計

と同等

(260kGy)
※7 又はそ

れ以下 105℃又

はそれ以

下 

 

IS-LOCA

時：

122℃以

下 

 

IS-LOCA

以外の事

象：オペ

レーティ

ングフロ

アを除き

65.6℃以

下※３

 

6.9kPa[g

age]又は

それ以下

従来設計

と同等

(100%)※7

又はそれ

以下 

従来設計

と同等

(1.7kGy)
※8 又はそ

れ以下

通常状態

における

設計値と

同等

(40℃)※9

大気圧 

通常状態

における

設計値と

同等

(90％)※9

設置場所

及び格納

容器圧力

逃がし装

置の使用

可否によ

るため個

別評価

(約 10Gy

(168hour

)) 

外気温

（最大約

38.4℃）

大気圧

通常状態

における

設計値と

同等 

設置場所

及び格納

容器圧力

逃がし装

置の使用

可否によ

るため個

別評価

(約 10Gy

(168hour

)) 

高圧注水・減圧機能喪失 

全交流動力電源喪失 

崩壊熱除去機能喪失 

LOCA 時注水機能喪失 

原子炉停止機能喪失 

津波浸水による注水機能

喪失 

IS-LOCA ― 

運転中の原子炉に

おける重大事故※5 

雰囲気圧力・温度による

静的負荷(格納容器過圧・

過温破損) 

220℃
0.62MPa[

gage]
蒸気 

800kGy(1

68hour)

又はそれ

以下 

水素燃焼 

高圧溶融物放出/格納容器

雰囲気直接加熱 

原子炉圧力容器外の溶融

燃料－冷却材相互作業 

溶融炉心・ｺﾝｸﾘｰﾄ相互作

用 

使用済燃料プール

における重大事故

にいたるおそれが

ある事故 

想定事故１ ― 

想定事故２ ― 

運転停止中の原子

炉における重大事

故にいたるおそれ

がある事故 

崩壊熱除去機能喪失 
従来設計

と同等

(171.1℃

)※7又は

それ以下

従来設計

と同等

(0.31MPa

[gage])※

7 又はそ

れ以下

従来設計

と同等

(蒸気)※7

又はそれ

以下 

従来設計

と同等

(260kGy)
※7 又はそ

れ以下

全交流動力電源喪失 

原子炉冷却材流出 

※1 表中は各環境条件の項目の最大値を記載する。また，評価値は詳細評価により今後見直す可能性もある 

※2 運転中の事故においては使用済燃料プール冷却の復旧を考慮する 

※3 使用済燃料プールの水温上昇による原子炉建屋原子炉棟 6 階の温度上昇は個別に評価する 

※4 設備設置場所や設備の固有の条件(付近に発熱源や線源があるもの）の影響を受けるものは個別に評価する 

※5 物理化学現象の評価のためのシーケンスは原子炉圧力容器破損までの条件を記載する。 

※6 炉心損傷の有無や格納容器圧力逃がし装置の使用可否，設備の配置場所等により大きく異なるため，それらの影響が大きいものは個別に評価する。 

※7 従来設計値は非常状態における安全系機器の設計値の一例を示す。 

※8 従来設計値は非常状態における一般階の設計値の一例を示す。 

※9 従来設計値は通常状態における原子炉建屋の原子炉棟外及びその他の建屋内の設計値の一例を示す。 
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 1 項 第 2 号 

 操作の確実性について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，操作の確実性を確保するための区分及び

設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

  重大事故等対処設備は，想定される重大事故等が発生した場合において

も操作を確実なものとするため，重大事故等発生時の環境条件(「2.3.1.1 

環境条件等」）を考慮し，操作が可能な設計とする。操作する全ての設備

に対し，十分な操作空間を確保するとともに，確実な操作ができるよう，

必要に応じて操作足場を設置する。また，防護具，可搬照明等は重大事故

等発生時に迅速に使用できる場所に配備する。 

  現場操作において工具を必要とする場合は，一般的に用いられる工具又

は専用の工具を用いて，確実に作業ができる設計とする。工具は，作業場

所の近傍又はアクセスルートの近傍に保管できる設計とする。可搬型重大

事故等対処設備は運搬，設置が確実に行えるように，人力又は車による運

搬，移動ができるとともに，必要により設置場所にてアウトリガの張り出

し又は固縛等が可能な設計とする。 

  現場の操作スイッチは運転員等の操作性を考慮した設計とする。また，

電源操作が必要な設備は，感電防止のため露出した充電部への近接防止を

考慮した設計とする。 

  現場において人力で操作を行う弁は，手動操作が可能な設計とする。 

  現場での接続操作は，ボルト・ネジ接続，フランジ接続又はより簡便な

接続方式により，確実に接続が可能な設計とする。 
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  重大事故等に対処するために迅速な操作を必要とする機器は，必要な時

間内に操作できるように中央制御室での操作が可能な設計とする。制御盤

の操作器は運転員の操作性を考慮した設計とする。 

  想定される重大事故等において操作する重大事故等対処設備のうち動的

機器については，その作動状態の確認が可能な設計とする。 

 

 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ・操作環境（①環境条件(被ばく影響等），②空間確保，③防護具，照明

の確保，④足場の確保） 

   ・操作準備（⑤工具，⑥設備の運搬，設置） 

   ・操作内容（⑦操作スイッチ操作，⑧電源操作，⑨弁操作，⑩接続作

業） 

   ・状態確認（⑪作動状態確認） 

   ・その他，設備毎の考慮事項 

 

  ｂ．類型化 

   ・操作が必要な設備のうち中央制御室での操作は，中央制御室の環境条

件や制御盤の設計で考慮されることから「Ａ」に分類，現場操作につ

いては「Ｂ」に分類する。 

   ・現場操作の考慮事項のうち，④足場の確認，⑤工具，⑥設備の運搬，

設置，⑦操作スイッチ操作，⑧電源操作，⑨弁操作，⑩接続作業につ

いては，設備毎に対応の組合せが異なるため，その対応を設備毎に明

記する。 

   ・操作が不要な設備については，設備対応不要となる。 
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 考慮事項 
Ａ 

中央制御室での操作

Ｂ 

現場操作 

対象外 

(操作不要） 

操作環境 

①環境条件(被ばく等） 
○ 

(中央制御室設計）
○ 

― 

②空間確保 
○ 

(中央制御室設計）
○ 

③防護具，照明の確保 ― ○

④足場の確保 
○ 

(中央制御室設計）
○ 

操作準備 
⑤工具 ― ○

⑥設備の運搬，設置 ― ○

操作内容 

⑦操作スイッチ操作 
○ 

(中央制御室設計）
○ 

⑧電源操作 ― ○

⑨弁操作 ― ○

⑩接続操作 ― ○

状態確認 
⑪作動状態確認 

○ 

(中央制御室設計）
○ 

○：考慮必要， ―：考慮不要 

  

操作の

確実性

の確保 

中央制御室

からの操作

現場での操作

Ａ 操作が必要な設備
考慮事項 

・操作環境 

①環境条件（被ばく影響等）

 ②空間確保 

 ③防護具,照明の確保 

 ④足場の確保 

・操作準備 

 ⑤工具 

 ⑥設備の運搬，設置 

・操作内容 

 ⑦操作スイッチ操作 

 ⑧電源操作 

 ⑨弁操作 

 ⑩接続操作 

 ⑪状態確認 

・その他，設備毎の考慮事項 

Ba－Bg 

対象外 
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2. 設計方針について 

 【要求事項：想定される重大事故等が発生した場合において確実に操作でき

るものであること】 

  各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

類型化区分 設計方針 関連資料 備考 

Ａ 

中央制御室 

操作 

重大事故等に対処するために迅速な操作を必要とする機

器は，必要な時間内で操作できるように中央制御室から

操作スイッチで操作可能な設計とする。操作スイッチは

運転の操作性を考慮した設計とし，その作動状態の確認

が可能な設計とする。 

 (第 26 条 

原子炉 

制御室等）

(操作スイッ

チ操作) 

Ｂ
現
場
操
作 

操
作
環
境 

― 

共通の設計方針 

①環境条件(被ばく等） 

 重大事故等時の環境条件に対し，操作場所での操作が

可能な設計とする。（「2.3.1.1 環境条件等」） 

②空間確保 

 操作する全ての設備に対し，十分な操作空間を確保す

る設計とする。 

③防護具，照明の確保 

 防護具，照明等は重大事故等発生時に迅速に使用でき

る場所に配備する。 

配置図 

 

＊設備毎に対

応の組合せが

異なるため，

その対応を設

備毎に記載す

る。 

(足場有） 

(工具有) 

(運搬設置) 

(操作スイッチ

操作) 

(電源操作) 

(弁操作) 

(接続操作) 

Ba 

④足場の確保＊ 

 確実な操作ができるよう，必要に応じて，操作足場を

設置する。 

操
作
準
備 

Bb 

⑤工具＊ 

 一般的に用いられる工具又は専用工具を用いて，確実

に作業ができる設計とする。専用工具は，作業場所近

傍，又はアクセスルートの近傍に保管できる設計とす

る。 

Bc 

⑥設備の運搬，設置＊ 

 人力又は車両等による運搬，移動ができるとともに，

必要により設置場所にてアウトリガの張り出し又は固

縛等による転倒対策が可能な設計とする。 

操
作
内
容 

Bd 

⑦操作スイッチ操作＊ 

運転員等の操作性を考慮した操作スイッチ，遮断器

等により操作可能な設計とする。 

Be 

⑧電源操作＊ 

 感電防止のため露出した充電部への近接防止を考慮し

た設計とする。 

Bf 

⑨弁操作＊ 

 現場において人力で操作を行う弁は，直接又は遠隔で

手動操作が可能な設計とする。 

Bg 

⑩接続操作＊ 

 ボルト・ネジ接続，フランジ接続又はより簡便な接続

方式により，確実に接続が可能な設計とする。 

状
態
確
認 

― 

共通の設計方針 

⑪作動状態確認 

 想定される重大事故等において操作する重大事故等対

処設備のうち動的機器については，ランプ表示等によ

り，その作動状態の確認が可能な設計とする。 

操作不要 操作性に係る設計上の配慮の必要はない。 仕様表  

＊個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 1 項 第 3 号 

 試験又は検査性について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，重大事故等対処設備の試験・検査性を確

認するための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   重大事故等対処設備は，健全性及び能力を確認するため，原子炉の運転

中又は停止中に必要な箇所の保守点検，試験又は検査を実施できるよう，

機能・性能の確認，漏えいの有無の確認，分解点検等ができる構造とする。

また，接近性を考慮して必要な空間等を備え，構造上接近又は検査が困難

である箇所を極力少なくする。 

   試験及び検査は，使用前検査，施設定期検査，定期安全管理検査及び溶

接安全管理検査の法定検査に加え，保全プログラムに基づく点検が実施可

能な設計とする。 

   原子炉の運転中に待機状態にある重大事故等対処設備は，原子炉の運転

に大きな影響を及ぼす場合を除き，運転中に定期的な試験又は検査が実施

可能な設計とする。また，多様性又は多重性を備えた系統及び機器にあっ

ては，各々が独立して試験又は検査ができる設計とする。 

   代替電源設備は，電気系統の重要な部分として，適切な定期試験及び検

査が可能な設計とする。 

   構造・強度の確認又は内部構成部品の確認が必要な設備は，原則として

分解・開放(非破壊検査を含む。）が可能な設計とし，機能・性能確認，各

部の経年劣化対策及び日常点検を考慮することにより,分解・開放が不要

なものについては外観の確認が可能な設計とする。 
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 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

    重大事故等対処設備の試験・検査性は，「(1)基本設計方針」に示す基

本的な設計方針に従うことで，設置許可基準規則第 12 条第 4 項の解釈

に準じた設計とする。 

    試験・検査性を考慮する対象の具体的な試験・検査項目は，これまで

の類似設備の保守経験等を基に策定することとし，「2.(2)設備区分毎の

設計方針の整理」に示す。「2.(2)設備区分毎の設計方針の整理」におい

ては，機器種類ごとに試験・検査性に関する設計方針を具体的に定め，

これらの方針に従うことで「(1)基本設計方針」に示す基本的な設計方

針に従う設備設計を実現する。 

    設備設計にあたっては試験又は検査項目を踏まえた上で以下を考慮す

る。 

    ○検査性のある構造 

     ・分解ができる構造 

     ・点検口等の設置 

     ・非破壊試験ができる構造 

    ○系統構成，外部入力 

     ・テストラインの構成 

     ・模擬負荷等の接続性 

 

  ｂ．類型化 

   (a) 設置許可基準規則で要求されている設備における試験又は検査項目

を抽出する。 
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   (b) 考慮事項を踏まえて，分解点検が可能な構造であること，開放点検

を行うためのマンホールや点検口等が設置されていること，非破壊検

査が可能な構造であること，機能・性能検査を行うためのテストライ

ンの系統構成が可能であること，機能・性能及び特性検査を行うため

の模擬負荷等の接続が可能な構造であることの整理を行う。 

   (c) 設備区分は，設置許可基準規則で要求されている設備を機械設備

(動的機器，静的機器），電気設備，計測制御設備，構築物，通信連絡

設備に分類し，分類した設備を代表的な設備区分ごとにＡ～Ｌに分類

する。 

   (d) Ａ～Ｌの区分に対して，試験及び検査項目に対する設計ができない

場合は，個別に理由及び個別の設計方針を定める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

考慮事項 

○検査性のある構造 

 ・分解が出来る構造 

 ・点検口等の設置 

 ・非破壊検査が出来る構造

○系統構成，外部入力 

 ・テストラインの構成 

 ・模擬負荷等の接続性 

試験又は検査項目 

・分解検査 

・開放検査 

・非破壊検査 

・開閉検査 

・機能・性能検査 

・特性検査 

試験又は 

検査性 

Ａ ポンプ 

  ファン,圧縮機 

Ｂ 弁 

Ｃ 容器 

Ｄ 熱交換器 

Ｅ 空調ユニット 

Ｆ 配管 

Ｇ 内燃機関 

Ｈ 発電機 

Ｉ その他電源設備 

Ｊ 計測制御設備 

Ｋ 遮蔽 

Ｌ 通信連絡設備 

設備の構成による類型化 

動的設備 

静的設備 

機械設備 

電気設備 

計測制御設備 

構築物 

通信連絡設備 
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  ｃ．試験項目による類型化 

   (a)設置許可基準規則で要求されている設備における試験又は検査項目

を抽出する。 

   (b)各設備の試験又は検査項目を考慮し，機能・性能検査，特性検査，

分解検査，開放検査，非破壊検査，寸法検査及び外観検査に分類し，

各検査における確認内容を分類する。 

   (c)分類に対して，試験及び検査項目に対する設計が出来ない場合は，

個別に理由及び個別の設計方針を定める。 

 

   ・機能・性能検査         通常ラインでの確認 

                    テストラインでの確認 

                    試験装置での確認 

                    漏えい確認 

                    フィルタ性能確認 

                    負荷確認(発電機負荷，ポンプ負荷，系統負荷，模擬負荷） 

                    論理回路確認 

                    ボンベ供給確認 

                    絶縁抵抗測定，比重測定，電圧測定 

   ・機能・性能検査，特性検査    校正 

                    設定値確認 

   ・分解検査            ケーシングカバー取り外し 

                    ケーシング取り外し 

                    カバー取り外し 

                    ボンネット取り外し 

                    その他(内燃機関，発電機） 

   ・開放検査            マンホール開放 

                    フランジ開放 

                    点検口開放 

   ・非破壊検査           試験装置を用いた各種検査 

   ・寸法検査            寸法確認 

   ・外観検査            外観確認 

  

構
造
検
査 

系
統
検
査 
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2. 設計方針について 

 【要求事項：健全性及び能力を確認するため，発電用原子炉の運転中又は停

止中に試験又は検査が出来るものであること】 

 (1) 設備区分ごとにおける試験又は検査項目の抽出について 

   設置許可基準規則で要求されている設備を代表的な設備区分毎に，定期

安全管理検査及び溶接安全管理検査の法定検査に加え，保全プログラムに

基づく点検を考慮し，試験又は検査項目を抽出する。 

設備区分 使用前社内検査 定期事業者検査
保全プログラム 溶接事業

者検査
PSI ISI 

停止時 運転時 

Ａ 

ポンプ 

ファン 

圧縮機 

構造検査 

機能・性能検査

分解検査 

機能・性能検査

分解検査又は取替

(非破壊検査含む)

機能・性能検査

起動試験 ― 
○ 

(ﾎﾟﾝﾌﾟ)

○ 

(ﾎﾟﾝﾌﾟ)

Ｂ 

弁 

(手動弁) 

(電動弁) 

(空気作動弁) 

(安全弁) 

構造検査 

機能・性能検査

(開閉検査) 

分解検査 

機能・性能検査

漏えい試験 

分解検査 

(非破壊検査含む)

機能・性能検査

(開閉試験) 

漏えい試験 

開閉試験 ― ○ ○ 

Ｃ 
容器 

(タンク類) 

構造検査 

機能・性能検査

(容量確認検査)

― 
開放検査 

漏えい試験 

水量,濃度, 

漏えい確認 
○ ○ ○ 

Ｄ 熱交換器 
構造検査 

機能・性能検査

開放検査 

(非破壊検査含む)

開放検査 

(非破壊検査含む)
漏えい確認 ― ○ ○ 

Ｅ 空調ユニット 
構造検査 

機能・性能検査
機能・性能検査

開放点検 

機能・性能検査

差圧確認 

(ﾌｨﾙﾀに関

するもの) 

― ― ― 

Ｆ 流路 
構造検査 

機能・性能検査
― 

開放点検 

外観点検 
― 

○ 

(配管)

○ 

(配管)

○ 

(配管)

Ｇ 内燃機関 
機能・性能検査

(負荷検査) 

分解検査 

(非破壊検査含む)

機能・性能検査

(負荷検査) 

分解検査 

(非破壊検査含む)

機能・性能検査

(負荷検査) 

起動検査 

負荷試験 
― ― ― 

Ｈ 発電機 

機能・性能検査

(模擬負荷による

負荷検査) 

機能・性能検査

(模擬負荷による

負荷検査) 

分解検査 

(非破壊検査含む)

機能・性能検査

(模擬負荷による

負荷検査) 

起動検査 

負荷試験 
― ― ― 

Ｉ 
その他電源設

備 
機能・性能検査 機能・性能検査 機能・性能検査 電圧,比重

確認 
― ― ― 

Ｊ 計測制御設備 

機能・性能検査

(論理回路･動作検査)

特性検査 

(校正･設定値確認検

査) 

機能・性能検査

(論理回路･動作検査)

特性検査 

(校正･設定値確認検

査) 

機能・性能検査

(論理回路･動作検査)

特性検査 

(校正･設定値確認検

査) 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ確認 ― ― ― 

Ｋ 遮蔽 構造検査 ― 外観点検 外観点検 ― ― ―

Ｌ 通信連絡設備 機能・性能検査 機能・性能検査 外観点検 外観点検 ― ― ―

Ｍ その他 (個別の設計) (個別の設計) (個別の設計) (個別の設計) ― ― ―
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 (2) 設備区分ごとの設計方針の整理 

   (1)で抽出した設備区分毎における試験又は検査項目について，試験又

は検査を可能とする設計方針について以下に整理する。なお，Ａ～Ｌの区

分に対して，以下の試験及び検査項目に対する設計が出来ない場合は，個

別に理由及び個別に設計方針を定める。 

設備区分 設計方針 関連資料

Ａ 

ポンプ,ファ

ン, 

圧縮機 

○機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能，分解が可能 

・機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能な設計とするとともに，

これらは他の系統へ悪影響を及ぼさず試験可能な設計とする。 

・分解が可能な設計とする。ただし，可搬型設備は分解又は取替が可

能な設計とする。 

・ポンプ車は車両として運転状態の確認及び外観の確認が可能な設計

とする。 

構造図 

系統図 

Ｂ 

弁 

(手動弁) 

(電動弁) 

(空気作動弁)

(安全弁) 

○機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能，分解が可能 

・機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能な設計とする。 

・分解点検が可能な設計とする。 

・人力による手動開閉機構を有する弁は規定トルクによる開閉確認が

可能な設計とする。 

構造図 

系統図 

Ｃ 
容器 

(タンク類)

○機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能，内部の確認が可能・マ

ンホール等設置 

・機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能な設計とするとともに，

これらは他の系統へ悪影響を及ぼさず試験可能な設計とする。 

・ボンベを除き，内部確認が可能なよう，マンホール等を設ける。 

・ボンベは規定圧力の確認及び外観の確認が可能な設計とする。 

・ほう酸水貯蔵タンクは，ほう酸濃度及びタンク水位を確認できる設

計とする。 

・よう素フィルタは銀ゼオライトの性能試験が可能な設計とする。 

・地下軽油タンクは油量を確認できる設計とする。 

・タンクローリーは車両としての運転状態の確認及び外観の確認が可

能な設計とする。 

構造図 

Ｄ 熱交換器 

○機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能，分解点検が可能。 

・機能・性能及び漏えいの確認が可能な設計とするとともに，これら

は他の系統へ悪影響を及ぼさず試験可能な設計とする。 

・分解点検が可能な設計とする。 

構造図 

Ｅ 
空調ユニッ

ト 

○機能・性能の確認が可能，内部の確認が可能・点検口の設置 

・機能・性能の確認が可能な設計とするとともに，これらは他の系統

へ悪影響を及ぼさず試験可能な設計とする。 

・フィルタを設置するものは，差圧確認が可能な設計とする。また内

部確認が可能なように，点検口を設ける設計とする。 

構造図 

Ｆ 流路 

○機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能 

・機能・性能及び漏えいの有無の確認が可能な設計とするとともに，

これらは他の系統へ悪影響を及ぼさず試験可能な設計とする。 

・熱交換器を流路とするものは，熱交換器の設計方針に従う。 

構造図 

Ｇ 内燃機関 

○機能・性能の確認が可能，分解が可能 

・機能・性能の確認が可能なように，発電機側の負荷を用いる試験系

統等により，機能・性能確認ができる系統設計とする。 

・分解が可能な設計とする。ただし，可搬型設備は分解又は取替が可

能な設計とする。 

構造図 

系統図 

83



共 2-22 

設備区分 設計方針 関連資料

Ｈ 発電機 

○機能・性能の確認が可能，分解が可能 

・機能・性能の確認が可能なように，各種負荷(ポンプ負荷，系統負

荷，模擬負荷）により機能・性能確認ができる系統設計とする。 

・分解が可能な設計とする。ただし，可搬型設備は分解又は取替が可

能な設計とする。 

・電源車は車両として運転状態の確認及び外観の確認が可能な設計と

する。 

系統図 

Ｉ 
その他電源

設備 

○機能・性能の確認が可能，分解が可能 

・各種負荷(系統負荷，模擬負荷），絶縁抵抗測定，弁の開閉又は試験

装置により，機能・性能の確認ができる系統設計とする。 

・鉛蓄電池は電圧測定が可能な系統設計とする。ただし，鉛蓄電池

（ベント型）は電圧及び比重測定が可能な系統設計とする。 

構造図 

系統図 

Ｊ 計測制御設備

○機能・性能の確認が可能，校正が可能，動作確認が可能 

・模擬入力により機能・性能の確認(特性確認又は設定値確認）及び校

正が可能な設計とする。 

・論理回路を有する設備は，模擬入力による機能確認として，論理回

路動作確認が可能な設計とする。 

ブロック

図 

Ｋ 遮蔽 

○主要部分の断面寸法の確認が可能，外観の確認が可能 

・主要部分の断面寸法の確認が可能な設計とする。 

・外観の確認が可能な設計とする。 

構造図 

Ｌ 
通信連絡設

備 

○機能・性能の確認が可能，外観の確認が可能 

・機能・性能の確認及び外観の確認が可能な設計とする。 
― 

Ｍ その他 
・Ａ－Ｌに該当しない設備(静的触媒式水素再結合器等）は，個別の設

計とする。 
― 

＊個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 1 項 第 4 号 

 切り替え性について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，切り替え性を確認するための区分及び設

計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   重大事故等対処設備のうち，本来の用途以外の用途として重大事故等 

に対処するために使用する設備は，通常時に使用する系統から速やかに切

替操作が可能なように，系統に必要な弁等を設ける設計とする。 

 

 (2) 対象選定の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ・速やかに系統を切り替えられること。 

  ｂ．対象選定 

   ・重大事故等に対処するために使用する系統であって，重大事故等時に

通常時から系統構成を変更する系統を選定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重大事故等対処設備

本来の用途以外の用途として

使用するための切替が必要 

本来の用途以外の用途として

使用するための切替が不要 

当該設備の使用に当たり

系統の切替が不要 

当該設備の使用に当たり

系統の切替が必要 

Ａ

Ｂａ

Ｂｂ
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2. 設計方針について 

 【要求事項：本来の用途以外の用途として重大事故等に対処するために使用

する設備にあっては，通常時に使用する系統から速やかに切り替えられる

機能を備えるものであること】 

  設計方針について，以下の表にまとめた。 

区分 設計方針 関連資料

本来の用途以外の用途とし

て使用するため，切替操作

が必要 

Ａ 

○本来の用途以外の用途として使用するため切替

 通常時の使用する系統から速やかに切替操作可

能なように，系統に必要な弁等を設ける。 

系統図 

 本来の用途以外の用途として使用するための切替操作が不要 

 当該系統の使用に当たり

切替操作が必要 
Ｂａ

○本来の用途として使用―切替必要 

 事象発生前に系統状態から速やかに切替操作が

可能なように，系統に必要な弁等を設ける。 

 当該系統の使用に当たり

切替操作が不要 
Ｂｂ

○本来の用途として使用―切替不要 

 切替せずに使用できる設計又は設計基準対象施

設として使用する場合と同じ系統構成で使用可

能な設計とする。 

＊個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 1 項 第 5 号 

 重大事故等対処設備の悪影響の防止について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，重大事故等対処設備の他の設備に対する

悪影響を確認するための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   重大事故等対処設備は発電用原子炉施設内の他の設備(設計基準対象施

設及び当該重大事故等対処設備以外の重大事故等対処設備）に対して悪影

響を及ぼさない設計とする。 

   他の設備への悪影響としては，重大事故等対処設備使用時及び待機時の

系統的な影響（電気的な影響を含む。）並びにタービンミサイル等の内部

発生飛散物による影響を考慮し，他の設備の機能に影響を及ぼさない設計

とする。 

   系統的な影響に対しては，重大事故等対処設備は，弁等の操作によって

設計基準対象施設として使用する系統構成から重大事故等対処設備として

の系統構成とすること，重大事故等発生前（通常時）の隔離又は分離され

た状態から弁等の操作や接続により重大事故等対処設備としての系統構成

とすること，他の設備から独立して単独で使用可能なこと，又は設計基準

対象施設として使用する場合と同じ系統構成で重大事故等対処設備として

使用することにより，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

   また，放水砲については，建屋への放水により，当該設備の使用を想定

する重大事故発生時において必要となる屋外の他の設備に悪影響を及ぼさ

ない設計とする。 

   内部発生飛散物による影響に対しては，内部発生エネルギーの高い流体
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を内蔵する弁及び配管の破断，高速回転機器の破損，ガス爆発並びに重量

機器の落下を考慮し，重大事故等対処設備がタービンミサイル等の発生源

となることを防ぐことで，他の設備に悪影響を及ぼさない設計とする。 

 

 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   〇系統設計的考慮事項 

    ①系統的な影響 

   〇その他の考慮事項 

    ②内部発生飛散物による影響 

  ｂ．類型化 

   ・①について「Ａａ」～「Ａｅ」に分類し，考慮する。 

   ・②については，内部発生エネルギーの高い流体を内蔵する機器を「Ｂ

ａ」，タービン等を有する高速回転機器を「Ｂｂ」と分類し考慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 重大事故等対処設備

の他の設備への悪影

響の防止 

Ａａ

Ａｂ

Ａｃ

Ａｄ

Ａｅ

Ｂａ

Ｂｂ

対象外

考慮事項 

①系統的な影響 弁等の操作で系統構成 

通常時は隔離又は分離

他設備から独立

ＤＢ施設と同じ系統構成 

その他

内部発生エネルギーの 

高い流体を内蔵する機器 

高速回転機器

その他設備

②内部発生飛散物
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2. 設計方針について 

 【要求事項：工場等内の他の設備に対して悪影響をおよぼさないものである

こと】 

 (1) 各考慮事項に対する設計方針は以下のとおり。 

  ① 系統的な影響 

類型化区分 

常設ＳＡ設備 可搬型ＳＡ設備 

屋外 屋内 屋外 屋内 

系統的な影響 

他の系統へ悪影響を及ぼさない系統構成が可能なよう以下のいずれかの設計と

する。 

・通常時の系統構成から，弁の閉止等によって重大事故等対処設備としての系

統構成が可能な設計とする。 

・通常時の隔離又は分離された状態から，弁等の操作や接続により重大事故等

対処設備としての系統構成が可能な設計とする。 

・他の設備から独立して使用可能な設計とする。 

・設計基準対象施設として使用する場合と同じ系統構成で使用可能な設計とす

る。 

・上記のいずれにも該当しない場合は，設備毎の設計により他の設備に悪影響

を及ぼさない設計とする。 

 

  ② 内部発生飛散物 

項目 設計方針 

内部発生エネルギーの高い流

体を内蔵する弁及び配管の破

断 

内部発生エネルギーの高い流体を内蔵する弁及び配管について，十

分な強度を持たせた設計とする。 

ボンベは高圧ガス保安法に適合する容器弁により飛散物が発生しな

いものとする。 

高速回転機器 飛散物とならない設計とする。 

ガス爆発 爆発性のガスを内包する機器は設置しない。 

重量機器の落下 
落下により他の設備に悪影響を与えるような重量機器は設置しな

い。 
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 (2) 各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

類型化区分 設計方針 関連資料

①系統的な影響 

Ａａ
弁等の操作で系

統構成 

通常時の系統構成から，弁の閉止等によっ

て重大事故等対処設備としての系統構成が

可能な設計とする。 

系統図 

配置図 

Ａｂ
通常時は隔離又

は分離 

通常時の隔離又は分離された状態から，弁

等の操作や接続により重大事故等対処設備

としての系統構成が可能な設計とする。 

Ａｃ 他設備から独立 
他の設備から独立して単独で使用可能な設

計とする。 

Ａｄ
ＤＢ施設と同様

の系統構成 

設計基準対象施設として使用する場合と同

じ系統構成で使用可能な設計とする。 

Ａｅ その他 
設備毎の設計により他の設備に悪影響を及

ぼさない設計とする。 

②内部発生飛散物

Ｂａ

内部発生エネル

ギーの高い液体

を内蔵する機器 

内部発生エネルギーの高い流体を内蔵する

弁及び配管について，十分な強度をもたせ

た設計とする。 

強度計算書

Ｂｂ 高速回転機器 
タービン等が破損により飛散することがな

いよう設計する。 
構造図 

対象外 ― ― 

＊個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 1 項 第 6 号 

 重大事故等対処設備の設置場所について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，設置場所を確認するための区分及び設計

方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   重大事故等対処設備は，想定される重大事故等が発生した場合において

も操作及び復旧作業に支障がないように，放射線量が高くなるおそれの少

ない場所を選定する，又は当該設備の設置場所に遮蔽を設置等することに

より，設置場所での操作が可能な設計とする，若しくは，設置場所とは異

なる区画や離れた場所で，放射線の影響を受けない位置からの遠隔操作を

可能とする，又は中央制御室遮蔽区域内である中央制御室から操作可能な

設計とする。 

 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ・放射線の影響 

  ｂ．類型化 

   ・操作(復旧作業を含む。以下同じ。）の有無で分類を行い，操作が必要

な設備を「Ａ」，「Ｂ」に，操作が不要な設備を「対象外」として分類。 

   ・中央制御室遮蔽区域の内外で分類し，放射線の影響を受ける中央制御

室外で現場操作を行う設備を「Ａ」として分類し，設置場所の放射線

量が高くなるおそれが少ない場合を「ａ」，放射線量が高くなるおそ

れがある場合を「ｂ」として分類。 

   ・放射線の影響を考慮した設計を行っている中央制御室遮蔽区域内であ
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る中央制御室から操作可能な設備を「Ｂ」として分類。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 設計方針について 

 【要求事項：想定される重大事故等が発生した場合において重大事故等対

処設備の操作及び復旧作業を行うことができるよう，放射線量が高くな

るおそれが少ない設置場所の選定，設置場所への遮蔽物の設置その他の

適切な措置を講じたものであること。】 

  各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

類型化区分 設計方針 関連資料

Ａ 

現場操作 

Ａａ 
現場(設置場所）

で操作可能 

○現場操作(設置場所） 

 放射線量の高くなるおそれの少ない場所の選定若

しくは当該設備への遮蔽の設置等により当該設備

の設置場所(使用場所）で操作可能な設計とする。

配置図 

Ａｂ 
現場(遠隔）で 

操作可能 

○現場操作(遠隔） 

 放射線量の影響を受けない離れた場所から遠隔で

操作可能な設計とする。 

配置図 

Ｂ 

中央制御

室操作 

Ｂ 
中央制御室で 

操作可能 

○中央制御室操作 

 中央制御室遮蔽区域内である中央制御室から操作

可能な設計とする。 

― 

操作不要 対象外 操作不要 

○対象外（操作不要） 

 操作不要な設備については，設置場所に係る設計

上の配慮はない。 

仕様表 

＊個別条文で記載する事項を下波部で示す 

設置場所 

の選定 

操作が不要

な設備 

放射線量が高くなる 

おそれが少ない 

放射線量が高くなる

おそれがある 

Ａ

Ｂ

ａ

ｂ

操作が必要

な設備 
考慮事項 

 放射線の影響

現場操作を

行う設備 

中央制御室

から操作可

能な設備 

対象外 
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 2 項 第 1 号 

 常設重大事故等対処設備の容量等について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，常設重大事故等対象設備の容量等の適合

性を確認するための区分及び操作方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   常設重大事故等対処設備は，想定される重大事故等の収束において，想

定する事象及びその事象の進展等を考慮し，重大事故等発生時に必要な目

的を果たすために，事故対応手段としての系統設計を行う。重大事故等の

収束は，これらの系統の組合せにより達成する。 

   常設重大事故等対処設備のうち重大事故等への対処を本来の目的として

設置する系統及び機器を使用するものについては，系統の目的に応じて必

要な容量等を有する設計とする。 

   なお，「容量等」とは，ポンプ流量，タンク容量，伝熱容量，弁放出流

量，発電機容量及び蓄電池容量並びに計装設備の計測範囲及び作動信号の

設定値とする。 

   常設重大事故等対処設備のうち設計基準対象施設の系統及び機器を使用

するものについては，設計基準対象施設の容量等の仕様が，系統の目的に

応じて必要となる容量等に対して十分であることを確認した上で，設計基

準対象施設としての容量等と同仕様の設計とする。 

   常設重大事故等対処設備のうち設計基準対象施設の系統及び機器を使用

するもので，重大事故等発生時に設計基準対象施設の容量等を補う必要が

あるものについては，その後の事故対応手段と合わせて，系統の目的に応

じて必要となる容量等を有する設計とする。 
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(2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ・必要な容量等 

    ①圧力，②配管圧損，③温度について，設計仕様により考慮する。 

   ・④設計基準対象施設との容量等の比較 

   ・⑤補給による追加手段 

   ・その他，設備毎の考慮事項があれば，必要により個別設備の設計方針

に加える。 

 

  ｂ．類型化 

   ・常設重大事故等対処設備のうち重大事故等への対処を本来の目的とし

て設置する系統及び機器は「Ａ」と分類する。 

   ・常設重大事故等対処設備のうち設計基準対象施設の系統及び機器を使

用するもので，設計基準対象施設の容量等の仕様が，系統の目的に応

じて必要となる容量等に対して十分であるものについては「Ｂ」，重

大事故等時に設計基準対象施設の容量等を補う必要があるものについ

ては「Ｃ」に分類する。 

   ・流路として期待する配管，ストレーナ等は対象外とする。（これら設

備の圧力損失は，詳細設計段階でポンプ流量の設定において考慮す

る。） 

 

 

 

 

  

重大事故等への対処を本来の

目的として設置するもの 必要な容量等

の設計 
考慮事項 

①圧力 

②配管圧損 

③温度 

④設計基準対象施設

との容量等の比較 

⑤補給 

その他設備毎の考慮 

設計基準対象施設の系統

及び機器を使用するもの 

流路 

Ａ

Ｂ

対象外

必要な容量等に対して 

十分であるもの 

容量等を補う 

必要があるもの 
Ｃ
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2. 設計方針について 

 【要求事項：想定される重大事故等の収束に必要な容量を有するものである

こと】 

  各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

類型化区分 設計方針 

Ａ 

重大事故等への対処を本

来の目的として設置する

もの 

常設重大事故等対処設備は，系統の目的に応じて必要な

容量等を有する設計とする。 

Ｂ 
設計基準対象施設の系統

及び機器の容量等が十分 

設計基準対象施設の容量等の仕様が，系統の目的に応じ

て必要となる容量等の仕様に対して十分であることを確

認した上で，設計基準対象施設の容量等と同仕様の設計

とする。 

Ｃ 
設計基準対象施設の容量

等を補うもの 

重大事故等時に設計基準対象施設の容量等を補う必要が

あるものについては，その後の事故対応手段と合わせ

て，系統の目的に応じて必要な容量等を有する設計とす

る。 

対象外 流路，その他設備 

詳細設計の段階でポンプ流量の設定において，圧力損失

を考慮する。弁（逃がし弁，安全弁以外），制御設備，

遮蔽等は容量等の設定がないため対象外とする。 

＊個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 2 項 第 2 号 

 発電用原子炉施設での共用の禁止について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，共用の禁止を確認するための区分及び設

計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   重大事故等対処設備の各機器については，二以上の発電用原子炉施設に

おいて共用しない設計とする。 

 

 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ・二以上の発電用原子炉施設において共用しない設計とする。 

 

2. 設計方針について 

 【要求事項：二以上の発電用原子炉施設において共用するものでないこと。

ただし，二以上の発電用原子炉施設と共用することによって当

該二以上の発電用原子炉施設の安全性が向上する場合であっ

て，同一の工場等内の他の発電用原子炉施設に対して悪影響を

及ぼさない場合は，この限りではない。】 

  設計方針について，以下の表にまとめた。 

設計方針 備考 

二以上の発電用原子炉施設において共用しない設計とする。  
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■設置許可基準規則 第 43 条 第 2 項 第 3 号 

 常設重大事故防止設備の共通要因故障について 

１． 概要 

   重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規

則により要求されている項目のうち，常設重大事故防止設備の共通要因故

障防止に関する健全性を確保するための区分及び設計方針について整理し

た。 

 (1) 基本設計方針 

   常設重大事故防止設備は，設計基準事故対処設備及び使用済燃料プール

の冷却機能若しくは注水機能を有する設備（以下「設計基準事故対処設備

等」という。）の安全機能と共通要因によって同時にその機能が損なわれ

るおそれがないよう，可能な限り多様性，独立性，位置的分散を考慮して

適切な措置を講じた設計とする。ただし，常設重大事故防止設備のうち，

計装設備について，重要代替監視パラメータ（当該パラメータの他のチャ

ンネルの計器を除く。）による推定は，重要監視パラメータと異なる物理

量（水位，注水量等）又は測定原理とする等，重要監視パラメータに対し

て可能な限り多様性を持った方法により計測できる設計とする。重要代替

監視パラメータは重要監視パラメータと可能な限り位置的分散を図る設計

とする。 

   共通要因としては，環境条件，自然現象，発電用原子炉施設の安全性を

損なわせる原因となるおそれがある事象であって人為によるもの（以下

「外部人為事象」という。），溢水，火災及びサポート系の故障を考慮する。 

自然現象については，地震，津波，洪水，風（台風），竜巻，凍結，降

水，積雪，落雷，地滑り，火山の影響，生物学的事象，森林火災及び高潮

の事象を考慮する。 
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   地震，津波以外の自然現象の組合せについては，風（台風），積雪及び

火山の影響を考慮する。 

   地震，津波を含む自然現象の組合せについては，それぞれ「2.1.2 耐

震設計の基本方針」「2.1.3 耐津波設計の基本方針」にて考慮する。 

   外部人為事象については，航空機落下，ダムの崩壊，爆発，近隣工場等

の火災，有毒ガス，船舶の衝突，電磁的障害及び故意による大型航空機衝

突その他のテロリズム等の事象を考慮する。 

故意による大型航空機衝突その他のテロリズムについては，可搬型重大

事故等対処設備による対策を講じることとする。 

   建屋については，地震，津波，火災及び外部からの衝撃による損傷を防

止できる設計とする。 

   重大事故等対処設備については，可能な限り多様性を考慮する。 

   環境条件に対しては，想定される重大事故等が発生した場合における温

度，放射線，荷重及びその他使用条件において，常設重大事故防止設備が

その機能を確実に発揮できる設計とする。重大事故等発生時の環境条件に

おける健全性については「2.3.3 環境条件等」に記載する。風（台風）

及び竜巻のうち風荷重，凍結，降水，積雪，火山の影響及び電磁的障害に

対して，常設重大事故防止設備は環境条件にて考慮し機能が損なわれない

設計とする。 

   常設重大事故防止設備は，「2.1.1 発電用原子炉施設の位置」に基づく

地盤上に設置するとともに，地震，津波及び火災に対しては，「2.1.2 耐

震設計の基本方針」，「2.1.3 耐津波設計の基本方針」及び「2.2 火災に

よる損傷の防止」に基づく設計とする。地震，津波，溢水及び火災に対し

て，常設重大事故防止設備は，設計基準事故対処設備等と同時に機能を損

なうおそれがないように，可能な限り設計基準事故対処設備等と位置的分
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散を図る。また，常設重大事故防止設備は，地震による使用済燃料プール

からの溢水に対して機能を損なわない設計とする。 

   風(台風)，竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，火山の影響，生物学的事象，

森林火災，爆発，近隣工場等の火災，有毒ガス及び電磁的障害に対して，

常設重大事故防止設備は，外部からの衝撃による損傷の防止が図られた建

屋内に設置するか，又は設計基準事故対処設備等と同時に機能を損なうお

それがないように，位置的分散を図り，屋外に設置する。 

   落雷に対して常設代替高圧電源装置は，避雷設備又は接地設備により防

護する設計とする。 

   生物学的事象のうちネズミ等の小動物に対して常設重大事故防止設備は，

侵入防止対策により安全機能が損なわれるおそれのない設計とする。また，

生物学的事象のうちクラゲ等の海生生物から影響を受けるおそれのある屋

外の常設重大事故防止設備は，侵入防止対策等により安全機能が損なわれ

るおそれのない設計とする。 

   洪水，地滑り，ダムの崩壊及び近隣工場等の火災のうち石油コンビナー

ト施設等の火災については，立地的要因により設計上考慮する必要はない。 

   高潮及び船舶の衝突については，影響をうけない敷地高さに設置する。 

   航空機落下については，原子炉施設への航空機落下確率が，防護設計の

要否を判断する基準である 10‐７回／炉・年を超えないとの理由により設

計上考慮する必要はない。 

   サポート系の故障に対しては，系統又は機器に供給される電力，空気，

油，冷却水を考慮し，常設重大事故防止設備は，設計基準事故対処設備等

と異なる駆動源，冷却源を用いる設計とする。又は駆動源，冷却源が同じ

場合は別の手段が可能な設計とする。また，常設重大事故防止設備は設計

基準事故対処設備等と可能な限り異なる水源を用いる設計とする。 
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   なお，常設重大事故緩和設備，及び防止でも緩和でもない常設重大事故

等対処設備は，共通要因に対して，同一の機能を有する設備と同時に機能

を損なうおそれがないように，同一の機能を有する設備と，可能な限りの

多様性，位置的分散を図る設計とするか，可能な限り頑健性をもたせた設

計とする。 

   更に，重大事故等対処設備は，共通要因により，重大事故等対処設備の

有する原子炉の未臨界移行機能，燃料冷却機能，格納容器除熱機能及び使

用済燃料プール注水の各機能を損なわないよう，同一の機能を有する重大

事故等対処設備と可能な限り多様性，位置的分散を図る設計とする。 
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 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ①環境条件，自然現象，外部人為事象，溢水，火災 

   ②サポート系による要因：系統又は機器に供給される電力，燃料油，空

気，冷却水，水源 

 

  ｂ．類型化 

   ①環境条件，自然現象，外部人為事象，溢水，火災については，屋内設

備と屋外設備に分類する。 

   ②サポート系による要因については，設備毎に考慮する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 常設重大事

故防止設備

の共通要因

故障防止 

①環境条件 

 自然現象 

 外部人為事象

 溢水 

 火災 

②サポート系に

よる要因 

防止設備

緩和設備，防止でも 

緩和でもない設備 同一目的のＳＡ設備 

又はＤＢ設備あり 

サポート系あり 

サポート系なし 

考慮事項 
共通要因の考慮 

対象設備あり

共通要因の考慮

対象設備なし※

屋外

屋内

同一目的のＳＡ設備 

又はＤＢ設備なし 

異なる駆動源，冷却源等

別の手段 

Ａａ 

Ａｂ

Ｂ 

対象外 

Ｃｂ 

Ｃａ 

対象外 

対象外

※設計基準対象施設の機能喪失を想定して設置する重大事故等対処設備だけでなく，重

大事故等時に設計基準対象施設としての機能を期待する設備についても重大事故等対

処設備（設計基準拡張）と位置付けている。これら設備については，共通要因故障を

考慮すべき代替対象の設計基準対象施設がない。 

重大事故等対処設備 

常設重大事故防止設備 

共通要因故障対象設備 

設計基準事故対処設備 
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2. 設計方針について 

 【要求事項：常設重大事故防止設備は，共通要因によって設計基準事故対処

設備の安全機能と同時にその機能が損なわれるおそれがないよ

う，適切な措置を講じたものであること】 

 (1) 各考慮事項に対する設計方針は以下のとおり。 

  ①環境条件，地震，津波，その他自然現象，外部事象，溢水，火災 

項目 
ＤＢ設備 常設ＳＡ設備 

屋外 屋内 屋外 屋内 

環境条件 
第 12 条（安全施設）に基づく

設計とする。 

第 43 条第 1 項第 1 号の環境条件として健全性を確認して

いる。 

地盤 

第 3 条（設計基準対象施設の

地盤）に基づく地盤上に設置

する。 

第 38 条（重大事故等対処施設の地盤）に基づく地盤上に

設置する。 

自
然
現
象 

地震 

第 4 条（地震による損傷の防

止）に基づく設計とする。 

第 39 条（地震による損傷の防止）に基づく設計とする。

位置的分散（2 項） 

津波 

第 5 条（津波による損傷の防

止）に基づく設計とする。 

第 40 条（津波による損傷の防止）に基づく設計とする。

位置的分散（2 項） 

洪水 立地的要因から考慮不要。 

風（台風） 

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

設計基準事故対処設備と同時に

その機能が損なわれないよう位

置的分散を図り設置する。 

第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）に基

づき設計された建屋内に

設置する。 位置的分散（2 項） 

竜巻 

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

設計基準事故対処設備と同時に

その機能が損なわれないよう位

置的分散を図り設置する。 

第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）に基

づき設計された建屋内に

設置する。 位置的分散（2 項） 

凍結 

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

設計基準事故対処設備と同時に

その機能が損なわれないよう位

置的分散を図り設置する。 

第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）に基

づき設計された建屋内に

設置する。 位置的分散（2 項） 

降水 

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

設計基準事故対処設備と同時に

その機能が損なわれないよう位

置的分散を図り設置する。 

第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）に基

づき設計された建屋内に

設置する。 位置的分散（2 項） 

積雪 

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

設計基準事故対処設備と同時に

その機能が損なわれないよう位

置的分散を図り設置する。 

第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）に基

づき設計された建屋内に

設置する。 位置的分散（2 項） 

落雷 

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

設計基準事故対処設備と同時に

その機能が損なわれないよう位

置的分散を図り設置する。 

第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）に基

づき設計された建屋内に

設置する。 位置的分散（2 項） 

地滑り 立地的要因から考慮不要。 
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項目 
ＤＢ設備 常設ＳＡ設備 

屋外 屋内 屋外 屋内 

 

火山の影響 

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

設計基準事故対処設備と同時に

その機能が損なわれないよう位

置的分散を図り設置する。 

第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）に基

づき設計された建屋内に

設置する。 位置的分散（2 項） 

生物学的事象 

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

設計基準事故対処設備と同時に

その機能が損なわれないよう位

置的分散を図り設置する。 

第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）に基

づき設計された建屋内に

設置する。 位置的分散（2 項） 

森林火災 

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

防火帯の内側に，設計基準事故

対処設備と同時にその機能が損

なわれないよう位置的分散を図

り設置する。 

第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）の基

づき設計された建屋内に

設置する。 
位置的分散（2 項） 

高潮 高潮の影響を受けない敷地高さに設置する。 

外
部
人
為
事
象 

航空機落下 
原子炉施設への航空機落下確率が，防護設計の要否判断を判断する基準である 10‐７回／

炉・年を超えないとの理由から考慮不要。 

ダムの崩壊 ダムの崩壊により影響を及ぼす河川はない。 

爆発 

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

設計基準事故対処設備と同時に

その機能が損なわれないよう位

置的分散を図り設置する。 

第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）の基

づき設計された建屋内に

設置する。 位置的分散（2 項） 

近隣工場等の

火災 

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

設計基準事故対処設備と同時に

その機能が損なわれないよう位

置的分散を図り設置する。 

第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）の基

づき設計された建屋内に

設置する。 位置的分散（2 項） 

有毒ガス 

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

設計基準事故対処設備と同時に

その機能が損なわれないよう位

置的分散を図り設置する。 

第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）の基

づき設計された建屋内に

設置する。 位置的分散（2 項） 

船舶の衝突 船舶の衝突の影響を受けない敷地高さに設置する。 

電磁的障害 

第 6 条（外部からの衝撃によ

る損傷の防止）に基づく設計

とする。 

設計基準事故対処設備と同時に

その機能が損なわれないよう位

置的分散を図り設置する。 

第 6 条（外部からの衝撃

による損傷の防止）の基

づき設計された建屋内に

設置する。 

位置的分散（2 項）  

故意による大

型航空機の衝

突その他のテ

ロリズム 

－ 

（可搬型重大事故等対処設備と同時にその機能が損なわれないよう，位置的分散を図り設

置する。） 

溢水 

第 9 条（溢水による損傷の防

止等）に基づく設計とする。

設計基準事故対処設備と同時にその機能が損なわれないよ

う位置的分散を図り設置する。 

位置的分散（区画）（2 項） 

火災 

第 8条（火災による損傷の防

止）に基づく設計とする。 第 41 条（火災による損傷の防止）に基づく設計とする。

位置的分散（区画）（2 項） 
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②サポート系 
共通要因 ポンプ等 発電機 弁 パラメータ 

電源 

・電源の多様性[常設

代 替 交 流 電 源 設

備，可搬型代替交

流電源設備(⇔非常

用ディーゼル発電

機)] 

― 

・電源の多様性[常設

代 替 交 流 電 源 設

備，可搬型代替交

流電源設備，常設

代 替 直 流 電 源 設

備，可搬型代替直

流電源設備，所内

常設代替直流電源

設備(⇔非常用ディ

ーゼル発電機)] 

・電源の多重性 

[直 流 125V 蓄 電 池

（2A）] 

[ 直 流 125V 蓄 電 池

（2B）] 

重大事故等対処設備

のみに使用するパラ

メータは，緊急用直

流 125V 蓄電池より給

電可能 

・電源の多様性[常設

代 替 直 流 電 源 設

備，常設代替交流

電源設備，可搬型

代 替 交 流 電 源 設

備，可搬型代替直

流電源設備(⇔直流

電源設備，非常用

デ ィ ー ゼ ル 発 電

機)] 

燃料油 ― 

・燃料移送の多重性

[常設代替高圧電源

装置用燃料移送ポ

ンプ (⇔非常用デ

ィーゼル発電機用

燃料移送ポンプ)]

― ― 

空気 ― ― 

・駆動方式の多様性

[高圧窒素ガスボン

ベ(⇔アキュムレー

タ)] 

― 

冷却方式 

・冷却方式の多様性

[自己冷却(⇔残留

熱除去系海水系)]

・冷却方式の多様性

[空気冷却(⇔非常

用ディーゼル発電

機海水系)] 

― ― 

水源 

・異なる水源[代替淡

水貯槽，淡水貯水

池，海水(⇔サプレ

ッ シ ョ ン ・ プ ー

ル)] 

― ― ― 

＊弧内の設備は，多様性，多重性等の対象となる設計対象施設を表す 
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 (2) 各区分における設計方針については，以下の表にまとめた 

類型化区分 設計方針 関連資料

①環境条件 

 自然現象 

 外部人為事象

 溢水 

 火災 

共通 

第 43 条第 1 項第 1 号の環境条件を考慮する設計とす

る。 

生物学的事象のうち，ネズミ等の小動物に対して，屋

外の常設重大事故防止設備は，侵入防止対策を実施す

ることで機能が損なわれるおそれのない設計とする。 

配置図

系統図

常
設
重
大
事
故
防
止
設
備 

共通要因

の考慮対

象設備あ

り 

屋
内

Ａａ

○防止設備－対象(代替対象 DB 設備有り)－屋内 

地震，津波，溢水及び火災に対しては，設計基準事故

対処設備と同時に機能を損なうおそれがないように，

可能な限り設計基準事故対処設備と位置的分散を図る

設計とする。 

風（台風），竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，火山の影

響，生物学的事象，森林火災，爆発，近隣工場等の火

災，有毒ガス及び電磁的障害に対して外部からの衝撃

による損傷の防止が図られた建屋内に設置する。 

屋
外

Ａｂ

○防止設備－対象(代替対象 DB 設備有り)－屋外 

地震，津波，溢水及び火災に対しては，設計基準事故

対処設備と同時に機能を損なうおそれがないように，

可能な限り設計基準事故対処設備と位置的分散を図る

設計とする。 

風（台風），竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，火山の影

響，生物学的事象，森林火災，爆発，近隣工場等の火

災，有毒ガス及び電磁的障害に対して設計基準事故対

処設備と同時にその機能が損なわれないよう位置的分

散を図り設置する。 

共通要因 

の考慮対象

設備なし 

対象外

○防止設備－対象外(共通要因の考慮対象設備なし) 

― 

(環境条件，自然現象，外部人為事象，溢水，火災及び

サポート系の故障に対して，修復性等を考慮し，可能

な限り頑健性を持たせた設計とする。) 

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
及
び
防
止
で
も

緩
和
で
も
な
い
常
設
重
大
事
故
対
処
設
備

同一機能の

設備あり 
Ｂ 

○緩和設備又は防止でも緩和でもない設備―対象（同

一目的の SA 設備あり） 

環境条件，自然現象，外部人為事象，溢水，火災及び

サポート系の故障に対して，可能な限りの多様性，位

置的分散を図る設計とする。若しくは修復性等を考慮

し，可能な限り頑健性をもたせた設計とする。 

 

同一機能の

設備なし 
対象外

○緩和設備又は防止でも緩和でもない設備―対象（同

一目的の SA 設備なし） 

― 

（環境条件，自然現象，外部人為事象，溢水，火災及

びサポート系の故障に対して，修復性等を考慮し，可

能な限り頑健性をもたせた設計とする。） 

②サポート系 

サポート

系あり

異なる駆

動源，冷

却源 

Ｃａ

○対象（サポート系有り）―異なる駆動源又は冷却源 

常設重大事故防止設備は，設計基準事故対処設備と異

なる駆動源，冷却源を用いる設計とする。また，水源

についても可能な限り異なる水源を用いる設計とす

る。 

系統図

別の手段 Ｃｂ

○対象（サポート系有り）―別の手段 

常設重大事故防止設備は，駆動源，冷却源が同じ場合

は別の手段が可能な設計とする。また，水源について

も可能な限り異なる水源を用いる設計とする。 

サポート

系なし

 
― 対象外（サポート系なし） 

 ＊個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第43条 第3項 第1号 

 可搬型重大事故等対処設備の容量等について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，可搬型重大事故等対処設備の容量等の適

合性を確認するための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   可搬型重大事故等対処設備は，想定される重大事故等の収束において，

想定する事象及びその事象の進展を考慮し，事故対応手段としての系統設

計を行う。重大事故等の収束は，これらの系統の組合せにより達成する。 

   可搬型重大事故等対処設備は，必要な容量等に加え，十分に余裕のある

容量等を有する設計とする。 

   なお，「容量等」とは，必要となる機器のポンプ流量，発電機容量，蓄

電池容量及びボンベ容量並びに計測器の計測範囲とする。 

   可搬型重大事故等対処設備の複数の機能を兼用することで，設置の効率

化，被ばく低減が図れるものは，同時に要求される可能性がある複数の機

能に必要な容量等を合わせた容量等とし，兼用できる設計とする。 

   可搬型重大事故等対処設備のうち，原子炉建屋の外から水又は電力を供

給する注水設備及び電源設備は，必要となる容量等を有する設備を2セッ

トに加え，故障時のバックアップ及び保守点検による待機除外時のバック

アップを確保する。 

   また，可搬型重大事故等対処設備のうち，負荷に直接接続する高圧窒素

ガスボンベ及び逃がし安全弁用可搬型電池は，必要となる容量等を有する

設備を1基あたり1セットに加え，故障時のバックアップ及び保守点検によ

る待機除外時のバックアップとして発電所全体で予備を確保する。 
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   上記以外の可搬型重大事故等対処設備は，必要となる容量等を有する設

備を1セット確保し，プラントの安全性を向上させる観点から，設備の信

頼度等を考慮して，自主的にバックアップを確保する。 

   詳細な設備仕様については，「3. 個別機能の設計方針」のうち各設備

の「容量等」に示す。 

 

 (2) 類型化 

  ａ．考慮事項 

   (a) 容量 

    ・想定する事象及びその事象の進展を考慮し，事故対応手段としての

系統設計を行う 

   (b) 数量 

    ・可搬型重大事故等対処設備の使用方法を考慮し，必要数量を設計す

る。 

     ①原子炉建屋の外から水又は電力を供給する設備かどうか 

     ②負荷に直接接続する可搬型重大事故等対処設備か 

 

  ｂ．類型化 

   (a) 容量 

    ・類型化なし 

   (b) 数量 

    ・原子炉建屋の外から水又は電力を供給する可搬型重大事故等対処設

備を「Ａ」，負荷に直接接続する可搬型重大事故等対処設備を

「Ｂ」，それ以外を「Ｃ」に分類する。 
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数量 

原子炉建屋の外から 

水又は電力を供給する 

設備 

負荷に直接接続する 

設備 

その他設備

Ａ 

考慮事項 

・必要数量 

 ①原子炉建屋の外

から水又は電力

を供給する設備

か 

 ②負荷に直接接続

する設備か 

Ｂ 

Ｃ 

108



共 2-47 

2. 設計方針について 

【要求事項：想定される重大事故等の収束に必要な容量に加え，十分に余裕の

ある容量を有するものであること】 

  各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

 (1) 必要容量 

   系統の目的に応じて必要な容量を有する設計とする。 

   複数の機能を兼用することで，設置効率化，被ばくの低減を図れるもの

は，同時に要求される可能性のある複数の機能に必要な容量を合わせた容

量とし，兼用できる設計とする。 

 

 (2) 数量 

類型化区分 設計方針 主な対象設備 

Ａ 

原子炉建屋の外から水又

は電力を供給する可搬型

重大事故等対処設備 

必要となる容量等を有する設備を2セットに

加え，故障時のバックアップ及び保守点検

による待機除外時のバックアップを1台確保

する。 

・可搬型代替注水大型ポンプ 

・可搬型代替低圧電源車 

・可搬型整流器 

Ｂ 

負荷に直接接続する可搬

型重大事故等対処設備 

必要となる容量等を有する設備を1セットに

加え，故障時のバックアップ及び保守点検

による待機除外時のバックアップを確保す

る。 

・高圧窒素ガスボンベ 

・逃がし安全弁用可搬型蓄電池 

Ｃ 

その他設備 

必要となる容量等を有する設備を1セット確

保することに加え，プラントの安全性を向

上させる観点から，設備の信頼度等を考慮

して，自主的にバックアップを確保する。 

・その他設備 
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■設置許可基準規則 第43条 第3項 第2号 

 可搬型重大事故等対処設備の常設設備との接続性について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，可搬型重大事故等対処設備の常設設備と

の接続性を確認するための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   可搬型重大事故等対処設備を常設設備と接続するものについては，容易

かつ確実に接続できるように，ケーブルはボルト・ネジ又はより簡便な接

続方式を用い，配管はフランジ接続により容易かつ確実に接続できる設計

とする。高圧窒素ガスボンベ及びタンクローリ等については，各々専用の

接続方式を用い，容易かつ確実に接続できる設計とする。 

 

 (2) 対象選定の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ・容易かつ確実に接続できる設計とする。 

 

  ｂ．類型化 

   ・内部流体等(水，空気，電気)に応じて各々適切な接続方式を採用して

おり，その接続形態に応じた区分に類型化する。 
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１ 

 

 

 

 

 

  

ケーブル

配管

接続方法 

その他

Ａ

常設設備

と接続す

るものに

限る 

Ｃ

Ｂ

Ｄ

より簡便な接続規格

等による接続 

専用の接続 

ボルト・ネジ接続

フランジ接続

考慮事項 

 ①容易かつ確実な接続 

②接続方式の統一
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2. 設計方針について 

【要求事項:常設設備(発電用原子炉施設と接続されている設備又は短時間に発

電用原子炉施設と接続することができる常設の設備をいう。以下

同じ。)と接続するものにあっては，当該常設設備と容易かつ確

実に接続することができ，かつ，二以上の系統又は発電用原子炉

施設が相互に使用することができるよう，接続部の規格の統一そ

の他の適切な措置を講じたものであること】 

 

  各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

区 分 設計方針 主な対象設備 

Ａ 

ボルト・ネジ接続

ケーブルは，ボルト・ネジ接続等を用い，容

易かつ確実に接続できる設計とする。 
逃がし安全弁用蓄電池

Ｂ 

フランジ接続 

配管は，フランジ接続により容易かつ確実に

接続できる設計とする。また，同一ポンプを

接続する配管は口径を統一する等，複数の系

統での接続方式の統一を図った設計とする。

可搬型代替大型ポンプ 

Ｃ 

より簡便な接続 

ケーブルは，簡便な接続方式としてコネクタ

型とし，容易かつ確実に接続できる設計とす

る。 

 

可搬型代替低圧電源車 

Ｄ 

専用の接続 

上記以外の接続方式については，個別に設計

する。 

高圧窒素ガスボンベ 

タンクローリ 

＊個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第43条 第3項 第3号 

 異なる複数の接続箇所の確保について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，異なる複数の接続箇所の確保を確認する

ための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   原子炉建屋の外から水又は電力を供給する可搬型重大事故等対処設備と

常設設備との接続口は，共通要因によって接続することができなくなるこ

とを防止するため，建屋の異なる面の隣接しない位置又は屋内に適切な離

隔距離をもって複数箇所設置する。 

   共通要因としては，環境条件，自然現象，外部人為事象，溢水及び火災

を考慮する。 

   自然現象については，地震，津波，洪水，風（台風），竜巻，凍結，降

水，積雪，落雷，地滑り，火山の影響，生物学的事象，森林火災及び高潮

を考慮する。 

地震，津波以外の自然現象の組合せについては，風（台風），積雪及び

火山の影響による荷重の組合せを考慮する。地震，津波を含む自然現象の

組合せについては，それぞれ「2.1.2 耐震設計の基本方針」「2.1.3 耐

津波設計の基本方針」にて考慮する。 

   外部人為事象としては，航空機落下，ダムの崩壊，爆発，近隣工場等の

火災，有毒ガス，船舶の衝突，電磁的障害及び故意による大型航空機の衝

突その他テロリズムを考慮する。 

   環境条件に対して，接続口は，想定される重大事故等が発生した場合に

おける温度，放射線，荷重及びその他の使用条件において，その機能を確
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実に発揮できる設計とする。重大事故等発生時の環境条件における健全性

については「2.3.3 環境条件等」に記載する。また，風（台風）又は竜

巻による風荷重，凍結，降水，積雪，火山の影響及び電磁的障害に対して

は，環境条件にて考慮し，機能が損なわれない設計とする。 

   地震に対して，接続口は，「2.1.1 発電用原子炉施設の位置」に基づ

く地盤上の建屋内又は建屋面に複数箇所設置する。屋外に設置する場合

は，地震により生ずる敷地下斜面のすべり，液状化及び揺すり込みによる

不等沈下，地盤支持力の不足，地中埋設構造物の損壊等の影響により機能

を喪失しない位置に設置する。 

   地震，津波及び火災に対しては，「2.1.2 耐震設計の基本方針」

「2.1.3 耐津波設計の基本方針」及び「2.2 火災による損傷の防止」に

基づく設計とする。 

   溢水に対しては，想定される溢水水位に対して機能を喪失しない位置に

設置する。 

   風（台風），竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，火山の影響，生物学的事

象，森林火災，爆発，近隣工場等の火災，有毒ガス，電磁的障害及び故意

による大型航空機の衝突その他テロリズムに対して，隣接しない位置に接

続口を複数箇所設置する。 

   生物学的事象のうちネズミ等の小動物に対して屋外に設置する場合は，

開口部の閉止により安全機能が損なわれるおそれのない設計とする。 

   洪水，地滑り，ダムの崩壊及び近隣工場等の火災のうち石油コンビナー

ト施設等の火災については，立地的要因により設計上考慮する必要はな

い。 

高潮及び船舶の衝突については，影響を受けない敷地高さに設置する設

計とする。 
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航空機落下については，原子炉施設への航空機の落下確率が，防護設計

の要否を判断する基準である10‐７回／炉・年を超えないとの理由により

設計上考慮する必要はない。 

   また，可搬型代替低圧電源車の接続については，一つの接続口で可搬型

代替交流電源設備と可搬型代替直流電源設備の二つの機能を兼用して使用

することから，それぞれの機能に必要な容量が確保出来る接続口を設け

る。 
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 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ① 重大事故等発生時における環境条件 

   ② 自然現象 

   ③ 外部人為事象 

   ④ 溢水 

   ⑤ 火災 

   ⑥ 容量 

 

  ｂ．類型化 

   ・可搬型重大事故等対処設備の接続対象として，原子炉建屋の外から水

又は電源供給するものを「Ａ」と分類し，その他設備を対象外と分

類。 

   ・複数の機能で一つの接続口を使用する設備については「ａ」，その他

を「ｂ」と分類。 

 

 

 

 

 

 

  

可搬型重大事

故等対処設備 

複数の機能で

同時に使用 

単独の機能で

使用 

Ａａ 

Ａｂ 

対象外 

考慮事項 

・環境条件 

・自然現象 

・外部人為事象 

・溢水 

・火災 

・容量 

原子炉建屋の外

から水又は電力

を供給する設備

の接続口 
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2. 設計方針について 

【要求事項:常設設備と接続するものにあっては，共通要因によって接続する

ことができなくなることを防止するため，可搬型重大事故等対処

設備(原子炉建屋の外から水又は電力を供給するものに限る。)の

接続口をそれぞれ互いに異なる複数の場所に設けるものであるこ

と】 

 (1) 考慮事項に対する設計方針 

項目 
可搬型 SA 設備と常設 SA 設備の接続口 

建屋面 屋内 

環境条件 
第 43 条第 1 項第 1 号の環境条件を考慮した設計とする。 

位置的分散(複数箇所) 

地盤 第38条(重大事故等対処設備の地盤)に基づく地盤上に設置する。 

自
然
現
象 

地震 第39条(地震による損傷の防止)に基づく設計とする。 

津波 第40条(津波による損傷の防止)に基づく設計とする。 

洪水 立地的要因から考慮不要。 

風（台風） 

離隔距離を確保した複数箇所に設置

する。 

第6条(外部からの衝撃による損傷の

防止)に基づき設計された建屋内若

しくは適切な離隔距離をもって，複

数箇所設置する。 

位置的分散（複数箇所） 

竜巻 

離隔距離を確保した複数箇所に設置

する。 

第6条(外部からの衝撃による損傷の

防止)に基づき設計された建屋内若

しくは適切な離隔距離をもって，複

数箇所設置する。 

位置的分散（複数箇所） 

凍結 

離隔距離を確保した複数箇所に設置

する。 

第6条(外部からの衝撃による損傷の

防止)に基づき設計された建屋内若

しくは適切な離隔距離をもって，複

数箇所設置する。 

位置的分散（複数箇所） 

降水 

離隔距離を確保した複数箇所に設置

する。 

第6条(外部からの衝撃による損傷の

防止)に基づき設計された建屋内若

しくは適切な離隔距離をもって，複

数箇所設置する。 

位置的分散（複数箇所） 

積雪 

離隔距離を確保した複数箇所に設置

する。 

第6条(外部からの衝撃による損傷の

防止)に基づき設計された建屋内若

しくは適切な離隔距離をもって，複

数箇所設置する。 

位置的分散（複数箇所） 

落雷 

離隔距離を確保した複数箇所に設置

する。 

第6条(外部からの衝撃による損傷の

防止)に基づき設計された建屋内若

しくは適切な離隔距離をもって，複

数箇所設置する。 

位置的分散（複数箇所） 
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項目 
可搬型 SA 設備と常設 SA 設備の接続口 

建屋面 屋内 

自
然
現
象 

地滑り 立地的要因から考慮不要 

火山の影響 

離隔距離を確保した複数箇所に設置

する。 

第6条(外部からの衝撃による損傷の

防止)に基づき設計された建屋内若

しくは適切な離隔距離をもって，複

数箇所設置する。 

位置的分散（複数箇所） 

生物学的事象 

開口部は閉止等により安全機能が損

なわれない設計とし，離隔距離を確

保した複数箇所に設置する。 

第6条(外部からの衝撃による損傷の

防止)に基づき設計された建屋内若

しくは適切な離隔距離をもって，複

数箇所設置する。 

位置的分散(複数箇所) 

森林火災 

防火帯の内側に，離隔距離を確保し

た複数箇所に設置する。 

第6条(外部からの衝撃による損傷の

防止)に基づき設計された建屋内若

しくは適切な離隔距離をもって複数

箇所設置する。 

位置的分散(複数箇所) 

高潮 高潮の影響を受けない敷地高さに設置する。 

外
部
人
為
事
象 

航空機落下 
原子炉施設への航空機落下確率が，防護設計の要否を判断する基準である

10‐７回／炉・年を超えないとの理由により考慮不要。 

ダムの崩壊 立地的要因から考慮不要。 

爆発 

離隔距離を確保した複数箇所に設置

する。 

第6条(外部からの衝撃による損傷の

防止)に基づき設計された建屋内若

しくは適切な離隔距離をもって，複

数箇所設置する。 

位置的分散（複数箇所） 

近隣工場等の火災 

適切な離隔距離を確保した複数箇所

に設置する。 

第6条(外部からの衝撃による損傷の

防止)に基づき設計された建屋内若

しくは適切な離隔距離をもって複数

箇所設置する。 

位置的分散(複数箇所) 

有毒ガス 

適切な離隔距離を確保した複数箇所

に設置する。 

第6条(外部からの衝撃による損傷の

防止)に基づき設計された建屋内若

しくは適切な離隔距離をもって複数

箇所設置する。 

位置的分散(複数箇所) 

船舶の衝突 船舶の衝突の影響を受けない敷地高さに設置する。 

電磁的障害 

適切な離隔距離を確保した複数箇所

に設置する。 

第6条(外部からの衝撃による損傷の

防止)に基づき設計された建屋内若

しくは適切な離隔距離をもって複数

箇所設置する。 

位置的分散(複数箇所) 

故意による大型航空

機衝突その他テロリ

ズム 

適切な離隔距離を確保した複数箇所

に設置する。 

適切な離隔距離を確保した複数箇所

に設置する。 

溢水 

溢水に対しては，想定される溢水水位に対して機能を喪失しない位置に設

置する。 

位置的分散(複数箇所) 

火災 
第41条(火災による損傷の防止)に基づく設計とする。 

位置的分散(複数箇所) 
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(2) 各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

類型化区分 設計方針 関連資料 

Ａａ 

可搬型重大事故等対処設備のうち，原子炉建屋の外から水又は電力を

供給する設備と常設設備との接続口は，環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水及び火災の影響による共通要因によって接続することが

できなくなることを防止するため，屋内又は建屋面に適切な離隔距離

を確保した複数箇所に設置する。また，一つの接続口で，可搬型代替

交流電源設備と可搬型代替直流電源設備の二つの機能を兼用して使用

することから，それぞれの機能に必要な容量が確保できる接続口を設

ける。 

接続図 

Ａｂ 

可搬型重大事故等対処設備のうち，原子炉建屋の外から水又は電力を

供給する設備と常設設備との接続口は，環境条件，自然現象，外部人

為事象，溢水及び火災の影響による共通要因によって接続することが

できなくなることを防止するため，屋内又は建屋面に適切な離隔距離

を確保した複数箇所に設置する。 

接続図 

対象外 ―  

＊個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第43条 第3項 第4号 

 可搬型重大事故等対処設備の設置場所について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，可搬型重大事故等対処設備の設置場所を

確認するための区分及び設計方針について整理した。 

 

 (1) 基本設計方針 

   可搬型重大事故等対処設備は，想定される重大事故等が発生した場合に

おいても設置及び常設設備との接続に支障がないように， 放射線量が高

くなるおそれの少ない設置場所の選定，又は設置場所への遮蔽の設置等に

より，当該設備の設置及び常設設備との接続が可能な設計とする。 

 

 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ・放射線の影響 
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2. 設計方針について 

【要求事項:想定される重大事故等が発生した場合において可搬型代替重大事

故等対処設備を設置場所に据え付け，及び常設設備と接続するこ

とができるよう，放射線が高くなるおそれが少ない設置場所の選

定，設置場所への遮蔽物の設置その他の適切な措置を講じたもの

であること】 

 

 各区分における設計方針について，以下の表にまとめた 

設計方針 関連資料

可搬型重大事故等対処設備は， 放射線量の高くなるおそれの少ない設置場所の選定，

若しくは当該設備の設置場所への遮蔽の設置等により，想定される重大事故等が発生し

た場合においても，当該設備の設置，及び常設設備との接続が可能な設計とする。 接続図 

＊個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第43条 第3項 第5号 

 保管場所について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，重大事故等対処設備の保管場所を確認す

るための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

可搬型重大事故等対処設備は，地震，津波，洪水，風（台風），竜巻，

凍結，降水，積雪，落雷，地滑り，火山の影響，生物学的事象，森林火

災，高潮，航空機落下，ダムの崩壊，爆発，近隣工場等の火災，有毒ガ

ス，船舶の衝突，電磁的障害及び故意による大型航空機衝突その他のテロ

リズム，設計基準事故対処設備等及び重大事故等対処設備の配置その他の

条件を考慮した上で常設重大事故等対処設備と異なる保管場所に保管す

る。 

   環境条件については，想定される重大事故等が発生した場合における温

度，放射線，荷重及びその他の使用条件において，可搬型重大事故等対処

設備がその機能を確実に発揮できる設計とする。重大事故等発生時の環境

条件における健全性については「2.3.3 環境条件等」に記載する。風

（台風）及び竜巻のうち風荷重，凍結，降水，積雪，火山の影響及び電磁

的障害に対して可搬型重大事故等対処設備は，環境条件にて考慮し，機能

が損なわれない設計とする。 

   地震に対して可搬型重大事故等対処設備は，原子炉建屋等の頑健な建屋

内に保管する，又は屋外に保管する場合は，共通要因によりすべての設備

が同時に機能を喪失しないよう転倒しないことを確認する若しくは必要に

より固縛等の処置をするとともに，地震により生ずる敷地下斜面のすべ
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り，液状化及び揺すり込みによる不等沈下，地盤支持力の不足，地中埋設

構造物の損壊等の影響を受けない複数の保管場所に分散して保管する設計

とする。 

   津波に対して，可搬型重大事故等対処設備は，津波の影響を受けない保

管場所に保管する設計とする。 

   地震及び津波に対して可搬型重大事故等対処設備は，「2.1.2 耐震設

計の基本方針」，「2.1.3 津波による損傷の防止」にて考慮された設計

とする。火災に対して，可搬型重大事故等対処設備は「2.2 火災による

損傷の防止」に基づく火災防護を行う。 

   地震，津波，溢水及び火災に対して可搬型重大事故防止設備は，設計基

準事故対処設備等及び常設重大事故防止設備と同時に機能を損なうおそれ

がないように，設計基準事故対処設備等の配置も含めて常設重大事故防止

設備と位置的分散を図り，複数箇所に保管する。 

   風（台風），竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，火山の影響，生物学的事

象，森林火災，爆発，近隣工場等の火災，有毒ガス及び電磁的障害に対し

て，可搬型重大事故防止設備は，外部からの衝撃による損傷の防止が図ら

れた屋内に保管するか，又は設計基準事故対処設備等及び常設重大事故防

止設備と同時に必要な機能を損なうおそれがないように，設計基準事故対

処設備等の配置も含めて常設重大事故防止設備と位置的分散を図り，防火

帯の内側の保管場所に複数箇所に分散して保管する設計とする。 

   故意による大型航空機の衝突その他テロリズムに対して，屋内の可搬型

重大事故防止設備は，可能な限り設計基準事故対処設備等の配置も含めて

常設重大事故防止設備と位置的分散を図り，複数箇所に保管する設計とす

る。屋外に保管する可搬型重大事故防止設備は，原子炉建屋から100m以上

の離隔距離を確保するとともに，当該可搬型重大事故防止設備がその機能
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を代替する屋外の設計基準事故対処設備等及び常設重大事故防止設備から

100m以上の離隔距離を確保した上で，複数箇所に分散して保管する設計と

する。 

   洪水，地滑り，ダムの崩壊及び近隣工場等の火災のうち石油コンビナー

ト施設等の火災については，立地的要因により設計上考慮する必要はな

い。 

高潮及び船舶の衝突については，影響を受けない敷地高さに設置する設

計とする。 

航空機落下については，原子炉施設への航空機の落下確率が，防護設計

の要否を判断する基準である10‐７回／炉・年を超えないとの理由により

設計上考慮する必要はない。   

 

 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ・重大事故等発生時における環境条件 

   ・自然現象 

   ・外部人為現象 

   ・溢水 

   ・火災 

  ｂ．類型化 

   ・可搬型重大事故等対処設備の保管場所で，屋内「Ａ」と屋外「Ｂ」に

分類し，さらに当該設備に対応する常設重大事故等対処設備があるも

のについては，「Ａａ」または「Ｂａ」，対応する常設重大事故等対

処設備がないものは，「Ａｂ」又は「Ｂｂ」に分類し，分散配置の考

え方を明確にした。 
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保管場所 
屋内

屋外

共通要因の考慮対象設備なし 

共通要因の考慮対象設備あり 

共通要因の考慮対象設備なし 

共通要因の考慮対象設備あり Ａａ 

Ａｂ 

Ｂａ 

Ｂｂ 

考慮事項 

 ①環境条件 

 ②自然現象 

 ③外部人為事象 

 ④溢水 

 ⑤火災 
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2. 設計方針について 

【要求事項:地震，津波その他の自然現象又は故意による大型航空機の衝突そ

の他のテロリズムによる影響，設計基準事故対処設備の配置その他の条件を考

慮した上で常設重大事故等対処設備と異なる保管場所に保管すること】 

 (1) 各考慮事項における設計方針について，以下の表にまとめた。 

項目 
DB 設備 常設 SA 設備 可搬型 SA 設備 

屋外 屋内 屋外 屋内 屋外 屋内 

環境条件 
第 12 条(安全施設)に基づく設

計とする。 

第 43 条第 1 項第 1 号の環境条件を考慮した設計とする。 

地盤 

第 3 条(設計基準対象施設の地

盤)に基づく地盤上に設置す

る。 

第 38 条(重大事故等対処設

備の地盤)に基づく地盤上に

設置する。 

地震により生ずる敷地下斜

面のすべり，液状化及び揺

すり込みによる不等沈下，

地盤支持力の不足，地中埋

設構造物の損壊等の影響に

より，必要な機能を喪失し

ない複数の位置に分散して

保管する。 

第 38 条(重大事故

等対処設備の地

盤)に基づき設置

された建屋内に保

管する設計とす

る。 

自
然
現
象 

地震 

第 4 条(地震による損傷の防

止)に基づく設計とする。 

第 39 条(地震による損傷防

止)に基づく設計とする。 

第 39 条(地震による損傷の防止)に基づく設計

とする。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

津波 

第 5 条(津波による損傷の防

止)に基づく設計とする。 

第 40 条(津波による損傷の

防止)に基づく設計とする。

(高台及び水密区画) 

第 40 条(津波による損傷の防止)に基づく設計

とする。(高台及び水密区画) 

位置的分散(2 項) 

洪水 立地的要因から考慮不要 

風 

(台風) 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事故

対処設備と同

時にその機能

が損なわれな

いよう位置的

分散を図り設

置する。 

第 6 条（外部

からの衝撃に

よる損傷の防

止）に基づき

設計された建

屋内に設置す

る。 

設計基準事故等対処設備及

び常設重大事故等対処設備

と同時に必要な機能を損な

わないように，設計基準事

故等対象設備の配置も含め

て常設重大事故等対処設備

と位置的分散を図り，複数

箇所に分散して保管する設

計とする。 

第 6 条（外側から

の衝撃による損傷

の防止）に基づき

設計された建屋内

に保管する設計と

する。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

竜巻 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事故

対処設備と同

時にその機能

が損なわれな

いよう位置的

分散を図り設

置する。 

第 6 条（外部

からの衝撃に

よる損傷の防

止）に基づき

設計された建

屋内に設置す

る。 

設計基準事故等対処設備及

び常設重大事故等対処設備

と同時に必要な機能を損な

わないように，設計基準事

故等対象設備の配置も含め

て常設重大事故等対処設備

と位置的分散を図り，複数

箇所に分散して保管する設

計とする。 

第 6 条（外側から

の衝撃による損傷

の防止）に基づき

設計された建屋内

に保管する設計と

する。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

凍結 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事故

対処設備と同

時にその機能

が損なわれな

いよう位置的

分散を図り設

置する。 

第 6 条（外部

からの衝撃に

よる損傷の防

止）に基づき

設計された建

屋内に設置す

る。 

設計基準事故等対処設備及

び常設重大事故等対処設備

と同時に必要な機能を損な

わないように，設計基準事

故等対象設備の配置も含め

て常設重大事故等対処設備

と位置的分散を図り，複数

箇所に分散して保管する設

計とする。 

第 6 条（外側から

の衝撃による損傷

の防止）に基づき

設計された建屋内

に保管する設計と

する。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 
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降水 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事故

対処設備と同

時にその機能

が損なわれな

いよう位置的

分散を図り設

置する。 

第 6 条（外部

からの衝撃に

よる損傷の防

止）に基づき

設計された建

屋内に設置す

る。 

設計基準事故等対処設備及

び常設重大事故等対処設備

と同時に必要な機能を損な

うおそれがないように，設

計基準事故等対象設備の配

置も含めて常設重大事故等

対処設備と位置的分散を図

り，複数箇所に分散して保

管する設計とする。 

第 6 条（外側から

の衝撃による損傷

の防止）に基づき

設計された建屋内

に保管する設計と

する。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

積雪 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事

故対処設備

と同時にそ

の機能が損

なわれない

よう位置的

分散を図り

設置する。 

第 6 条（外

部からの衝

撃による損

傷の防止）

に基づき設

計された建

屋内に設置

する。 

設計基準事故等対処設備

及び常設重大事故等対処

設備と同時に必要な機能

を損なうおそれがないよ

うに，設計基準事故等対

象設備の配置も含めて常

設重大事故等対処設備と

位置的分散を図り，複数

箇所に分散して保管する

設計とする。 

第 6 条（外側か

らの衝撃による

損傷の防止）に

基づき設計され

た建屋内に保管

する設計とす

る。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

落雷 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事

故対処設備

と同時にそ

の機能が損

なわれない

よう位置的

分散を図り

設置する。 

第 6 条（外

部からの衝

撃による損

傷の防止）

に基づき設

計された建

屋内に設置

する。 

設計基準事故等対処設

備及び常設重大事故等

対処設備と同時に必要

な機能を損なうおそれ

がないように，設計基

準事故等対象設備の配

置も含めて常設重大事

故等対処設備と位置的

分散を図り，複数箇所

に分散して保管する設

計とする。 

第 6 条（外側か

らの衝撃による

損傷の防止）に

基づき設計され

た建屋内に保管

する設計とす

る。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

地滑り 立地的要因から考慮不要。 

火山の 

影響 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事故

対処設備と同

時にその機能

が損なわれな

いよう位置的

分散を図り設

置する。 

第 6 条（外部

からの衝撃に

よる損傷の防

止）に基づき

設計された建

屋内に設置す

る。 

設計基準事故等対処設備及

び常設重大事故等対処設備

と同時に必要な機能を損な

うおそれがないように，設

計基準事故等対象設備の配

置も含めて常設重大事故等

対処設備と位置的分散を図

り，複数箇所に分散して保

管する設計とする。 

第 6 条（外側から

の衝撃による損傷

の防止）に基づき

設計された建屋内

に保管する設計と

する。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

生物学 

的事象 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事故

対処設備と同

時にその機能

が損なわれな

いよう位置的

分散を図り設

置する。 

第 6 条（外部

からの衝撃に

よる損傷の防

止）に基づき

設計された建

屋内に設置す

る。 

設計基準事故等対処設備及

び常設重大事故等対処設備

と同時に必要な機能を損な

うおそれがないように，設

計基準事故等対象設備の配

置も含めて常設重大事故等

対処設備と位置的分散を図

り，複数箇所に分散して保

管する設計とする。 

第 6 条（外側から

の衝撃による損傷

の防止）に基づき

設計された建屋内

に保管する設計と

する。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 
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森林火災 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

防火帯の内側

に，設計基準

事故対処設備

と同時にその

機能が損なわ

れないよう位

置的分散を図

り設置する。

第 6 条（外部

からの衝撃に

よる損傷の防

止）に基づき

設計された建

屋内に設置す

る。 

設計基準事故等対処設備及

び常設重大事故等対処設備

と同時に必要な機能を損な

うおそれがないように，設

計基準事故等対象設備の配

置も含めて常設重大事故等

対処設備と位置的分散を図

り，防火帯の内側及び熱影

響が及ばない対策を施した

複数箇所に分散して保管す

る設計とする。 

第 6 条（外側から

の衝撃による損傷

の防止）に基づき

設計された建屋内

に保管する設計と

する。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

高潮 高潮の影響を受けない敷地高さに設置する。 

外
部
人
為
事
象 

航空機 

落下 

原子炉施設への航空機の落下確率が，防護設計の要否を判断する基準である 10‐７回／炉・年を超えないと

の理由により設計上考慮不要 

ダムの 

崩壊 
立地的要因から考慮不要 

近隣工場

等の火災 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事

故対処設備

と同時にそ

の機能が損

なわれない

よう位置的

分散を図り

設置する。 

第 6 条（外

部からの衝

撃による損

傷の防止）

に基づき設

計された建

屋内に設置

する。 

設計基準事故等対処設備

及び常設重大事故等対処

設備と同時に必要な機能

を損なうおそれがないよ

うに，設計基準事故等対

象設備の配置も含めて常

設重大事故等対処設備と

位置的分散を図り，複数

箇所に分散して保管する

設計とする。 

第 6 条（外側から

の衝撃による損傷

の防止）に基づき

設計された建屋内

に保管する設計と

する。 

位置的分散(2 項) 

位置敵分散(3 項) 

有毒ガス 

第 6 条(外部からの衝撃によ

る損傷の防止)に基づく設計

とする。 

設計基準事

故対処設備

と同時にそ

の機能が損

なわれない

よう位置的

分散を図り

設置する。

第 6 条（外

部からの衝

撃による損

傷の防止）

に基づき設

計された建

屋内に設置

する。 

設計基準事故等対処設

備及び常設重大事故等

対処設備と同時に必要

な機能を損なうおそれ

がないように，設計基

準事故等対象設備の配

置も含めて常設重大事

故等対処設備と位置的

分散を図り，複数箇所

に分散して保管する設

計とする。 

第 6 条（外側か

らの衝撃による

損傷の防止）に

基づき設計され

た建屋内に保管

す る 設 計 と す

る。 

位置的分散（2 項） 

位置的分散（3 項） 

船舶の 

衝突 
船舶の衝突の影響を受けない敷地高さに設置する。 

電磁的 

障害 

第 6 条(外部からの衝撃によ

る損傷の防止)に基づく設計

とする。 

設計基準事故

対処設備と同

時にその機能

が損なわれな

いよう位置的

分散を図り設

置する。 

第 6 条（外

部からの衝

撃による損

傷の防止）

に基づき設

計された建

屋内に設置

する。 

設計基準事故等対処設

備及び常設重大事故等

対処設備と同時に必要

な機能を損なうおそれ

がないように，設計基

準事故等対象設備の配

置も含めて常設重大事

故等対処設備と位置的

分散を図り，複数箇所

に分散して保管する設

計とする。 

第 6 条（外側か

らの衝撃による

損傷の防止）に

基づき設計され

た建屋内に保管

す る 設 計 と す

る。 

位置的分散（2 項） 

位置的分散（3 項） 

故意によ

る大型航

空機衝突

その他テ

ロリズム 

建屋内の可搬型重大事故等対処設備は，可能な限り設計基準事故対処設備の配置も含め

て常設重大事故等対処設備と位置的分散を図り複数箇所に保管する設計とする。建屋外

の可搬型重大事故等対処設備は，原子炉建屋から 100ｍ以上の離隔距離を確保するとと

もに，当該可搬型重大事故等対処設備がその機能を代替する屋外の設計基準対処設備及

び常設重大事故等対処設備から 100ｍ以上の離隔距離を確保した保管場所に保管する設

計とする。 

 

 

 

― 

位置的分散(3 項) 
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溢水 第 9 条(溢水による損傷の防止

等)に基づく設計とする。 

設計基準事故対処設備と同

時にその機能が損なわれな

いよう位置的分散を図り設

置する。 

屋外タンクからの溢水に

よる影響を受けない保管

場所に保管する。 

設計基準事故対処

設備と同時にその

機能が損なわれな

いよう位置的分散

を図り設置する。位置的分散(区画)(2 項) 

位置的分散(区画)(3 項) 

火災 第 8 条(火災による損傷の防止)

に基づく設計とする。 

第 41 条(火災による損傷の

防止)に基づく設計とする。

第 41 条(火災による損傷の防止)に基づく設

計とする。 

位置的分散(区画)(2 項) 

位置的分散(区画)(3 項) 
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 (2) 各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

類型化区分 設計方針 関連個所

共通 

可搬型重大事故等対処設備は，地震，津波，溢水及び火災に対し

て，設計基準事故等対処設備及び常設重大事故等対処設備と同時

に必要な機能を損なわないように，設計基準事故等対処設備の配

置も含めて常設重大事故等対処設備と位置的分散を図り，複数箇

所に分散して保管する設計とする。 

― 

Ａａ 

屋内 

(共通要因の考慮

対象設備あり)

可搬型重大事故等対処設備は，風(台風)，竜巻，凍結，降水，積

雪，落雷，生物学的事象，森林火災，爆発，近隣工場等の火災，

有毒ガス及び電磁的障害に対して，外部からの衝撃による損傷の

防止が図られた屋内に保管する。また，可搬型重大事故等対処設

備のうち設計基準事故等対処設備及び常設重大事故等対処設備の

機能を代替するものは，可能な限り設計基準事故対処設備の配置

も含めて常設重大事故等対処設備と位置的分散を図り複数箇所に

保管する設計とする。 

配置図，

保管場所

図 

Ａｂ 

屋内 

(共通要因の考慮

対象設備なし)

可搬型重大事故等対処設備は， 風(台風)，竜巻，凍結，降水，

積雪，落雷，生物学的事象，森林火災，爆発，近隣工場等の火

災，有毒ガス及び電磁的障害に対して，外部からの衝撃による損

傷の防止が図られた屋内に保管する設計とする。 

Ｂａ 

屋外 

(共通要因の考慮

対象設備あり)

可搬型重大事故等対処設備は，地震により生ずる敷地下斜面のす

べり，液状化及び揺すり込みによる不等沈下，地盤支持力の不

足，地中埋設構造物の損壊等の影響により，必要な機能を喪失し

ない複数の位置に分散して保管する設計とする。 

風(台風)，竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，生物学的事象，森林

火災，爆発，近隣工場等の火災，有毒ガス及び電磁的障害に対し

て，設計基準事故等対処設備及び常設重大事故等対処設備と同時

に必要な機能を損なうおそれがないように，設計基準事故等対処

設備の配置も含めて，設計基準事故等対処設備及び常設重大事故

等対処設備と位置的分散を図り，複数箇所に保管する設計とす

る。 

故意による大型航空機の衝突その他テロリズムに対して，原子炉

建屋から 100m 以上の離隔距離を確保するとともに，当該可搬型

重大事故等対処設備がその機能を代替する屋外の設計基準事故対

処設備及び常設重大事故対処設備から 100m 以上の離隔距離を確

保した上で，複数の箇所に分散して保管する設計とする。 

Ｂｂ 

屋外 

(共通要因の考慮

対象設備なし)

可搬型重大事故等対処設備は，地震により生ずる敷地下斜面のす

べり，液状化及び揺すり込みによる不等沈下，地盤支持力の不

足，地中埋設構造物の損傷等の影響により，必要な機能を喪失し

ない複数の位置に分散して保管する設計とする。 

＊個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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■設置許可基準規則 第43条 第3項 第6号 

 アクセスルートについて 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，発電所内の屋外道路及び屋内通路を確保

するための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   想定される重大事故等が発生した場合において，可搬型重大事故等対処

設備を運搬し，又は他の設備の被害状況を把握するため，発電所内の道路

及び通路が確保できるよう，以下の設計とする。 

   屋外及び屋内において，想定される重大事故等の対処に必要な可搬型重

大事故等対処設備の保管場所から設置場所及び接続場所まで運搬するため

の経路，又は他の設備の被害状況を把握するための経路(以下「アクセス

ルート」という。)は，自然現象，外部人為事象，溢水及び火災を想定し

ても，運搬，移動に支障をきたすことのないよう，複数のアクセスルート

を確保する。 

   屋外及び屋内アクセスルートに対して，自然現象として，地震，津波，

洪水，風(台風)，竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，地滑り，火山の影響，

生物学的事象，森林火災及び高潮を考慮し，外部人為事象として，航空機

落下，ダムの崩壊，爆発，近隣工場等の火災，有毒ガス，電磁的障害及び

故意による大型航空機の衝突その他テロリズムを考慮する。 

   屋外アクセスルートに対する地震による影響(周辺構造物等の倒壊，周

辺斜面の崩壊及び道路面のすべり)，その他自然現象による影響(風（台

風）及び竜巻による飛来物，積雪，火山の影響)を想定し，複数のアクセ

スルートの中から状況を確認し，早期に復旧可能なアクセスル一トを確保
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するため，障害物を除去可能なホイールローダを2台（予備3台）保管，使

用する。また，地震による屋外タンクからの溢水及び降水に対しては，道

路上への自然流下も考慮した上で，通行への影響を受けない箇所にアクセ

スルートを確保する設計とする。 

   津波の影響については，基準津波を考慮した防潮堤により防護されたア

クセスルートを確保する設計とする。 

   森林火災，爆発，近隣工場等の火災及び有毒ガスに対して，複数のアク

セスルートを確保する設計とする。 

   落雷及び電磁的障害に対しては道路面が直接影響を受けることはなく，

生物学的事象に対しては容易に排除可能なため，アクセスルートへの影響

はない。 

   屋外のアクセスルートは，地震の影響による周辺斜面の崩壊及び道路面

のすべりで崩壊土砂が広範囲に到達することを想定した上で，ホイールロ

ーダによる崩壊箇所の復旧を行うことで，通行性を確保できる設計とす

る。また，不等沈下及び地中構造物の損壊に伴う段差の発生が想定される

箇所において，想定を上回る段差が発生した場合は，別ルートの選定又は

土のう等による段差解消対策により対処する設計とする。 

   屋外アクセスルートは，考慮すべき自然現象のうち，凍結及び積雪に対

して，道路については融雪剤を配備し，車両については走行可能なタイヤ

を装着することにより通行性を確保できる設計とする。なお，融雪剤の配

備等については，『「実用発電用原子炉に係る発電用原子炉設置者の重大

事故の発生及び拡大の防止に必要な処置を実施するために必要な技術的能

力に係る審査基準」に係る適合状況説明資料(以下「技術的能力説明資

料」という)1.0重大事故等対策における共通事項』に示す。 
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   大規模な自然災害又は故意による大型航空機の衝突その他のテロリズム

による大規模損壊発生時の消火活動等については，「技術的能力説明資料

2.0大規模な自然災害又は故意による大型航空機の衝突その他のテロリズ

ムへの対応」に示す。 

   屋外アクセスルートの地震発生時における，火災の発生防止策（可燃物

収納器の固縛による転倒防止）及び火災の拡大防止策（大量の可燃物を内

包する変圧器の防油堤の設置）については，「火災防護計画」に定める。 

   屋内アクセスルートは，自然現象として考慮する津波，風(台風)，竜

巻，凍結，降水，積雪，落雷，火山の影響，生物学的事象及び森林火災に

よる影響及び外部人為事象として考慮する爆発，近隣工場等の火災及び有

毒ガスに対して，外部からの衝撃による損傷の防止が図られた建屋内に確

保する設計とする。 

   屋内アクセスルートにおいては，溢水等に対して，アクセスルートでの

被ばくを考慮した放射線防護具を着用する。また，地震時に通行が阻害さ

れないように，アクセスルート上の資機材の固縛，転倒防止対策及び火災

の発生防止対策を実施する。 

   屋外及び屋内アクセスルートにおいては，被ばくを考慮した放射線防護

具の配備を行い，移動時及び作業時の状況に応じて着用する。また，夜間

及び停電時の確実な運搬や移動のため可搬型照明装置を配備する。これら

の運用については，「技術的能力説明資料1.0重大事故等対策における共

通事項」に示す。 

   洪水，地滑り，ダムの崩壊及び近隣工場等の火災のうち石油コンビナー

ト施設等の火災については，立地的要因により設計上考慮する必要はな

い。 
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   高潮及び船舶の衝突については，影響を受けない敷地高さにアクセスル

ートを設定する。 

   航空機落下については，原子炉施設への航空機の落下確率が，防護設計

の要否を判断する基準である10‐７回／炉・年を超えないとの理由により

設計上考慮する必要はない。 

 

 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ① 自然現象 

   ② 外部人為事象 

   ③ 溢水 

   ④ 火災 

   ⑤ 夜間及び停電時 

 

  ｂ．類型化 

   ・屋内アクセスルートと屋外アクセスルートに分類した。 

 

 

 

 

  

アクセスルート
考慮事項 

①自然現象 

②外部人為事象 

③溢水 

④火災 

⑤夜間及び停電時 

Ａ 

Ｂ 

屋内 

屋外 
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2. 設計方針について 

【要求事項:想定される重大事故等が発生した場合において，可搬型重大事故

等対処設備を運搬し，又は他の設備の被害状況を把握するため，

工場等内の道路及び通路が確保できるよう，適切な措置を講じた

ものであること】 

 

 各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

 (1) 各考慮事項に対する設計方針は以下のとおり。 

  ① 環境要因，地震，津波その他自然現象，外部人為事象，溢水，火災 

考慮事項 屋内 屋外 

地盤 

耐震設計を行った建屋内に複数の

アクセスルートを確保する設計と

する。 

(第 38 条(重大事故等対処施設の地

盤))に基づき設置された建屋内に

確保する。 

地震の影響による周辺斜面の崩壊，道

路面のすべりで崩壊土砂が広範囲に到

達することを想定した上で，ホイール

ローダによる崩壊箇所の仮復旧を行う

ことで，通行性を確保できる設計とす

る。 

また，不等沈下や地下構造物の損壊に

伴う段差の発生が想定される箇所にお

いて，想定を上回る段差が発生した場

合は，別ルートの選定又は土のう等に

よる段差解消対策により対処する設計

とする。 

自
然
現
象 

地震 

(第 39 条対応) 

耐震設計を行った建屋内に，複数

のアクセスルートを確保すること

により通行可能な設計とする。 

(第 39 条(地震による損傷防止)に基

づき設置された建屋内に確保する

資機材転倒時の通行性確保対策及

び地震随伴溢水を想定した防護具

の配備については，「技術的能力説

明資料 1.0 重大事故等対策における

共通事項」に示す。 

地震の影響による不等沈下や地下構造

物の損壊に伴う段差の発生が想定され

る箇所において，想定を上回る段差が

発生した場合は，土のうによる段差解

消対策により対処する。 

津波 

(第 40 条対応) 

防潮堤により防護された建物内に

アクセスルートを設定するため，

影響を受けない。 

防潮堤により防護されたアクセスルー

トを確保する設計とする。 

洪水 立地的要因から考慮不要。 

風(台風)(飛来物) 第 6 条(外部からの衝撃による損傷

の防止)に基づき設置された建屋内

にアクセスルートを確保する設計

とする。 

アクセスルート上の台風及び竜巻によ

る飛来物については，ホイールローダ

で撤去を行う設計とする。 竜巻(飛来物) 
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考慮事項 屋内 屋外 

 

凍結 

第 6 条(外部からの衝撃による損傷

の防止)に基づき設置された建屋内

にアクセスルートを確保する設計と

する。 

アクセスルートの凍結については，融

雪剤を散布することで通行性を確保で

きる設計とする。 

凍結時にも走行可能なタイヤを装着す

る。（「技術的能力説明資料 1.0 重大事

故等対策における共通事項」） 

降水 

第 6 条(外部からの衝撃による損傷

の防止)に基づき設置された建屋内

にアクセスルートを確保する設計と

する。 

道路上への自然流下も考慮した上で，

通行への影響を受けない箇所にアクセ

スルートを確保する設計とする。 

積雪 

 

第 6 条(外部からの衝撃による損傷

の防止)に基づき設置された建屋内

にアクセスルートを確保する設計と

する。 

アクセスルート上の積雪については，

ホイールローダによる撤去を行う設計

とする。 

積雪時にも走行可能なタイヤを装着す

る。（「技術的能力説明資料 1.0 重大事

故等対策における共通事項」） 

落雷 

第 6 条(外部からの衝撃による損傷

の防止)に基づき設置された建屋内

にアクセスルートを確保する設計と

する。 

落雷によってアクセスルートが影響を

受けることはない。 

地滑り 立地的要因から考慮不要 

火山の影響 

第 6 条(外部からの衝撃による損傷

の防止)に基づき設置された建屋内

にアクセスルートを確保する設計と

する。 

アクセスルート上の降灰については，

ホイールローダによる撤去を行う設計

とする。 

生物学的事象 

第 6 条(外部からの衝撃による損傷

の防止)に基づき設置された建屋内

にアクセスルートを確保する設計と

する。 

容易に排除可能であり，生物学的事象

によってアクセスルートが影響を受け

ることはない。 

森林火災 

第 6 条(外部からの衝撃による損傷

の防止)に基づき設置された建屋内

にアクセスルートを確保する設計と

する。 

防火帯内に複数のアクセスルートを確

保する設計とする。 

高潮 高潮の影響を受けない高さに設置する。 

外
部
人
為
事
象 

航空機落下 
原子炉施設への航空機の落下確率が，防護設計の要否を判断する基準であ

る 10‐７回／炉・年を超えないとの理由により考慮不要 

ダムの崩壊 立地的要因から考慮不要。 

爆発 

第 6 条(外部からの衝撃による損傷

の防止)に基づき設置された建屋内

にアクセスルートを確保する設計と

する。 

複数のアクセスルートを確保する設

計とする。 

近隣工場等の火災

第 6 条(外部からの衝撃による損傷

の防止)に基づき設置された建屋内

にアクセスルートを確保する設計と

する。 

複数のアクセスルートを確保する設

計とする。 

有毒ガス 

第 6 条(外部からの衝撃による損傷

の防止)に基づき設置された建屋内

にアクセスルートを確保する設計と

する。 

複数のアクセスルートを確保する設計

とする。 

船舶の衝突 

第 6 条(外部からの衝撃による損傷

の防止)に基づき設置された建屋内

にアクセスルートを確保する設計と

する。 

船舶の衝突の影響を受けない敷地高

さに設置する。 

電磁的障害 

第 6 条(外部からの衝撃による損傷

の防止)に基づき設置された建屋内

にアクセスルートを確保する設計と

電磁的障害によってアクセスルート

が影響を受けることはない。 
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する。 

故意による大型航

空機衝突その他テ

ロリズム 

複数ルートの確保，消火活動及びがれき撤去の考え方については，「技術的

能力説明資料 2.大規模な自然災害又は故意による大型航空機衝突その他テ

ロリズムへの対応」に示す。 

溢水 

屋内アクセスルートにおける溢水に

対しては防護具の着用により通行で

きる。(「技術的能力説明資料 1.0

重大事故等対策における共通事

項」) 

地震による屋外タンクからの溢水に対

し，道路上への自然流下も考慮した上

で，通行への影響を受けない箇所にア

クセスルートを確保する設計とする。

火災 

発火源から十分な離隔距離を有する設計とすることから，アクセスルート

への影響はない。 

 

夜間及び停電時 

可搬型重大事故等対処設備の運用に

ついては，「技術的能力説明資料

1.0 重大事故等対策における共通事

項」に示す。 

可搬型重大事故等対処設備の運用につ

いては，「技術的能力説明資料1.0重大

事故等対策における共通事項」に示

す。 
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 (2) 各区分における設計方針について，以下の表にまとめた。 

類型化区分 設計方針 関連資料 備考

アクセス必要 別ルートも考慮して複数アクセスルートを確保する。   

 

Ａ 

屋内 

○屋内アクセスルートの確保 

津波，その他自然現象による影響（風（台風）竜巻，凍結，

降水，積雪，落雷，火山の影響，生物学的事象，森林火災）

及び外部人為事象（爆発，近隣工場等の火災，有毒ガス，電

磁的障害）に対して，外部からの衝撃による損傷の防止が図

られた建屋内に確保する設計とする。 

アクセスルート

説明資料 

 

Ｂ 

屋外 

○屋外アクセスルートの確保 

地震による影響(周辺構造物等の倒壊，周辺斜面の崩壊及び

道路面のすべり)，その他自然現象による影響(台風及び竜巻

による飛来物，積雪，火山の影響)を想定し，複数のアクセ

スルートの中から状況を確認し，早期に復旧可能なルートを

確保するため，障害物を除去可能なホイールローダを 2 台

(予備 3 台)保管，使用する。また，地震による屋外タンクか

らの溢水及び降水に対して，道路上への自然流下も考慮した

上で，通行への影響を受けない箇所にアクセスルートを確保

する設計とする。 

津波の影響については，基準津波を考慮した防潮堤により防

護されたアクセスルートを確保する設計とする。自然現象の

うち森林火災，外部人為事象のうち爆発，近隣工場等の火災

及び有毒ガスに対しては，別ルートを考慮した複数のアクセ

スルートを確保する設計とする。凍結及び積雪に対して，融

雪剤を配備し，車両については走行可能なタイヤを装着する

ことにより通行性を確保できる設計とする。 

落雷及び電磁的障害に対しては道路面が直接影響を受けるこ

とはなく，生物学的事象に対しては容易に排除可能なため，

アクセスルートへの影響はない。 

屋外のアクセスルートは，地震の影響による周辺斜面の崩

壊，道路面のすべりで崩壊土砂が広範囲に到達することを想

定した上で，ホイールローダによる崩壊箇所の仮復旧を行う

ことで，通行性を確保できる設計とする。また，不等沈下及

び地中構造物の損壊に伴う段差の発生が想定される箇所にお

いて，想定を上回る段差が発生した場合は，別ルートの選定

又は土のう等による段差解消対策による対処する。 

アクセスルート

説明資料 

 

対象外 

(アクセス不要)
中央制御室又は緊急時対策所で保管及び使用する。 

  

※個別条文で記載する事項を下波部で示す。 
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■設置許可基準規則 第43条 第3項 第7号 

 可搬型重大事故防止設備の共通要因故障について 

1. 概要 

  重大事故等対処設備の基準適合性を確認するに当たり，設置許可基準規則

により要求されている項目のうち，可搬型重大事故防止設備の共通要因故障

防止に関する健全性を確認するための区分及び設計方針について整理した。 

 (1) 基本設計方針 

   可搬型重大事故防止設備は，設計基準事故対処設備等又は常設重大事故

防止設備と，共通要因によって同時にその機能が損なわれるおそれがない

ように，可能な限り多様性，独立性，位置的分散を考慮して適切な処置を

講じた設計とする。 

   自然現象については，地震，津波，洪水，風（台風），竜巻，凍結，降

水，積雪，落雷，地滑り，火山の影響，生物学的事象，森林火災及び高潮

の事象を考慮する。 

   地震，津波以外の自然現象の組合せについては，風（台風），積雪及び

火山の影響を考慮する。 

   地震，津波を含む自然現象の組合せについては，それぞれ「2.1.2 耐

震設計の基本方針」「2.1.3 耐津波設計の基本方針」にて考慮する。 

外部人為事象については，航空機落下，ダムの崩壊，爆発，近隣工場等

の火災，有毒ガス，船舶の衝突，電磁的障害及び故意による大型航空機衝

突その他のテロリズムを考慮する。 

   故意による大型航空機衝突その他のテロリズムについては，可搬型重大

事故等対処設備による対策を講じることとする。 

   重大事故等対処設備については，可能な限り多様性を考慮する。 
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   環境条件については，想定される重大事故等が発生した場合における温

度，放射線，荷重及びその他の使用条件において，可搬型重大事故等対処

設備がその機能を確実に発揮できる設計とする。重大事故等発生時の環境

条件における健全性については「2.3.3 環境条件等」に記載する。風

（台風）及び竜巻のうち風荷重，凍結，降水，積雪，火山の影響及び電磁

的障害に対して可搬型重大事故等対処設備は，環境条件にて考慮し，機能

が損なわれない設計とする。 

   地震に対して可搬型重大事故等対処設備は，原子炉建屋等の頑健な建屋

内に保管する，又は屋外に保管する場合は，共通要因によりすべての設備

が同時に機能を喪失しないよう転倒しないことを確認する若しくは必要に

より固縛等の処置をするとともに，地震により生ずる敷地下斜面のすべ

り，液状化及び揺すり込みによる不等沈下，地盤支持力の不足，地中埋設

構造物の損壊等の影響を受けない複数の保管場所に分散して保管する設計

とする。 

   地震及び津波に対して可搬型重大事故等対処設備は，「2.1.2 耐震設

計の基本方針」，「2.1.3 津波による損傷の防止」にて考慮された設計

とする。火災に対して，可搬型重大事故等対処設備は「2.2 火災による

損傷の防止」に基づく火災防護を行う。 

   地震，津波，溢水及び火災に対して可搬型重大事故防止設備は，設計基

準事故対処設備等及び常設重大事故防止設備と同時に機能を損なうおそれ

がないように，設計基準事故対処設備等の配置も含めて常設重大事故防止

設備と位置的分散を図り，複数箇所に保管する。 

   風（台風），竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，火山の影響，生物学的事

象，森林火災，爆発，近隣工場等の火災，有毒ガス及び電磁的障害に対し

て，可搬型重大事故防止設備は，外部からの衝撃による損傷の防止が図ら
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れた建屋内に保管するか，又は設計基準事故対処設備等及び常設重大事故

防止設備と同時に必要な機能を損なうおそれがないように，設計基準事故

対処設備等の配置も含めて常設重大事故防止設備と位置的分散を図り，防

火帯の内側の保管場所に複数箇所に分散して保管する設計とする。クラゲ

等の海生生物の影響を受けるおそれのある屋外の可搬型重大事故等対処設

備は，海生生物の侵入を受けにくい複数の取水箇所を設定し，状況に応じ

て選定できる設計とする。 

   故意による大型航空機の衝突その他テロリズムに対して，屋内の可搬型

重大事故防止設備は，可能な限り設計基準事故対処設備等の配置も含めて

常設重大事故防止設備と位置的分散を図り複数箇所に分散して保管する設

計とする。屋外に保管する可搬型重大事故防止設備は，原子炉建屋から

100m以上の離隔距離を確保するとともに，当該可搬型重大事故防止設備が

その機能を代替する屋外の設計基準事故対処設備等及び常設重大事故防止

設備から100m以上の離隔距離を確保した上で，複数箇所に分散して保管す

る設計とする。 

   洪水，地滑り，ダムの崩壊及び近隣工場等の火災のうち石油コンビナー

ト施設等の火災については，立地的要因により設計上考慮する必要はな

い。 

   高潮，船舶の衝突については，影響を受けない敷地高さに保管する設計

とする。 

   航空機落下については，原子炉施設への航空機の落下確率が，防護設計

の要否を判断する基準である10‐７回／炉・年を超えないとの理由により

設計上考慮する必要はない。 
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   サポート系の故障に対しては，系統又は機器に供給される電力，空気，

油，冷却水を考慮し，可搬型重大事故防止設備は，設計基準事故対処設備

等又は常設重大事故防止設備と異なる駆動源，冷却源を用いる設計とする

か，駆動源，冷却源が同じ場合は別の手段が可能な設計とする。また，水

源についても可能な限り，異なる水源を用いる設計とする。 

   なお，可搬型重大事故緩和設備並びに防止でも緩和でもない可搬型重大

事故等対処設備は，共通要因に対して，同一の機能を有する設備と同時に

その機能を損なうおそれがないように，同一の機能を有する設備と可能な

限り多様性，位置的分散を図る設計とするか，又は可能な限りの頑健性を

有する設計とする。 

   更に，重大事故等対処設備は，共通要因により，重大事故等対処設備の

有する原子炉の未臨界移行機能，燃料冷却機能，格納容器除熱機能及び使

用済燃料プール注水の各機能を同時に損なうおそれがないように，同一の

機能を有する重大事故等対処設備と可能な限りの多様性，位置的分散を図

る設計とする。 

 

 (2) 類型化の考え方 

  ａ．考慮事項 

   ① 環境条件，自然現象，外部人為事象，溢水，火災 

   ② サポート系の故障:系統又は機器に供給される電源，燃料油，空

気，冷却水，水源 

 

  ｂ．類型化 

   ① 環境条件，自然現象，外部人為事象，溢水，火災については，屋内

設備と屋外設備に分類する。 
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   ② サポート系による要因については，設備毎に考慮する。 
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可搬型重大事故防止設備

設計基準事故対処設備 

又は 

常設重大事故防止設備 

重大事故等対処設備 共通要因故障対象設備 

 

共通要因の考慮 

対象設備なし 

共通要因の考慮 

対象設備あり 可搬型重大事故

防止設備の共通

要因故障防止 

①環境条件 

 自然現象 

 外部人為事象

 溢水 

 火災 

防止設備
屋内

屋外

②サポート系 

緩和設備

防止・緩和以外

同一目的のＳＡ設備あり

同一目的のＳＡ設備なし

代替するＤＢ設備あり

代替するＤＢ設備なし

Ａａ

対象外 

対象外

Ａｂ

Ｂ

Ｂ

サポート系あり 
異なる駆動源・冷却源等

別の手段

対象外

Ｃａ

サポート系なし

Ｃｂ

考慮事項

対象外 
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2. 設計方針について 

【要求事項:重大事故防止設備のうち可搬型のものは，共通要因によって，設

計基準事故対処設備の安全機能，使用済燃料貯蔵槽の冷却機能若

しくは注水機能又は常設重大事故防止設備の重大事故に至るおそ

れがある事故に対処するために必要な機能と同時にその機能が損

なわれるおそれがないよう，適切な措置を講じたものであるこ

と】 

 (1) 各考慮事項に対する設計方針は以下のとおり。 

  ① 環境条件，地震，津波，その他自然現象，外部人為事象，溢水，火災 

項目 
DB 設備 常設 SA 設備 可搬型 SA 設備 

屋外 屋内 屋外 屋内 屋外 屋内 

環境条件 
第 12 条(安全施設)に基づく設

計とする。 

第 43 条第 1 項第 1 号の環境条件を考慮した設計とする。 

地盤 

第 3 条(設計基準対象施設の地

盤)に基づく地盤上に設置す

る。 

第 38 条(重大事故等対処設

備の地盤)に基づく地盤上に

設置する。 

第 43 条第 3 項第 5 号に基

づく保管場所に保管する。

第 38 条(重大事故

等対処設備の地

盤)に基づき設置

された建屋内に保

管する設計とす

る。 

自
然
現
象 

地震 

第 4 条(地震による損傷の防

止)に基づく設計とする。 

第 39 条(地震による損傷防

止)に基づく設計とする。 

第 43 条第 3 項第 5 号に基

づく保管場所に保管する。

第 5 条（地震によ

る損傷の防止）に

基づき設計された

建屋内に設置す

る。 位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

津波 

第 5 条(津波による損傷の防

止)に基づく設計とする。 

第 40 条(津波による損傷の

防止)に基づく設計とする。

(高台及び水密区画) 

第 43 条第 3 項第 5 号に基づく保管場所に保管

する 

位置的分散(2 項) 

洪水 立地的要因から考慮不要 

風 

(台風) 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事故

対処設備と同

時にその機能

が損なわれな

いよう位置的

分散を図り設

置する。 

第 6 条（外部

からの衝撃に

よる損傷の防

止）に基づき

設計された建

屋内に設置す

る。 

設計基準事故対処設備及び

常設重大事故防止設備と位

置的分散を図り，複数箇所

に分散して保管する。 

第 6 条（外側から

の衝撃による損傷

の防止）に基づき

設計された建屋内

に保管する設計と

する。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

竜巻 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事故

対処設備と同

時にその機能

が損なわれな

いよう位置的

分散を図り設

置する。 

第 6 条（外部

からの衝撃に

よる損傷の防

止）に基づき

設計された建

屋内に設置す

る。 

設計基準事故対処設備及び

常設重大事故防止設備と位

置的分散を図り，複数箇所

に分散して保管する。 

第 6 条（外側から

の衝撃による損傷

の防止）に基づき

設計された建屋内

に保管する設計と

する。 

位置的分散(2 項) 
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位置的分散(3 項) 

凍結 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事故

対処設備と同

時にその機能

が損なわれな

いよう位置的

分散を図り設

置する。 

第 6 条（外部

からの衝撃に

よる損傷の防

止）に基づき

設計された建

屋内に設置す

る。 

設計基準事故対処設備及び

常設重大事故防止設備と位

置的分散を図り，複数箇所

に分散して保管する。 

第 6 条（外側から

の衝撃による損傷

の防止）に基づき

設計された建屋内

に保管する設計と

する。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

降水 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事故

対処設備と同

時にその機能

が損なわれな

いよう位置的

分散を図り設

置する。 

第 6 条（外部

からの衝撃に

よる損傷の防

止）に基づき

設計された建

屋内に設置す

る。 

設計基準事故対処設備及び

常設重大事故等防止設備と

位置的分散を図り，複数箇

所に分散して保管する。 

第 6 条（外側から

の衝撃による損傷

の防止）に基づき

設計された建屋内

に保管する設計と

する。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

積雪 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事

故対処設備

と同時にそ

の機能が損

なわれない

よう位置的

分散を図り

設置する。 

第 6 条（外

部からの衝

撃による損

傷の防止）

に基づき設

計された建

屋内に設置

する。 

設計基準事故対処設備及

び常設重大事故防止設備

と位置的分散を図り，複

数箇所に分散して保管す

る。 

第 6 条（外側か

らの衝撃による

損傷の防止）に

基づき設計され

た建屋内に保管

する設計とす

る。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

落雷 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事

故対処設備

と同時にそ

の機能が損

なわれない

よう位置的

分散を図り

設置する。

第 6 条（外

部からの衝

撃による損

傷の防止）

に基づき設

計された建

屋内に設置

する。 

設計基準事故対処設備

及び常設重大事故防止

設備と位置的分散を図

り，複数箇所に分散し

て保管する。 

第 6 条（外側か

らの衝撃による

損傷の防止）に

基づき設計され

た建屋内に保管

する設計とす

る。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

地滑り 立地的要因から考慮不要 

火山の 

影響 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事故

対処設備と同

時にその機能

が損なわれな

いよう位置的

分散を図り設

置する。 

第 6 条（外部

からの衝撃に

よる損傷の防

止）に基づき

設計された建

屋内に設置す

る。 

設計基準事故対処設備及び

常設重大事故防止設備と位

置的分散を図り，複数箇所

に分散して保管する。 

第 6 条（外側から

の衝撃による損傷

の防止）に基づき

設計された建屋内

に保管する設計と

する。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

生物学 

的事象 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事故

対処設備と同

時にその機能

が損なわれな

いよう位置的

分散を図り設

置する。 

第 6 条（外部

からの衝撃に

よる損傷の防

止）に基づき

設計された建

屋内に設置す

る。 

設計基準事故対処設備及び

常設重大事故防止設備と位

置的分散を図り，複数箇所

に分散して保管する。 

第 6 条（外側から

の衝撃による損傷

の防止）に基づき

設計された建屋内

に保管する設計と

する。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 
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森林火災 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

防火帯の内側

に，設計基準

事故対処設備

と同時にその

機能が損なわ

れないよう位

置的分散を図

り設置する。

第 6 条（外部

からの衝撃に

よる損傷の防

止）に基づき

設計された建

屋内に設置す

る。 

設計基準事故対処設備及び

常設重大事故防止設備と位

置的分散を図り，防火帯の

内側及び熱影響が及ばない

対策を施した複数箇所に分

散して保管する。 

第 6 条（外側から

の衝撃による損傷

の防止）に基づき

設計された建屋内

に保管する設計と

する。 

位置的分散(2 項) 

位置的分散(3 項) 

高潮 高潮の影響を受けない敷地高さに設置する。 

外
部
人
為
事
象 

航空機 

落下 

原子炉施設への航空機の落下確率が，防護設計の要否を判断する基準である 10－７回／炉・年を超えないと

の理由により設計上考慮不要 

ダムの 

崩壊 
立地的要因から考慮不要。 

爆発 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事

故対処設備

と同時にそ

の機能が損

なわれない

よう位置的

分散を図り

設置する。 

第 6 条（外

部からの衝

撃による損

傷の防止）

に基づき設

計された建

屋内に設置

する。 

 

設計基準事故対処設備及

び常設重大事故防止設備

と位置的分散を図り，防

火帯の内側及び熱影響が

及ばない対策を施した複

数箇所に分散して保管す

る。 

 

第 6 条（外側か

らの衝撃による

損傷の防止）に

基づき設計され

た建屋内に保管

す る 設 計 と す

る。 

位置的分散（2 項） 

位置的分散（3 項） 

近隣工場

等の火災 

第 6 条(外部からの衝撃による

損傷の防止)に基づく設計とす

る。 

設計基準事

故対処設備

と同時にそ

の機能が損

なわれない

よう位置的

分散を図り

設置する。

第 6 条（外

部からの衝

撃による損

傷の防止）

に基づき設

計された建

屋内に設置

する。 

設計基準事故対処設備及

び常設重大事故防止設備

と位置的分散を図り，防

火帯の内側及び熱影響が

及ばない対策を施した複

数箇所に分散して保管す

る。 

第 6 条（外側

からの衝撃に

よる損傷の防

止）に基づき

設計された建

屋内に保管す

る 設 計 と す

る。 

位置的分散(2 項) 

位置敵分散(3 項) 

有毒ガス 

第 6 条(外部からの衝撃によ

る損傷の防止)に基づく設計

とする。 

設計基準事

故対処設備

と同時にそ

の機能が損

なわれない

よう位置的

分散を図り

設置する。

第 6 条（外

部からの衝

撃による損

傷の防止）

に基づき設

計された建

屋内に設置

する。 

設計基準事故対処設備

及び常設重大事故防止

設備と位置的分散を図

り，複数箇所に分散し

て保管する。 

第 6 条（外側か

らの衝撃による

損傷の防止）に

基づき設計され

た建屋内に保管

す る 設 計 と す

る。 

位置的分散（2 項） 

位置的分散（3 項） 

船舶の 

衝突 
船舶の衝突の影響を受けない敷地高さに設置する。  

電磁的 

障害 

第 6 条(外部からの衝撃によ

る損傷の防止)に基づく設計

とする。 

設計基準事故

対処設備と同

時にその機能

が損なわれな

いよう位置的

分散を図り設

置する。 

第 6 条（外

部からの衝

撃による損

傷の防止）

に基づき設

計された建

屋内に設置

する。 

設計基準事故対処設備

及び常設重大事故防止

設備と位置的分散を図

り，複数箇所に分散し

て保管する。 

第 6 条（外側か

らの衝撃による

損傷の防止）に

基づき設計され

た建屋内に保管

す る 設 計 と す

る。 

位置的分散（2 項） 

位置的分散（3 項） 

故意によ

る大型航

空機衝突

その他テ

ロリズム 

可搬型重大事故防止設備は，原子炉建屋から 100ｍ以上の離隔距離を確保した複数の保

管場所に分散して保管することで，設計基準事故対処設備又は常設重大事故防止設備と

同時にその機能が損なわれるおそれがない設計とする。また，可搬型代替交流電源設備

の保管場所は，常設代替交流電源設備から 100m 以上離隔する設計とする。 

― 

位置的分散(3 項) 
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溢水 第 9 条(溢水による損傷の防止

等)に基づく設計とする。 

設計基準事故対処設備と同

時にその機能が損なわれな

いよう位置的分散を図り設

置する。 

設計基準事故対処設備お

飛び常設重大事故防止設

備と可能な限り位置的分

散を図り，高所に保管す

る。 

設計基準事故対処

設備と同時にその

機能が損なわれな

いよう位置的分散

を図り設置する。位置的分散(区画)(2 項) 

位置的分散(区画)(3 項) 

火災 第 8 条(火災による損傷の防止)

に基づく設計とする。 

第 41 条(火災による損傷の

防止)に基づく設計とする。

火災防護計画に基づき，火災の発生防止，感

知，消火対策を行う。 

位置的分散(区画)(2 項) 

位置的分散(区画)(3 項) 

②サポート系 

共通要因 ポンプ等 発電機 

電源 
・駆動源の多様性[エンジン駆動

(⇔非常用ディーゼル発電機)] 
― 

燃料油 
・燃料の多重性[軽油貯蔵タンク

(⇔軽油貯蔵タンク)] 

・位置的分散[可搬型設備用軽油

タンク(⇔軽油貯蔵タンク)] 

 

・燃料移送の多重性[タンクロー

リー(⇔燃料移送ポンプ)] 

 

空気 

 

― ― 

冷却水 
・冷却方式の多様性[自己冷却(⇔

－)] 

・冷却方式の多様性[空冷(⇔非常

用冷却系海水系)] 

水源 

・異なる水源[代替淡水貯槽，淡

水貯水池，海水(⇔サプレッシ

ョン・プール)] 

― 

※括弧内の設備は，多様性，多重性等の対象となる設計基準対象施設を表す。 
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 (2) 各区分における設計方針については，以下の表にまとめた 

類型化区分 設計方針 関連資料

①環境条件 

 自然現象 

 外部人為 

 事象 

 溢水 

 火災 

共通 第 43 条第 1 項第 1 号の環境条件を考慮する設計と

する。 

生物学的事象のうち，ネズミ等の小動物に対して，

屋外の常設重大事故防止設備は，侵入防止対策を実

施することで機能が損なわれるおそれのない設計と

する。 

配置図 

系統図 

重
大
事
故
防
止
設
備 

共通要因

の考慮対

象設備あ

り 

屋内 Ａａ ○防止設備―対象（代替対象 DB 設備有り）―屋内

地震，溢水及び火災に対しては，設計基準事故対処

設備及び常設重大事故防止設備と同時に機能を損な

うおそれがないように，可能な限り設計基準事故対

処設備及び常設重大事故防止設備と位置的分散を図

る。 

風(台風)，竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，生物学

的事象，森林火災，爆発，近隣工場等の火災，有毒

ガス及び電磁的障害に対して，外部からの衝撃によ

る損傷の防止が図られた建屋内に設置する。 

屋外 Ａｂ ○防止設備―対象（代替対象 DB 設備有り）―屋外

地震に対して，原子炉建屋，中央制御室，緊急時対

策所に保管するか，地震による周辺構造物及び周辺

タンクの損壊，周辺斜面の崩壊，敷地下斜面のすべ

り，液状化及び揺すり込みによる不等沈下，地盤支

持力不足，地下埋設構造物の損壊，淡水貯水池の堰

及び送水配管の損傷等の影響により，必要な機能を

喪失しない場所に複数に分散して配置する。 

風(台風)，竜巻，凍結，降水，積雪，落雷，生物学

的事象，森林火災，爆発，近隣工場等の火災，有毒

ガス及び電磁的障害に対して，外部からの衝撃によ

る損傷の防止が図られた建屋内に設置するか，設計

基準事故対処設備及び常設重大事故防止設備と位置

的分散を図り，防火帯の内側の屋外に保管する。 

故意による大型航空機の衝突その他テロリズムに対

して，原子炉建屋から 100m 以上の離隔距離を確保

した複数の保管場所に分散して保管することで，設

計基準事故対処設備又は常設重大事故防止設備と同

時にその機能が損なわれるおそれがない設計とす

る。また，可搬型代替交流電源設備の保管場所は常

設代替交流電源設備から 100m 以上離隔する設計と

する。 

共通要因の考

慮対象設備な

し 

対象

外

― 

（環境条件，自然現象，外部人為事象，溢水，火災

及びサポ一ト系の故障に対して，修復性等を考慮

し，可能な限り頑健性をもたせた設計とする。) 

緩
和
設
備
・ 

防
止
で
も
緩
和
で
も
な
い
設
備 

同一機能の影

響あり又は代

替対象 DB 設備

あり 

Ｂ ○緩和設備，防止・緩和以外―対象(同一目的のSA

設備，代替対象DB設備有り) 

環境条件，自然現象，外部人為事象，溢水，火災及

びサポート系の故障に対して，設計基準事故対処設

備等又は同一目的の重大事故対処設備と可能な限り

の多様性，位置的分散を図った設計とする。 

同一機能の設

備なし又は代

替対象 DB 設備

なし 

対象

外

― 

（環境条件，自然現象，外部人為事象，溢水，火災

及びサポ一ト系の故障に対して，修復性等を考慮

し，可能な限り頑健性をもたせた設計とする。) 
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類型化区分 設計方針 関連資料

②サポート

系 

サポート系

あり 

異 な る

駆 動

源 ， 冷

却源 

Ｃａ

○対象(サポート系有り)一異なる駆動源又は冷却源

可搬型重大事故防止設備は，設計基準事故対処設備

等又は常設重大事故防止設備と可能な限り異なる駆

動源，冷却源を用いる設計とする。また，水源につ

いても可能な限り異なる水源を用いる設計とする。

系統図 
別 の 手

段 

Ｃｂ

○対象(サポート系有り)一別の手段 

可搬型重大事故防止設備は，駆動源，冷却源が同じ

場合は別の手段が可能な設計とする。また，水源に

ついても可能な限り異なる水源を用いる設計とす

る。 

サポート系

なし 

 対象

外
― 

※個別条文で記載する事項を下波部で示す 
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